
『ラーマナ王物語』研究：修辞法の分析と後半部の訳註

根本裕史・扎布

1 序

本研究は前稿（根本・扎布 2021）の続編であり、シャンシュン・チューワンタクパ（Zhang zhung
chos dbang grags pa: 1404–69）の叙事詩『ラーマナ王物語』（Rā ma n. a’i gtam rgyud）の精読を通じ
てチベット古典詩の世界を紹介し、その文学的特徴を探るものである。以下では同作品に見られ
る修辞法について考察した後、第 68詩節から第 217詩節までの翻訳を提示する。

2 『ラーマナ王物語』に特徴的な修辞法：非明示的隠喩

チューワンタクパは、ダンディン（Dan. d. in: 7世紀頃）の『詩鏡』（Kāvyādarśa）に規定される
様々な修辞法を自身の『ラーマナ王物語』の中で使用している。『詩鏡』第 2章に現れる三十五種の
「意味の装飾要素」（arthālaṁkāra）の内、本質描写（svabhāvokti, rang bzhin brjod pa）、直喩（upamā,
dpe）、隠喩（rūpaka, gzugs can）の使用が多く見られることは言うまでもない。また、詩的空想
（utpreks.ā, rab rtog）や縮約表現（samāsokti, bsdus brjod）など実に様々な修辞法の使用が確認され
る。さらに、他の多くのチベット古典詩と同様、『詩鏡』第 3章で「言葉の装飾要素」（śabdālaṁkāra）
として規定される同音節反復（yamaka, zung ldan）の技法も高い頻度で使用される。

『ラーマナ王物語』に特徴的な技法を一つ挙げるとするならば、それは非明示的隠喩（sbas pa’i
gzugs can）1であろう。ある詩の中で何かを喩える要素すなわち比喩基準（dpe）のみが文中に示さ
れ、それによって喩えられる要素すなわち比喩対象（dpe can）が明示されず、後者は文脈から推
理して知られるのみである時、そのような比喩表現を非明示的隠喩と呼ぶ。

例えば「あなたの腕という蔓草（bāhulatā, dpung ba ’khri shing）は…」という隠喩表現がある2。
ここである詩人が「あなたの腕という蔓草は…」という代わりに「あなたの蔓草は…」という表
現を用いるとしよう。その時、「蔓草」（latā, ’khri shing）という言葉が女性のか細い「腕」（bāhu,
dpung ba）を暗示する隠喩であることが読者によって理解されるならば、非明示的隠喩が成立す
る。なぜなら、そこでは比喩対象と比喩基準の区別（bheda, tha dad）が目に見える形では表現さ
れないので、第一に隠喩の定義を充分に満たしており、また第二には、「腕」という比喩対象が明
示されない形になっているからである。

この隠喩の名称はトンドゥプギャ（Don grub rgyal: 1953–1985）3によって考案されたものであ
る。トンドゥプギャ自身が明言しているように、この技法はダンディンの『詩鏡』第 2章には規
定されないが、『ラーマナ王物語』にしばしば現れる。例えば次の詩節を見てみよう。

1チベット語の sbas paは「隠れた」「隠された」を意味し、サンスクリットの gupta、gūd.ha、gopitaなど
に相当する語ではあるが、そもそもこの名称は 20世紀のアムド地方出身の作家によって新たに考案された
ものである以上、対応するサンスクリットの表現をインドの詩論書に見出そうとするのは無意味であろう。

2KĀ II 66: upamaiva tirobhūtabhedā rūpakam ucyate | yathā bāhulatā pān. ipadmaṁ caran. apallavah. ||; KĀS

14a2ff.: tha dad snang min gyur pa yi || dpe nyid dag ni gzugs can ’dod || dpung ba ’khri shing lag pa ni || padma
rkang pa yal ’dab bo ||（「ある比喩表現に関して〔比喩基準と比喩対象の間の〕区別が隠れた状態になって
いる時、まさにその比喩表現は隠喩と呼ばれる。例：腕という蔓草、手という蓮、足という若葉。」）

3前稿で示したように、青海ラジオ局（Mtsho sngon rlung ’phrin khang）で収録されたトンドゥプギャの
『ラーマナ王物語』講義の音源が残されている。チベット語アムド方言で行われたこの講義の文字起こしを
するに当たって、ラジャブン（Lha rgyal ’bum,拉加本）、パンチェン・トンドゥプ（Pan. chen don grub,班青
東周）、タディンツォ（Rta mgrin mtsho,旦正措）の三氏の協力を得た。ここに感謝の意を表する。
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W<oZdVoA`oTdHoO V<Zo;=`ZoI`n n
JHoMT`oOWoTH`oM=dIoJVo0>cn n
M`<oU=ZoHcoU`Zo9Ko1>cHo<RIn n
V`oMdVoL D`ZoJT`oM`<o5[o1 >Zn n
lag sor nyi ’od tshogs kyis ni ||
pad ma’i tshal ’di mngon par phye ||
mig yangs de yis lta byed gzhan ||
ri mor bris pa’i mig tu byas ||

手の指という日の光の束が
この蓮華の庭園を開花させると
切れ長の眼を持つその娘は他の眼を
絵に描いた眼のような状態にした。(44)

物語のヒロインであるシーターが宝の箱に閉じ込められ、河に流された後、農夫達によって救出さ
れた場面を描いた詩である。宝で作られた箱の中には、おそらく箱以上に価値のある宝が詰まって
いるに違いないと考えた農夫達が一斉にその手を箱に伸ばしている様子を「光の束」（’od tshogs）
という隠喩が効果的に表現している。そして、農夫達が宝の箱を手で開け、中に閉じ込められた
シーターを救出したことを「蓮華の庭園の開花」という隠喩が表現している。「蓮華の庭園」（pad
ma’i tshal）という隠喩が表している比喩対象はシーターが閉じ込められた箱（sgrom）である。し
かし、「箱」という比喩対象は明示されず、「蓮華の庭園」という比喩基準のみが示される。トン
ドゥプギャはここでの比喩表現を非明示的隠喩と命名する（Track 12, 10:48）。

次の詩節は、鹿を追って旅に出たラーマナがいつまでも帰って来ないために錯乱状態に陥った
シーターを前にして、ラグマナが語る独白の言葉である。

LR`Io!=`o?Vo\H`IoI<oJdoWZn n
ZcVoLoHI<oJdoTLLoJoA`Hn n
HI<oJdT`oH<ToMo; DdZoJoU`n n
HMdHoJT`o6q<o?boTH`oU`IoFcn n
bzhin gyi char sprin nag po las ||
ser ba drag po ’bab pa nyid ||
drag po’i dga’ ma khros pa yi ||
dmod pa’i dug chu ’di yin te ||

（ラグマナ：）

「顔という黒い雨雲から
強烈な霰が降り注ぐ。
ルドラ神の愛妻（ウマー）が発した怒りの
呪いの毒液とはこれのことだ。」(72)

ここで注目するのは詩節の前半部である。ラグマナは、ちょうど黒い雨雲から強烈な霰（あられ）
が降り注ぐように、シーターの顔から荒々しい言葉が発せられるさまを語っている。第一詩脚で
はシーターの顔が「黒い雨雲」（sprin nag po）という隠喩で表現されている。第二詩脚にある「強
烈な霰」（ser ba drag po）は、シーターがラグマナに向かって発した粗暴な言葉（tshig rtsub mo）
を表す隠喩である。しかし、その比喩対象は明示されず、文脈から推理して知られるのみであり、
この詩の中では「霰」という比喩基準のみが示される。この第二詩脚に見られる比喩表現が、ト
ンドゥプギャによれば非明示的隠喩である（Track 16, 8:33）。
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続いて引用するのは、シーターがラーヴァナによって連れ去られた後、森に戻って来たラーマ
ナが妻が誘拐されたことを知って失神する場面を描いた詩である。

,@WoJdoH<ToLT`o)oLoI`n n
?HoJZo!=oTGb=oZoWoT!=cWn n
O=Zo\@dHoHJWo9MIoU`HoL<MYZo;=`n n

HI`oLS=oLZ`WoLZo<ZdZoJoGdLn n
rgyal po dga’ ba’i rtsa ba ni ||
chad pas rkang ’thung sa la ’gyel ||
tshangs spyod dpal ldan yid bsdus kyi ||
dri bzang bsil bas gsos pa thob ||

王（ラーマナ）の喜びという根が切られたので
樹（足で飲む者）は地面に倒れた。
梵行という美質を具備するラグマナの
ひんやりとする芳しい水のおかげで正気に返った。(111)

ちょうど樹がその根を切られると倒壊するように、ラーマナはシーターが姿を消すとその精神的
衝撃のために意識を失い、地面に倒れてしまったということを前半の二詩脚で表現している。第
一詩脚ではラーマナにとっての喜び、すなわちシーターという喜悦対象を「根」という隠喩によっ
て表現している。そして、第二詩脚における「樹」はラーマナの身体（lus）のことを表している。
「身体」という比喩対象が明示されず、「樹」という比喩基準のみが語られるので、トンドゥプギャ
によればこの表現も非明示的隠喩である（Track 19, 26:40）。

最後にもう一つの例を見ることにしたい。ラーマナが猿の王スグリーヴァに対し、自身の妻シー
ターの特徴を説明する場面の詩である。

T2F doLVdo[ d=ZoJT`oTHMo*Lo5[n n
MHd<oWc<Zo6q<o<`oMcoFd<o1̂=on n
MP UZo<MY<oWo?<Zo<kH=o)ToHcn n

Lb=oLT`oVdoTPTIoAMZo1>cHoHcn n
’gro blo rmongs pa’i ’dam rdzab tu ||
mdog legs dug gi me tog byung ||
mdzes sdug la chags sbrang rtsi de ||
bung ba’i ro ’dzin nyams byed de ||

（ラーマナ：）

「迷える心を持つ人々という泥沼の只中に
きれいな色をした毒の花が咲いたんだ。
その美貌に付着した甘い蜜は
蜂の舌（味を捉えるもの）を麻痺させる。」(122)

詩節の前半部では、シーターという美女の出現が巧みに描かれる。第一詩脚では世間の愚かな人々
を「泥沼」（’dam rdzab）という隠喩によって表現している。第二詩脚の「毒の花」（dug gi me tog）
はシーターを表す隠喩であるが、比喩対象が明示されずに比喩基準のみが言及されるので、非明
示的隠喩の構造が成立する。詩節の後半部では、シーターの破滅的な美貌に引き寄せられたラー
マナの悲運が描写される。「美貌」（mdzes sdug）とは言うまでもなくシーターのそれであり、「蜂」
（bung ba）はラーマナのことを表す。第三詩脚の「美貌」は、「花蕊」（ge sar）という隠喩によっ
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て示されるべきであろうが、ここでは「美貌」という比喩対象が言及され、それを暗示する「花
蕊」という比喩基準が明示されない。次に、第四詩脚では反対に比喩対象が明示されず、比喩基
準のみが言及される。すなわち、「蜂」という比喩基準のみが言及され、それによって暗示される
「ラーマナ」という比喩対象が明示されていない。ここでも非明示的隠喩の構造が成立する（Track
21, 10:08）。

『ラーマナ王物語』には他にも非明示的隠喩の使用例が多くあるが、ここで全ての例を挙げる
必要はないであろう。上に引用した四つの詩に見られる比喩表現は、いずれも比喩基準は言及さ
れるが、それによって喩えられる比喩対象が明示されないという共通の特徴を有している。当然
のことながら、明示されない比喩対象が何であるかを特定するためには、物語に関する知識が必
要である。例えば第 44詩節においては、シーターが箱に閉じ込められて川に流された後、農夫達
によって救出されるという話の筋を知らなければ、「蓮華の庭園」が箱を暗示していることに読者
は気づかないであろう。『ラーマナ王物語』における非明示的隠喩の多用は、この作品があらかじ
め話の筋を理解している読者のために書かれていることの一つの証拠となる4。

3 部分に関する隠喩

トンドゥプギャが言うように、『ラーマナ王物語』の非明示的隠喩という技法は確かにダンディ
ンの『詩鏡』に見られない。ただし、それと幾分か類似する修辞法は存在する。例えば「一部分に
関する隠喩」（ekāṅgarūpaka, yan lag gcig gzugs can）5と呼ばれる技法などがそうである。ダンディ
ンは以下のような例文を与えている。

madapāt.alagan. d. ena raktanetrotpalena te |
mukhena mugdhah. so ’py es.a jano rāgamayah. krtah. || (KĀ II 75)

「酔いによって桃色になった両頬と、赤い両目という蓮を持つあなたの顔は、実にかの愚か
な6男をも真っ赤にしました。」7

酒に酔って情欲をあらわにした真っ赤な女性の顔を見て、男性の顔も赤く染まる様子を描写した
詩である。ここで女性の両目は「蓮」（utpala）という隠喩で喩えられるが、両頬を喩える隠喩は
なく、顔全体を喩える隠喩もない。両目が「蓮」であるとするならば、おそらく顔は「蓮池」8とい
うことになるであろうが、詩人はそれを明示しておらず、比喩世界をどのように構成するかは読
者の想像に委ねられる。

4前稿の註 51で示したように、『ラーマナ王物語』が主眼とするのは物語のあらすじを記述すること（gtam
rgyud kyi byung rim brjod pa）ではなく、情景や人物の心情を精緻に描写すること（khor yug gi rnam pa dang
mi sna’i nyams ’gyur zhib tu ’bri ba）であるという点も、ここで考慮するべきであろう。

5ダンディンは二部分に関する隠喩や、それ以上の数の部分（三部分、四部分など）に関する隠喩の可
能性についても言及している（KĀ II 76）。なお、バーマハ（Bhāmaha）、ウドバタ（Udbhat.a）、ルドラタ
（Rudrat.a）、マンマタ（Mammat.a）が規定する「部分的隠喩」（ekadeśavivartin, ekadeśin）という技法はダン
ディンの「一部分に関する隠喩」と同じ構造を有する（Gerow 1971: 239, 248）。部分的隠喩については山崎
一穂博士（公益財団法人中村元東方研究所）より教示を受けた。ここに感謝の意を表する。

6mugdhah.「愚かな」。ラトナシュリージュニャーナ（Ratnaśrı̄jñāna）はmugdheという異読に基づき、こ
の語を呼びかけ表現（「美しい女よ！」）として理解する。チベット語訳（シトゥ改訂版）も mugdheとい
う読みに基づき、mdzes ma「美しい女よ！」とする（KĀS 14b5）。Böhtlingk 1890: 32はmugdhah.という読
みに基づき törichten Menschen「愚かな人」と解釈し、Gerow 1971: 248も同様に anyone bewildered by your
face「あなたの顔によってうろたえた者は誰でも」と解釈する。

7KĀS 14b4ff.: mdzes ma myos pa’i ’khur tshos dmar || mig gi utpal dmar po can || khyod kyi gdong gis skye
bo ni || ’dir yang dmar ba’i rang bzhin byas ||

8Gerow 1971: 248の説明による。
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比喩の構造を形成する幾つかの部分（aṅga, yan lag）が欠けている点において、「一部分に関す
る隠喩」は『ラーマナ王物語』の非明示的隠喩と類似するかもしれない。しかし、前者において
は比喩対象（「顔」）のみが言及され、比喩基準（「蓮池」など）が明示されないのに対し、後者に
おいては反対に比喩基準のみが言及され、比喩対象は明示されない。それゆえ、この二つの修辞
法は同一のものとは言えない。

トンドゥプギャはダンディンの『詩鏡』に現れる「一部分に関する隠喩」およびチベットの詩論
家によるその作例（dper brjod）9を知っていたはずであり、なおかつその特質は比喩対象の欠落で
はなく、むしろ比喩基準の欠落にあることも理解していたであろう。それゆえ、このダンディン
の隠喩の理論では、前述の『ラーマナ王物語』に特有の比喩表現を説明できないと彼は考えたは
ずである。ダンディンは自身の『詩鏡』第 2章で規定される修辞法が全てを網羅するわけではな
いこと、その他にも無限の技法の可能性があることを示唆している10。このこともトンドゥプギャ
の念頭にあったかもしれない。いずれにせよ彼は、ダンディンの理論で説明がつかないチューワ
ンタクパの隠喩表現を『詩鏡』第 2章で扱われていない範疇のものとして捉え、それについては
新たな用語を考案して説明するより他なかったのである。

4 縮約表現

次に、非明示的隠喩と縮約表現（samāsokti, bsdus brjod）の違いについて考えてみたい。縮約表
現とは、意図されているものとは別の人物・事物の描写を通じて、当該の人物・事物について間
接的に語る技法のことである11。ダンディンは次のような例文を与えている。

piban madhu yathākāmaṁ bhramarah. phullapaṅkaje |
apy asaṁnaddhasaurabhyaṁ paśya cumbati kud. malam || (KĀ II 206)

「見てごらん、蜜蜂は満開の蓮の中の蜜を欲するがままに吸っているというのに、芳香を未
だ身にまとっていない蕾にまで口づけをしている。」12

ダンディン自身が与える説明によると、この詩は成熟した女性との情事に夢中になっている男が若
い少女にも欲望を抱く様子を、蜜蜂に託して描いたものである13。「蜜蜂」（bhramara）は好色な男

9プーケーパ（Bod mkhas pa: 1618–1685）が示す作例は以下の通りである。Dper brjod 437.3ff.: ’dren pa
khyod gsung rnam pa thams cad pa || legs bshad snyan pa’i gling bu rgyud gcig pas || gdul bya rang rang skal bar
’tsham pa’i chos || ston par nus pa shākya’i rgyal po’o ||（「導師よ、あなたの教説は〔単体でありながら〕あら
ゆる様相を具備するものであります。すぐれた説明という美しい笛の連なりによって、それぞれの所化の
福分に応じた教法を説示することができるのはシャーキャ族の王者［釈尊］のみです。」）

10KĀ II 368: panthāh. sa eva vivr
˚

tah. parimān. avr
˚

ttyā saṁhr
˚

tya vistaram anantam alaṅkriyān. ām | vācām atı̄tya
vis.ayaṁ parivartamānān abhyāsa eva vivarı̄tum alaṁ viśes.ān ||; KĀS 36b4: rgya che mtha’ yas rab bsdus tshad du
gyur pa yi || rgyan rnams dag gi lam ’di nyid ni rnam par phye || brjod pa’i yul las ’das par yongs su gnas pa yi ||
khyad par rnams ni goms pa nyid kyis dbye bar nus ||（「無限の細目を簡潔にまとめてから、限定的なあり方
で、まさにその装飾要素の道を〔私は〕解説した。言葉の領域を超えて実際に存在する諸々の特殊項目を解
き明かすことができるのは反復学習行為のみである。」）

11KĀ II 205: vastu kiṁcid abhipretya tattulyasyānyavastunah. | uktih. saṁks.eparūpatvāt sā samāsoktir is.yate ||;
KĀS 24a6: dngos po ’ga’ la bsams byas nas || de dang mtshungs pa’i dngos po gzhan || bsdus pa’i tshul gyis brjod
byed pa || de ni bsdus pa brjod par ’dod ||（「ある事物を意図して、それと類似する別の事物に関する表現がな
される時、それは縮約表現であると認められる。なぜなら縮約という本質を持つものだからである。」）

12KĀS 24b2: bung ba ji ltar ’dod pa bzhin || padma rgyas la sbrang rtsi ’thungs || dri zhim rgyas pa ma yin
yang || me tog kha ma bye sbyor ltos ||

13KĀ II 207: iti praud. hāṅganābaddharatilı̄lasya rāgin. ah. | kasyāṁcid iha bālāyām icchāvr
˚

ttir vibhāvyate ||; KĀS

24b2: chags ldan bud med dar ma la || dga’ ba’i rtse dgas bcings pa dag || bu mo ’ga’ zhig dag la yang || ’dod pa
’phel ba ston par byed ||（「以上の詩では、成熟した女性との愛の遊戯に没頭する好色な男性の欲望がある少
女にまで起きていることが明らかにされている。」）
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性（rāgin）を表し、「満開の蓮の中の蜜」（madhu phullapaṅkaje）は成熟した女性（praud. hāṅganā）
との愛の遊戯（ratilı̄lā）を表し、「蕾」（kud. mala）は少女（bālā）を表す。

蜜蜂等の描写によって意図されているこれらの対象は明示されない。その点において、縮約表
現は非明示的隠喩と類似性を有するようにも見えるが、この両者の間には大きな相違がある。そ
れは縮約表現においては喩えるものと喩えられるものの対応関係が全く示されないのに対し、非
明示的隠喩が用いられる詩においては比喩基準と比喩対象の対応関係が部分的に示されるという
点である。先に見たように、『ラーマナ王物語』第 44詩節では「蓮華の庭園」と「箱」の対応関係
は示されないが、「日の光の束」と「手の指」の対応関係は示される。第 72詩節では「霰」と「粗
暴な言葉」の対応関係は示されないが、「雨雲」と「顔」の対応関係は示される。第 111詩節では
「樹」と「ラーマナの身体」の対応関係は示されないが、「根」と「王の喜び」の対応関係は示され
る。第 122詩節では「毒の花」と「シーター」および「蜂」と「ラーマナ」の対応関係は示されな
いが、「泥沼」と「迷える心を持つ人々」の対応関係は示される。このように比喩基準と比喩対象
の組み合わせが部分的に語られる点にこの表現技法の特徴がある。

非明示的隠喩を用いた詩においては、現実と幻想とが交錯する。第 44詩節で語り手は「日の光
の束」に仮託された農夫達の「手の指」をしっかりと認識しているが、語り手の頭の中では、箱
は「蓮華の庭園」そのものであり、そこから現れたシーターは「蓮華」そのものだったのであろ
う。第 72詩節でラグマナは「黒い雨雲」に仮託されたシーターの「顔」をしっかりと認識してい
るが、彼女が発する荒々しい言葉の数々はラグマナには「霰」にしか見えなかったに違いない。非
明示的隠喩は登場人物の主観的感情や錯覚を強烈に表現するのに最も効果的である。これに対し、
縮約表現は幻想世界を語ることのみによって成立する。すなわち、縮約表現において、作者は幻
想世界を入念に構築しながら、裏の意味は伏せておき、その意味を探る努力を読者に委ねる。読
者は謎解きをするようにして、作者が仕掛けた裏の意味を考えながら作品を鑑賞するのである。

以上のことを念頭に置いて『ラーマナ王物語』第 131詩節を見てみよう。

U=o<lHZoH=oJdVoK=oLoU`n n
L D=oT2Fdo<KdLZo?cIoTH`o<RdMo1 >n n
0>d<ZoWZo,@WoLo<A`ZoJoI`n n
LH<o<`oZdVoMdT`o>dHoJIoIdn n
Hco<A`ZoLZMoJT`o?boLdoI`n n
THIcZoFco<Xd=oLboHMToLVo9ZZ=on n
yang smras dang por phang ba yi ||
brang ’gro stobs chen ’di gzhom bya ||
phyogs las rgyal ba gnyis pa ni ||
bdag gi sor mo’i cod pan no ||
de gnyis bsam pa’i chu bo ni ||
’dres te gshong bu dma’ bar lhung ||

さらに続けて彼はこう言った。
（スグリーヴァ：）

「まず差し当たっては近くにいる
この手強い蛇（胸で進む者）を征伐しましょう。
第二の全面的勝利は
私の指先の宝冠であります。」
彼ら二人の思いという河は
合流して峡谷の下流へ流れて行く。(131)
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猿の王スグリーヴァが、まず最初に敵対する猿バーリンを退治した後で、ラーヴァナ征伐に協力
することをラーマナに約束する場面を描いた詩である。ここで注目するのは「まず差し当たって
は近くにいるこの手強い蛇を征伐しましょう」というスグリーヴァの台詞である。諸註釈が示す
ように「蛇」とはバーリンのことである。興味深いことに、トンドゥプギャはこの「蛇」という
表現を非明示的隠喩として説明する一方で、ここには縮約表現の要素が入っているとも述べてい
る（Track 22, 4:10）。では、非明示的隠喩と縮約表現は両立するのであろうか。

もし先程我々が試みた分析が正しいならば、このバーリンの台詞は縮約表現であると考えるべ
きであろう。なぜなら、この台詞の中で比喩基準と比喩対象の対応関係は部分的にも語られず、現
実と幻想の交錯といった要素は認められないからである。あるいは、もしこの詩において非明示
的隠喩と縮約表現が両立するならば、トンドゥプギャのいう非明示的隠喩はあまり厳密に規定さ
れたものではなく、縮約表現をも内包するような緩やかな概念であったということになる。

なお、この詩節の末尾の二詩脚にも隠喩表現が登場する。まずスグリーヴァとラーマナの二人
の思い（bsam pa）が「河」（chu bo）という隠喩によって語られる。その次に「峡谷」（gshong bu）
という隠喩が現れるが、これが何を喩えているかは明示されない。トンドゥプギャによれば、「峡
谷」はここに明示されない罪業（sdig pa’i las）を暗示する。すなわち、これから描写されるバーリ
ン殺害やラーヴァナ殺害は罪業に他ならないので、それらの出来事を作者は読者に予告している
のである。比喩基準のみが語られ、比喩対象が明らかにされないので、ここでは非明示的隠喩が
成立する（Track 22, 6:30）。『ラーマナ王物語』は仏教の説話ではないので、バーリン殺害やラー
ヴァナ殺害の是非が論じられることはないが、仏教僧であった作者チューワンタクパの眼には、二
人の登場人物が峡谷の川の激流に飲み込まれて、下流へと猛烈な勢いで流されて行く様子がはっ
きりと映っていたのであろう。

5 結論

チベット古典詩の多くが、チベット語に翻訳された唯一のサンスクリット詩論書であるダンディ
ンの『詩鏡』に基づいて書かれている。チューワンタクパの『ラーマナ王物語』も例外ではなく、
そのほとんどの詩節においてダンディンによって規定される技法が用いられている。しかし、その
中には、ダンディンによって規定されていない非明示的隠喩という技法が登場することに注意せ
ねばならない。この技法の存在はかつてトンドゥプギャによって指摘されていたが、彼以降のチ
ベットの学者達や、チベット外部の研究者達の間で注目されることはあまりなかったと思われる。

『ラーマナ王物語』で多用される非明示的隠喩は二つの重要な意味を持っている。第一にこの
隠喩が多用されるという事実は、この作品が物語の筋をあらかじめ知っている読者のために書か
れていることを表す。第二に現実と幻想が交錯する感覚を読者に与えるこの技法は、登場人物の
感情や錯覚を強烈に表現する効果を持っている。チューワンタクパは基本的にはダンディンの理
論に従っているが、非明示的隠喩の多用という事実が示すように、必ずしもその理論の枠組みに
とらわれることはなく、自由自在に自身の芸術世界を構築することができたのである。

そもそもなぜ『ラーマナ王物語』という作品がゲルク派の仏教僧チューワンタクパによって書
かれたのか。この作品は「ゲルク派にすぐれた詩人はいない」という悪評を払拭するために書か
れたという説もあるが、真偽のほどは定かでない。少なくとも言えるのは、チューワンタクパが
啓蒙的あるいは教育的な効果を狙ってこの作品を著したのではないということである。むしろ彼
は自己の修練のために、あるいは自身が理想とする芸術世界の完成のためにこの作品を作ったの
ではなかろうか。『ラーマナ王物語』の根底にあるのは芸術至上主義の精神であったに違いない。
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6 翻訳研究

[8]ラグマナ、兄を探しに行く

<?LZoHcVoMOIoMdo,!oLT`oM<dIn n

V=o<`oLboMdoWo?<ZoJZn n
1 qIoIZo[ d=ZoJT`o<Hd=oMbIo>In n
Z"`o5%T`oSVoLoLSb=o0>`VoTd=Zn n

68d: LSb=o ] Σ; <Sb=o Thimphu.

その時、羅刹（夜に蠢く者）の首領は
自分の娘に対する愛欲によって
惑わされたラーフ（顔に闇をもたらす者）となって
シーターという月を捕らえるためにやって来た。(68)

rang gi bu mo la chags pas「自分の娘に対する愛欲によって」　シーターはラーヴァナ自身の娘
である。ラーヴァナは彼女が自分の娘であることにも気づかずに愛欲を起こしている（’Bab stegs
78.4f.）。

gdong mun can「ラーフ（顔に闇をもたらす者）」　 gdong mun can「顔に闇をもたらす者」は sgra
gcan「ラーフ」（Skt. rāhu）を意味する詩的語彙である。ラーフは zla ba za ba「月を食べる者」と
もいわれる（’Bab stegs 78.5f.）。

Hco<Sb<ZoZ Vd=oLoJdVoL>dZoX`=on n
=<o<`o<H=ZoI`oZoU`oM<dIn n
V"oMoEo9KVoT?dZoJoHcZn n
U`o<co<ZWoLoM`IoJVoI`n n
Z"`o5%oZ"`o5 %oRcZoJZoLdZn n

69b: <H=Zo ] Σ; <H=o Zhal.

69c: V"oMoEo ] Σ; VoMoEo Thimphu.

69e: Z"`o5 %oZ"`o5 %o ] Zhal, Gser; Z`o5 %oZ`o5 %oMkha’, Bkra; Z"`oFoZ"`oFo Thimphu.

自身の姿を物乞いの姿に変えて
声の調子を大地の守護者である
ラーマナのように繕った彼は
はっきりとしない声色で
「シーター、シーター」と言って呼びかけた。(69)

yi ge gsal ba min par ni「はっきりとしない声色で」　ラーヴァナはシーターを油断させるために、
すっかり弱り果てた声（ha cang nyam thag pa’i skad）を使って彼女に呼びかけた（Dgongs rgyan
79.4）。

LbHoMcHo==oObWoM`oL%IoJZn n
U`HoL<MYZoWoI`o<FMoTH`o<lHZn n

VLo5[oL<FcWo9MIo,@WoLdT`o<Zb=on n
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LH<oM`=o<^Hd<ZoJoTH`o<S`<ZoX`< n
L'=ZoJo9KoLbT`oO T<oTH`oWZn n
MOVIoIoM<dIoHcoAMZoZboHd<Zn n
GbLoU`HoL<MYZoZMoLZMo<FIoWn n

MAMoLR<o'oLT`oLbo<VoI`n n
TdZoJoM`IoJo1qIoL8qZoJT`n n
; DdoU`o?boHcoL]<ZoJVo1>n n

70c: L<F cWo ] Σ; MAcWo Thimphu.

70e: L'=ZoJo ] Σ; <N=oLo Thimphu.

70g: GbLoU`HoL<M YZoZMo ] Σ; GbLoJoU`HoL<M YZo Thimphu.

70i: TdZoJoM`IoJo ] Σ; <=oR`<oTdZoJo Thimphu. L8qZo ] Σ; 8qZo Thimphu.

70j: ; DdoU`o ] Σ; ; DdoLT`o Thimphu. L]<Zo ] Σ; L ]<o Gser. 1 >o ] Σ; ! ^Vo Thimphu.

女とは揺らぎやすい性質を持つものなので
ラグマナに次のような話を語った。

（シーター：）

「まるで疲れ切ったような王様のお声が
私の名を呼んでいるこのさまをご覧になって。
息が詰まったようなこの言葉遣いから
思いはかるに主人は苦しんでいるのではないかしら。
牟尼よ、お前は意識を閉ざしてしまったのかい？
禅定に入ったお前の耳の穴の中に
あらゆる不適物を溶かした
溶液を注ぎ込んでやりましょうか！」(70)

bud med ngang tshul mi brtan pas「女とは揺らぎやすい性質を持つものなので」　シーターの個
人的な性格というよりも、むしろ女性一般（bud med kyi rigs）の傾向性を語った言明である（’Bab
stegs 79.3）。シーターは何があっても決して動じることなく円形の光の壁の中に止まるように命じ
られていたが、ラーマナを装ったラーヴァナの憔悴したような声を聞くと、たちまち落ち着きを
失ってしまった（Mun sel 141.7ff.）。

rab tu bsnyel ldan rgyal bo’i gsung「まるで疲れ切ったような王様のお声」　一般に bsnyelは「忘
却」を意味するが、ここでは ngal「疲労」を意味する（’Bab stegs 79.5; Dgongs rgyan 81.1f.; Mun
sel 140.8ff.）。

thub yid bsdus sam「牟尼よ、お前は意識を閉ざしてしまったのかい？」　シーターが話し掛けた
時、ラグマナは深い瞑想に入っていたので、彼女の言葉を聞いていなかった。そのため、シーター
は苛立ち、ラグマナに向かって暴言を吐いている。ラグマナという名は「意識を閉ざした者」（yid
bsdus）を意味することから、彼が自分の名前の通りに意識を閉ざし、死んでしまったのかと問い
掛けているのである（’Bab stegs 79.9ff.）。

’os pa min pa kun bzhus pa’i「あらゆる不適物を溶かした」　 gang zhig ’os pa kun「あらゆる適合
物を…」という異読もある。

khro yi chu de blugs par bya「溶液を注ぎ込んでやりましょうか！」　シーターは自分の話を聞
いてくれないラグマナの注意を引くために「あらゆる不適物を溶かした溶液」を彼の耳の穴に入
れると言って脅している。blugs par byaは話者の意図を示す未来時制の表現と思われるが、文法
に従えば blug par byaという語形が正しいはずである（blugsは完了形、blugは現在形および未来
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形）。また、blugs par gyur「注ぎ込まれた」という異読もある。シェルシュルワは blugs par gyurを
修辞的疑問文として理解し、「禅定に入ったお前の耳の穴の中に溶液が注ぎ込まれたとでもいうの
か（khro yi chu de blugs par gyur pa yin nam）。もしそうでなければ、どうして私の言うことが聞こ
えないのか」という註釈を施している（’Bab stegs 79.14f.）。トンドゥプギャも同様の解釈を示し、
この詩では「疑惑の否定」（the tshom gyi ’gog pa, *saṁśayāks.epa; KĀ II 163–164）という修辞法が
使われていると説明する（Track 16, 0:58）。

L1FoX`ZoH=oI`oT; ?`Wo! =`oHL=on n
9ZIo>`<oKoVdWoL<\HHo1>ZoJT`n n
<NoI<oMoHcoMbo>dVo!=`Zn n
T<(<ZoFco;oWZoZdo9KZ=oLR`In n

71a: T;?`Wo ] Σ; ;?`Mo Gser, Thimphu.

71b: L<\ HHo ] Σ; <\ HdHo Gser.

71c: Hco ] Σ; HcT`o Thimphu.

71d: ;oWZo ] Σ; ;oWo Thimphu. 9K Z=o ] Zhal, Mkha’; 9Z Z=o Gser, Thimphu, Bkra.

吉祥と白法螺貝の王者を
共に彼方へと放逐した
かの不吉な女は有る事無い事を口にして
錯乱した。まるで口から歯が抜け落ちたように。(71)

bkra shis dang ni ’khyil gyi dbang「吉祥と白法螺貝の王者」　「吉祥」とはラーマナと共に過ご
した森での栄華（dga’ byed dang lhan cig gnas pa’i nags tshal gyi spal yon）のことである（Dgongs
rgyan 81.16f.）。「白法螺貝の王者」（’khyil gyi dbang）とは右巻きの白法螺貝（skye ba lnga ba’i dung
g-yas su ’khyil ba）のことである。法螺貝の中の最高種である。ここでは一切の吉祥が生じる源泉
であるラーマナのことを指している（’Bab stegs 80.1f.）。bkra shis dang ni khyim gyi dbangという
異読に従うならば「吉祥と家庭の主」と解釈することができる。「家庭の主」とは当然ながらラー
マナのことである。

sna nag ma de「かの不吉な女」　ラーマナを追い払うようにして鹿狩りに行かせた不吉な女、シー
ターのことである。「鼻が黒い人」を意味する sna nag maは、おそらく「耳が黒い人」を意味する
rna nag maの転訛形であろう。rna nag maはサンスクリットの kālakarn. ı̄（Ch. 黒耳）に相当する語
であり、不吉な女あるいは不吉の象徴である女神カーラカルニー、別名アラクシュミー（Alaks.mı̄）
を意味する。吉祥の女神ラクシュミーは不吉の女神カーラカルニーとの共住を望まないという記
述がチャンドラキールティ（Candrakı̄rti: ca. 600–650）の『入中論』（Madhyamakāvatāra）などに見
られる14。この詩で用いられているのは故事に由来する縮約表現（sngon byung gi gtam rgyud dang
sbyar ba’i bsdus brjod）である（Dgongs rgyan 81.15; Track 16, 2:35）。なお、トンドゥプギャは sna
nag maという表現を「不吉なことを呼び寄せる首領（bkra mi shes pa’i sna ’dren）であり、邪悪な
性格（rang bzhin nag po / sems nag po）を有する女」という意味で理解している（Track 16, 7:32）。

kha las so ltung bzhin「まるで口から歯が抜け落ちたように」　抜け落ちた歯を再び元に戻すこと
はできないのと同じように、シーターは口にしてしまうと二度と取り返しがつかなくなるような
暴言を口にした（’Bab stegs 80.5f.）。

14MA II 8 (Yonezawa 2019: 205): yathā samudrah. kun. apena sārdhaṁ yathā ca laks.mı̄h. saha kālakarn.yā |
tathādhiśı̄le ’dhikr

˚
to mahātmā na vāsam anvicchati tadvipattyā ||; MAP II 8: ji ltar rgya mtsho ro dang lhan cig

dang || bkra shis rna nag ma dang lhan cig bzhin || de ltar tshul khrims dbang byas bdag nyid che || de ’chal ba
dang lhan cig gnas mi ’dod ||（「ちょうど海が死骸との共住を望まず、ラクシュミーがカーラカルニーとの共
住を望まないように、増上戒に服従する偉大な人はそれの違反との共住を望まない。」）
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LR`Io!=`o?Vo\H`IoI<oJdoWZn n
ZcVoLoHI<oJdoTLLoJoA`Hn n
HI<oJdT`oH<ToMo; DdZoJoU`n n
HMdHoJT`o6q<o?boTH`oU`IoFcn n
TH`oU`ZoZoU`oLH<oJdo?cn n
GboLdo#dIoJVo1>ZoJTdn n
<?Wo=IoMoTH`Zo<M`<oJoU`n n
6q<o<`oOUVoMT`oZoLdIoLFLn n

72c: U`o ] Σ; U`Zo Thimphu.

72f: #dIo ] Σ; N dIo Thimphu. JTdo ] Σ; JoTd=o Thimphu.

72g: TH`Zo ] Σ; HcT`o Thimphu. U`o ] Σ; U`Zo Thimphu.

（ラグマナ：）

「顔という黒い雨雲から
強烈な霰が降り注ぐ。
ルドラ神の愛妻（ウマー）が発した怒りの
呪いの毒液とはこれのことだ。
これのせいで偉大な王者（大地の主）である
兄は狩人にされられる羽目になった。
この不吉な女は罪悪という
毒の刺の種を植えたのだ。」(72)

ser ba drag po「強烈な霰」　シーターがラグマナに向かって発した粗暴な言葉（tshig rtsub mo）
を表す隠喩である。比喩対象が明示されず、霰という比喩基準（dpe）のみが示されるこの技法を、
トンドゥプギャは非明示的隠喩（sbas pa’i gzugs can）と名付けている（Track 16, 8:33）。

dmod pa’i dug chu ’di yin te「呪いの毒液とはこれのことだ」　物語の冒頭に描写されたウマーの
呪いのことを指している。なお、ジャバが指摘するように、この場面でラグマナはシーターがラー
ヴァナの娘であることや、かつてラーヴァナに侮辱されたウマーが怒りの呪いを発したことを知
らないはずであるので、シーターの錯乱がウマーの呪いによってもたらされた結果であると理解
しているのは一体どうしてか、理解に苦しむ点である（Mun sel 145.13ff.）。

thu bo rngon par byas pa’o「兄は狩人にされられる羽目になった」　大地を支配する偉大な兄ラー
マナは、シーターの罵詈雑言のせいで、下劣な狩人の恰好（rigs ngan rngon pa’i cha lugs）をする
羽目となった（’Bab stegs 81.9ff.; Dgongs rgyan 82.18f.）。

dug gi tsher ma’i sa bon btab「毒の刺の種を植えたのだ」　シーターはラグマナの福徳という畑
（bsod nams kyi zhing sa）に毒の棘の種を植えた（Track 16, 11:25）。

9KdZoX`<oV"oMoEoU`o<KdLZn n
?oNMoTPTIoJT`oWbZo>IoH=on n
M;To9M`=o<Xd<oJT`o)WoWoI`n n
T2FIo1>cHo<^Hdo9MIoZboR`<oUdHn n
<N=oLT`oLH<oJdoXoLoV`Zn n
M!=d<Zo?cIoV`oH|<ZoSVoLT`oWbZn n
OoScVoMHToU`ZoL:ZoJoU`n n
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WbZo0>cHoM;ToWo<N=oTH`Tdn n

73a: V"oMoEo ] Σ; VoMoEo Thimphu.

73f: M! =d<Zo ] Σ; T! =d<Zo Thimphu. H |<Zo ] Σ; H<Zo Thimphu.

73g: U`o ] Σ; U`Zo Gser, Thimphu.

（ラグマナ：）

「あれを見て下さい。ラーマナの力の
わずか一部分でも有する人（体を持つ者）や
ガルダ鳥の翼の推進力に対抗できる
鳥（羽毛を持つ者）が一体どこにいるでしょう？
太陽（輝きの主）という狩人が
迅速に動く鹿という月の身体を
光線という矢で切り裂いて空に浮かび上がった
身体の片割れがこれなのですから。」(73)

ltos shig「あれを見て下さい」　ラグマナはシーターに「あちらの空を見て下さい」（nam mkha’ ya
gir ltos shig）と語り、空に昇った八日目の月（tshes brgyad kyi zla ba）すなわち上弦の月に目を向
けさせた（’Bab stegs 82.1f.）。

lus can「人（体を持つ者）」　サンスクリットの śarı̄rinに由来する表現。skye bo「人」を意味する
詩的語彙である。

sgro ldan「鳥（羽毛を持つ者）」　サンスクリットの pattrinに由来する表現。’dab chags「鳥」も
しくはmda’「矢」を意味する詩的語彙であり、ここでは「鳥」を意味する。

snang ba’i bdag po「太陽（輝きの主）」　 nyi ma「太陽」を意味する詩的語彙である。ここで「太
陽」は「狩人」すなわちラーマナを表す隠喩である。

lus phyed「身体の片割れ」　ラグマナが指差した上弦の月のことである（’Bab stegs 82.1）。「月」
はラーマナが追っていた鹿を表す隠喩である。月＝鹿を半分に断ち切ってもおかしくない程の力
を有するラーマナの身に危険が降りかかる心配はないのだとラグマナは言おうとしている（Mun
sel 146.20ff.）。光線という矢によって月を切断するという比喩は世間の常識を逸脱するものであ
り、ここにガウダ様式に特有の「愛らしさ」という美質（mdzes pa’i yon tan）が認められる（Track
16, 17:30）。

HcoU`ZoHI=oLdT`o)WLoOT<oH=on n
VLo5[o;=d<oJdT`oHJcoL<KIo;==on n
?boKDIoLR`Io6qo>o>doH=on n
M=<o<8q<oMoLR`Io?co?b=o<` n
O T<oH<o<lHoWo<dMZoJoHcZn n
,@oMOVT`oT;dVoWdVoZ VcLZoLR`Io1>Zn n
M?dHo<k@`IoTdoMO VoWZoTd=ZoJT`n n
T?`oMcHoW=oOVT`oTHLoL,@oTH`n n
H1>Vo<\@cZo2F d<ZoH=oLDWoLoIn n
LoMdoTH`oH<oT<^Ho<FMoZcMZn n

74a: HcoU`Zo ] Σ; HcoU`o Thimphu. H I=oLdT`o ] Σ; H I=ZoJT`o Thimphu.
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74b: ;= d<oJdT`o ] Σ; ;= d<oJT`o Gser, Thimphu.

74d: M=<o ] Σ; M=<Zo Thimphu. ?co?b=o ] Σ; ?cZo?b=o Gser. <`o ] Σ; <`Zo Thimphu.

74e: <l Ho ] Σ; <l HZo Gser, Thimphu.

74f: T;dVoWdVoZ VcLZo ] Σ; T;dVoMdVoZ VcLo Thimphu.

彼は隠し立てのない厳しい言葉と
非常に婉曲的な譬喩を語ったのであるが
せせらぎの音のように無意味なおしゃべりや
下女が発するような仰々しい言葉や弱々しい
言葉で話しかけられるのに慣れてしまった彼女は
まるで海で渦巻く大波に遭遇したかのようになり
「供犠という乳海から生まれた
天女（不死の者）の美貌というこの蓮の花は
連れ合いの蜜蜂（夏に生まれる者）と別れた後で
この霜に抱かれてしまうのかしら」と思った。(74)

rab tu kyog po’i dpe「非常に婉曲的な譬喩」　直前に語られた太陽と月の譬喩のことである（’Bab
stegs 83.3）。

mngag gzhug ma bzhin che chung gi tshig dag「下女が発するような仰々しい言葉や弱々しい言葉」
　下女は常に主人の顔色を伺って話をする。主人の機嫌が良い時には仰々しく話をするが、機嫌
が悪い時には弱々しく話すことしかできなくなる（Track 16, 19:30）。

rgya mtsho’i ’khor lor slebs bzhin byas「まるで海で渦巻く大波に遭遇したかのようになり」　航
海に出た商人達が海で大波に遭遇した時のように、シーターは混乱して悲痛の叫び声を挙げるこ
としかできなくなった（’Bab stegs 83.8ff.）。

mchod sbyin ’o mtsho las ’ongs pa’i「供犠という乳海から生まれた」　シーターが前世で行なっ
た供犠という福業の果報として、この天女のような美貌が得られたということを含意する（’Bab
stegs 83.11f.）。

dbyar skyes「蜜蜂（夏に生まれる者）」　サンスクリットの vars.ābhū「雨季に生まれる者」に由来
する表現であり、通常は蛙（sbal pa）を指すが、シェルシュルワによると、ここでは蜜蜂（bung
ba）を意味する。「蜜蜂」はラーマナを表す（’Bab stegs 83.13f.）。あるいはまた、ジャバによると、
dbyar skyesは’brug sgra「雷鳴」を意味する。雷鳴が発生するのは夏（雨季）であり、それを過ぎ
ると、冷たい霜が発生する冬の季節となる。「雷鳴」はラーマナを表している（Mun sel 150.14ff.）。

ba mo ’di dag ’khyud snyam「この霜に抱かれてしまうのかしら」　「霜」はラグマナのことを表
す。シーターはラグマナの言葉の意味を理解しないばかりか、ラグマナが一向にラーマナを探し
に行こうとせずにとどまっている様子を見て勘違いを起こし、もしかしたらこの人は兄のラーマ
ナがいない間に、自分を誘惑するつもりなのではないかという疑いを抱いた（’Bab stegs 83.16f.）。

$coLdT`oA`oMo7qLo!̂Vo>`=on n
U`HoH<T`oTHLoMoSbMoJoIn n
9C<Zo;= `o<^Hdo9MIo?bo<\@cZo;= `n n
<kH=o)ToTGb=oLVoTHdHo<FMoHcZn n
HcoGdZo!=dZoJdoVLoL%IoU=on n
Zo<UdZoX`=oLR`IoT<(<ZoFcoTHVn n

75e: ! =dZoJdo ] Σ; ;= dZoJdo Gser.
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主人（ラーマナ）という太陽が沈み
心の喜びの花びらが閉ざされたというのに
蜜蜂（鉄の羽毛を持つ者）が蓮華の
蜜を吸いたがるものか。そう思いつつ彼は
それを聞いた。いつもは落ち着いている義父も
地震に揺れる樹のように混乱して震えた。(75)

yid dga’i ’dab ma zum pa「心の喜びの花びらが閉ざされた」　ラーマナが鹿狩りに出ていなくなっ
た後、ラグマナの心は喜びを失ったということを表している。yid dga’はラグマナの心の喜び（あ
るいは「心を喜ばせるもの」）を意味するが、同時に、これはサンスクリットの sumanaに相当し、
me tog「花」を意味する詩的語彙でもある。シェルシュルワとカンブムの解釈が示すように、日没
と共に花びらを閉じる花といえば蓮華（pad ma）である（’Bab stegs 86.6; Dgongs rgyan 86.5）。

lcags kyi sgro ldan「蜜蜂（鉄の羽毛を持つ者）」　 bung ba「蜜蜂」を意味する詩的語彙である。

chu skyes kyi sbrang rtsi ’thung bar ’dod snyam「蓮華の蜜を吸いたがるものか」　蜜蜂が花びら
を閉じてしまった蓮華から蜜を得ようと願うことはあり得ないように、ラグマナがシーターの身
体を求めることは決してあり得ない（’Bab stegs 86.7ff.）。

gyos po「義父」　シーターにとってラグマナは義父ではなく、義理の弟であるが、おそらく転義
的に「義父」と表現したのであろう（’Bab stegs 86.12ff.; Mun sel 151.20f.）。

’khrugs te ’dar「混乱して震えた」　トンドゥプギャやジャバの解釈によると、ラグマナが混乱し
て震えたのは、根拠のない非難をするシーターに対して怒りを覚えたからである（Track 16, 27:43;
Mun sel 152.21ff.）。

TdHo;=`oHIoLo6qZoMGToU`n n
LZDc<oST`oT;dVoWdVo1>`IoLwVLZoFcn n
O=oS VoH=oI`oHIIoJoH< n
9ZIo>`<o<K dVoLoTOVWo0>`VoZd=on n

76a: HIoLo ] Σ; VoLo Thimphu.

76b: LZDc<oST`o ] Σ; Z Dc<oScVo Thimphu.

76d: <K dVoLo ] Σ; <K dVoLVo Zhal, Gser.

光の網を劫末の火（焚き木を
食べるもの）の輪に変えてから
弟と記憶を共に失った彼（ラーマナ）を
取り戻すために出掛けた。(76)

’od kyi dra ba「光の網」　’od kyi ra baという異読に従うと「光の柵」という意味になる。

bsreg za’i ’khor lor「火（焚き木を食べるもの）の輪」　 bsreg（=bsreg bya）は焼かれるべきもの
で「焚き木」を意味する。bsreg za「焚き木を食べるもの」は me「火」を意味する詩的語彙であ
る（’Bab stegs 86.15）。ラグマナは、ラーマナによって作られた光の網をより強力なものに変えて、
シーターを守ろうとした（Mun sel 153.6ff.）。

tshang zla dang ni「弟と」　 ni助詞は音節数を合わせるために置かれた虚辞である（’Bab stegs
86.17ff.）。tshang zlaは「兄」（ラーマナ）と「弟」（ラグマナ）のいずれの意味にもなり得る。シェ
ルシュルワ、カンブム、ジャバはいずれも「兄」（ラーマナ）の意味で理解するが、「兄と記憶を共
に失った」では意味をなさない。なぜなら、ここで弟ラグマナは何らかの記憶を失っているわけ
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ではないからである。トンドゥプギャが述べるように、tshang zlaは「弟」（ラグマナ）の意味であ
ろう（’Bab stegs 86.16; Dgongs rgyan 87.1; Mun sel 152.14; Track 17, 1:15）。

dran pa「記憶」　トンドゥプギャの解釈によると、dran paはラーマナの記憶対象であるシーター
のことを指している。記憶（＝記憶対象）を失ったのはラーマナである（Track 17, 1:15）。シェル
シュルワは dran pa stor ba「記憶の喪失」とは「ラーマナが遠く離れた所で疲労困憊したために長
い間眠りに落ちていたこと」（dga’ byed byes su ngal zhing dub pa’i dbang gis yun ring gnyid log pa）
を意味すると説明するが、その意図は不明である（’Bab stegs 86.20f.）。

M`<oT0(Wo$cZoZd=o6qLoJoHcn n
<8qoM?d<o=Wo<ZdT`o<IZoZbo!̂Vn n
<IMoVbT`oM<doWoW<oJo<A`Zn n
L<NdWoFcoVcoR`<o<A`Ho;=`ZoWd< n

77a: Hco ] Σ; HcZo Thimphu.

目眩しの後を追ったあげく疲れ果てた彼（ラーマナ）は
最高の弓を休息の場とした。
弓の頭の部分に両手を重ね合わせて
束の間の眠りに落ちるのであった。(77)

mig ’phrul「目眩し」　ラーマナが追いかけていた鹿のことである（’Bab stegs 87.11）。ここで場
面は一転し、旅先のラーマナの様子が描写される。

gzhu mchog ngal gso’i gnas su gyur「最高の弓を休息の場とした」　ラーマナは旅先で寝台（mal
stan）などを使って休むことができないため、自身が手にしている弓を休息の場とするしかなかっ
た（’Bab stegs 87.12ff.）。

gnam ru’i mgo la lag pa gnyis...「弓の頭の部分に両手を重ね合わせて…」　 gnam ruは gzhuと同
義で「弓」を意味する。ラーマナは弓の一方の先端を地面に刺して、もう一方の先端部分に手をか
け、さらにその上に頭を置いて、ほとんど立位に近い姿勢で仮眠を取った（’Bab stegs 87.14ff.）。

MoL2F dZoIoU=o\b+OWo'MZn n
HcoU`o'oWd=oM?dHoTdZoRcZn n
LZMZoFco<8qo, !HoWoT;D`WoLZn n

FoWT`oZD`Ho6qoM=dIoJVoTK<Zn n

78b: 'oWd=o ] Σ; <NoWb=o Thimphu.

78c: LZMZoFco ] Σ; LZMo<K co Thimphu. T;D`WoLZo ] Σ; T;D`WoIZo Thimphu.

相談して決めた訳ではないがウトパラ蓮華達は
「彼のために耳飾りを捧げるべきです」と
考えて弓の弦に巻き付いたので
ターラ樹の高さまで大きくなった。(78)

ma bgros na yang「相談して決めた訳ではないが」　一般的に認められている原因（相談による決
定）を否定して、結果の状態（ウトパラ蓮華達が弓の弦に巻き付くという行動）のみを描写する
「顕在化」（srid pa can, *vibhāvanā; KĀ II 199）という技法が用いられている。さらに、ここにはウ
トパラ蓮華を擬人化する「転移」（ting nge ’dzin, *samādhi; KĀ I 93）という技法も用いられている
（’Bab stegs 88.2ff.; Dgongs rgyan 88.11ff.）。
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Wo!ZYoMoIoM?o=Io! =`n n

G=oWo6qLoJZo<dMoT2F dZoT;?dVn n
L)VIoJT`o9C<o<`ZoL8qZoJoHcZn n
%o<Hd=oMco9CcoLR`Io6qoTdn n

79a: Wo!Z Yo ] Σ; Wo!r #YoMkha’, Bkra.

79c: L)VIo ] Σ; LNVZo Thimphu. 9C<o<`Zo ] Σ; 9C<Zo;= `Zo Thimphu.

79d: 6qoTdo ] Σ; HcoHdVo Thimphu.

ラグマナは砂漠の中
疲れ果て足取りも覚束なかった。
奮迅という鞭で叩かれたので
ヴァーダカ・アグニの炎に触れたかのようだった。(79)

mya ngan gyi thang「砂漠」　mya nganは「苦しみ」の意味であるが、ここでは果実のなる樹木
や渇きを癒す水がない場所、すなわち砂漠を意味する（Mun sel 156.16; Track 17, 8:20）。いずれの
刊本にもmya ngan gyi thangとあるが、「砂漠」の意味で通常用いられるチベット語mya ngam gyi
thangに訂正するべきかもしれない。

brtson pa’i lcag gis bzhus pa「奮迅という鞭で叩かれた」　「鞭」はラグマナの「奮迅」を表す隠
喩である。ラグマナは疲労困憊していたにもかかわらず、兄ラーマナを捜索するために、自分の身
体に鞭を打つようにして前に進んで行った。btsos pa’i lcags kyis bzhus paという異読に従えば「煮
立てられた鉄で溶かされた」という解釈も成立する。

rta gdong me lce bzhin du ’o「ヴァーダカ・アグニの炎に触れたかのようだった」　諸註釈に従っ
て reg pa「触れた」という語を補って解釈する。シェルシュルワとカンブムによれば、ヴァーダ
カ・アグニの炎に触れた（reg pa）時のように、激しい苦痛を受けたという意味である（’Bab stegs
89.6; Dgongs rgyan 89.15f.）。あるいは、ジャバによれば、まるでヴァーダカ・アグニの炎に触れ
たかのように顔（ngo gdong）を真っ赤にした（dmar lam lam byed）という意味である（Mun sel
157.1f.）。

HL=oJdT`o<8qoU`ZoL1FoLoU`n n
\b+OWoNdIoJdT`oV`oLdoI`n n
\`IoH Io7#`oWT`oGdVo>d<o>In n
MGd=oTH`o9ZZIoJdoU`Io<FMo1>cHn n

TH`oWZoKboLdoMOVIoJVo1>Zn n
LZMZoFcoHcoU`o6,=o6qoZd=on n

80a: U`o Σ; I`o Zhal.

80e: 1 >Zo Σ; 1 >o Thimphu.

80f: LZMZo Σ; LZMo Thimphu.

虹（自在者の弓）に彩られた
青色のウトパラ蓮華の山がまるで
サファイアの髻を付けているように
見えたので「これはスメール山か」と思ったが
これは兄の特徴を示しているということに
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気づくと彼の前に向かって行った。(80)

dbang po’i gzhu「虹（自在者の弓）」　「自在者」を意味する dbang poという語は、「インドラ」
（全ての神々を支配する自在者）と「ラーマナ」（全ての人々を支配する自在者）の両方を意味し
得る。前者の意味で理解するならば、dbang po’i gzhuは「インドラの弓」すなわち「虹」を意味
するので、詩人の空想（あるいはラグマナが見た幻想）の中で、虹に彩られた蓮華の山が立ち現
れる様子を描いていることになる。一方、後者の意味で理解するならば、自在者ラーマナの弓に
よって彩られた蓮華の山（ここまでは事実に即した描写である）がサファイアの髻を付け、まる
でスメール山のようにそびえているかのようであったという詩人の空想（あるいはラグマナが見
た幻想）を描いていることになる。あるいは、ここでは「掛詞の隠喩」（sbyar ba’i gzugs can）と
いう修辞法が用いられているとも考えられる。すなわち、dbang poは「インドラ」と「ラーマナ」
の二重の意味を持ち、ラーマナの弓がまるで神々の王者インドラの武器のように力強く立ち現れ
る様子を描写していると解釈可能である。

utpal sngon po’i ri bo「青色のウトパラ蓮華の山」　ラーマナの弓の弦に巻き付いて伸びたウトパ
ラ蓮華が大きく生長したので、遠くから眺めるラグマナの眼には、それがまるで山のように見えた。

’di lhun po yin snyam byed「これはスメール山かと思った」　ラグマナは心の中で「これはスメー
ル山であろうか、それとも兄ラーマナであろうか」という疑問を抱くが、次の箇所でラーマナの
特徴を多く発見することにより、これは間違いなくラーマナであると確信を得るようになる。「疑
惑の否定」（the tshom gyi ’gog pa, *saṁśayāks.epa; cf. KĀ II 163–164）と呼ばれる修辞法である。
（Dgongs rgyan 90.1f.; Mun sel 157.5; Track 17, 12:00）。

’di las phu bo mtshon par byas「これは兄の特徴を示している」　虹のように美しい身体と、サファ
イアのように青黒くて艶のある髪が、ラーマナの特徴を示している（’Bab stegs 89.10ff.; Dgongs
rgyan 90.3f.）。

\b+OWo?bIoJdZo'oWb=oH=on n
<NoLb<oIdVoFcoT<<ZoJoGdLn n
V"oMoEoU`o<A`HoH=oI`n n
Kbo7qT`oM?o=IoMAMo6qoZ=Zn n

81a: ?bIoJdZo Σ; ?bIoJdo Thimphu.

81b: Fco Σ; Hco Zhal, Gser.

ウトパラ蓮華の束が耳輪と
勘違いして鼻孔は塞がれた。
ラーマナの眠りと
兄弟の苦悶は共に消え失せた。(81)

sna bug nor te ’gags pa thob「勘違いして鼻孔は塞がれた」　ラーマナの耳を飾ろうとして大きく
伸びたウトパラ蓮華が、ラーマナの鼻を耳と勘違いして鼻の所に達し、鼻孔を塞いでしまったの
で、ラーマナは眠りから覚めた（’Bab stegs 89.13ff.）。

phu nu’i mya ngan「兄弟の苦悶」　文字通りには phu nu「兄弟」の苦悶であるが、シェルシュル
ワとカンブムは nu bo「弟」すなわちラグマナの兄との別離による苦しみを意味すると解釈する
（’Bab stegs 89.16f.; Dgongs rgyan 90.8ff.）。ジャバは phu nuを「兄弟」という文字通りの意味で理
解し、「兄弟の苦悶」とは兄と弟の両者のお互いを想うことによる苦しみ（phu nu gnyis ka’i phan
tshun dran pa’i sdug bsngal）であると説明する（Mun sel 158.3ff.）。いずれにせよ、ここで兄弟は再
会を果たし、離散の苦悶は解消される。
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mnyam du sangs「共に消え失せた」　眠りの消失と苦悶の消失という二つの行為が同時的に起こっ
たことを描いている。同時性の描写（lhan cig brjod pa, *sahokti; KĀ II 351）と呼ばれる修辞法で
ある（’Bab stegs 89.17ff.）。

M`<oT0(WoU`IoU=oV`oH |<ZoHcn n
HJb=oJo<5[MoJdoHcZoT@`<ZoFcn n
<Kd=oLT`o==o6qoL DdZoJoI`n n
<KdIo:T`o\H`IoH<oUWoLoLR`In n

82a: H|<Zo Σ; H<Zo Thimphu.

幻影ではあったがその鹿は
かの恐るべき腕力を恐れ
空虚の中へと逃げて行った。
秋の雲が姿を消すようにして。(82)

mig ’phrul yin yang...「幻影ではあったが…」　鹿の正体はラーヴァナが作り出した幻影に過ぎな
いので、本来ならばラーマナを恐れて逃げる必要はないにもかかわらず、空虚の中への逃げて行っ
た。すなわち、逃亡の不必要性に反する逃亡行為がここで描写されている。背反（’gal ba, *virodha;
KĀ II 333）と呼ばれる修辞法である（Dgongs rgyan 92.3ff.）。

TPMo2V`=oTP TIoMT`oG`<oWcVoI`n n
9ZZIoJdoNdIoMcHo<A`Zo1̂=o<Kcn n

TPTIoMT=o;bVoLdoTH`oGc<oJn n
\coMoX`Io5[o<KdLZoH=o9MIn n

83a: TPMo2 V`=o Σ; 2V`=oTH`T`o Thimphu.

83b: ;bVoLdo Σ; ;bVoLbo Thimphu.

世界を覆う大地の中心に
未曾有のメール山が二つも出現した。
大地もこの重荷を載せることができるとは
ああ何と強い力を具えていることか！ (83)

thig ler ni「中心に」　 thig leという語はサンスクリットの binduに相当し、「滴」を意味するが、
ここでは「中心」（dkyil snying）という意味で用いられる（Mun sel 159.13）。

lhun po sngon med gnyis「未曾有のメール山が二つ」　二つのメール山とはラーマとラグマナの
兄弟のことである。二人は武力（stobs）と福徳（bsod nams）の重みを具えていることからメール
山に例えられている（’Bab stegs 90.16f.）。

’dzin ma’ang...「大地も…」　大地は二つのメール山（ラーマナとラグマナ）を支えることができ、
決して海の中に沈むことはない。e ma「ああ」という感嘆詞は喜び（dga’ ba）の感情を表してい
る（Mun sel 159.14）。この詩節後半は大地を称賛しているのではなく、むしろ大地全体の力に匹
敵するラーマナとラグマナの肉体と精神の偉大さを大げさに称賛したものである。誇張表現（phul
byung, *atiśayokti; KĀ II 214）と呼ばれる技法が用いられている。ダンディンの『詩鏡』に示され
る「ああ、三界の内側は何と広大なことか。というのも、大地の守護者よ、あなたの名声の集積
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は測り知れないものであるけれども、この中に収まるのだから」15という例文を連想させる（’Bab
stegs 90.18ff.; Dgongs rgyan 91.12ff.）。

T6qo1>cHo==oObWoV`<oJoU`n n
HJToLdoHco<A`ZoT;dVoWdoLR`In n
ZoTP TIo; ?dIoI`oT@WoLoTHIZn n
H:ToGbLoI<ZoZboM=dIoJVo<Xc<Zn n

84b: <A`Zo Σ; <A`Ho Thimphu.

84c: THIZo Σ; THIo Thimphu.

諸行の本性を知った
その二人の勇者は車の両輪のごとく
まるで大地の広さを測るかのように
苦行の森へと引き返して行った。(84)

’du byed ngang tshul rig pa「諸行の本性を知った」　ここでようやく兄弟二人は鹿の正体を知っ
た。さらにまた、ちょうど幻影の鹿と同じように、およそ自身の原因から発生する事物は全て非
恒常的であり、信頼するに値しないということを二人は見抜いた（’Bab stegs 91.10f.）。

[9]ラーヴァナ、シーターをさらって羅刹の国に行く

TdHo;=`oHIoLT`o9M`=o;=oIn n
HJWoMdo?boU`oMoMo>In n
9Ko1>cHoH;^ZoV`=o\b+OWoSb=on n
S`WoLoT<dHoJZo>`oU=oLDcWn n
光の網という平屋の中、河という
乳母に育てられたラクシュミーは
切れ長の眼という一対のウトパラ蓮華に
水滴を注ぐことばかりに追われていた。(85)

’od kyi dra ba’i lding khang「光の網という平屋」　「平屋」（一階建ての建物）はラグマナによっ
て増強された光の網を表す隠喩であると思われる。あるいは、光の網が文字通り「平屋」となって
シーターの住居となっていると解釈するならば、第一詩脚は属性に関する本質描写（yon tan rang
bzhin brjod pa, *gun. asvabhāvokti; KĀ II 11; Track 17, 23:50）であることになろうが、果たして作者
がこのような幻想的な描写を意図していたかどうかは定かでない（Dgongs rgyan 94.12ff.）。

dpal mo chu yi ma ma can「河という乳母に育てられたラクシュミー」　河に流されて溝の中から
発見されたシーターのことを指す。シーターはヴィシュヌ神の妃ラクシュミーに匹敵する美しさ
を具えている。月は海から出現したという神話に基づいて、海を「月の乳母」（zla ba’i ma ma）と
表現するように、ここで河がシーターの乳母として表現される（’Bab stegs 92.14ff.）。

zil ba ’god pas ci yang brel「水滴を注ぐことばかりに追われていた」　シーターは孤独の苦しみ
のために泣いてばかりいて、他のことは何もする余裕がなかった（’Bab stegs 92.18ff.）。トンドゥ

15KĀ II 219: aho viśālaṁ bhūpāla bhuvanatritayodaram | māti mātum aśakyo ’pi yaśorāśir yad atra te ||; KĀS

25a6: khyod kyi grags pa’i phung po ni || dpag nus min yang ’dir shong ba || sa skyong srid pa gsum gyi ni ||
khongs dag e ma shin tu yangs ||（「あなたの名声の集積は測り知れないものであるのにこの中に収まるとは、
ああ、大地の守護者よ、三界の内側は何と広大なことか。」）
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プギャとカンブムはこの箇所を「対立（する行為）を伴った掛詞」（’gal ba’i las can gyi sbyar ba,
*virodhı̄ śles.ah. ; KĀ II 322）として理解する。今の表現がダンディンや『詩鏡』註釈者達によって
定められる掛詞の定義を充たすかどうかは疑問であるが、おそらく彼らは、シーターがウトパラ
蓮華に水を与えながら、自身の両眼に涙を浮かべていたということをこの詩から読み取ろうとし
ているのであろう（Track 17, 24:22; Dgongs rgyan 94.18ff.）。

7qoMT`oLVoI`oHd<oJVoU=on n
;boObVoULo;=`ZoL<NYIoJoU`n n

TdoMoTPTIoJo<ZbMoJoR`< n
M;D=oR`=o,@ZoJo'MoJVoMPUZn n

86b: ;= `Zo Σ; ;= `o Zhal.

86d: ,@ZoJo Σ; ,@ZoJZo Thimphu; ,@ZoJT`o Bkra.

両方の乳房に挟まれた狭い隙間にも
握り拳という父に叩かれて出来た
第三の乳房（乳を溜めるもの）が
固く大きくなるさまは実に見事だった。(86)

khu tshur yab kyis bsnun pa yi...「握り拳という父に叩かれて出来た…」　自分の胸を叩くシー
ターの握り拳が「父」（yab）という隠喩で表現されている（Dgongs rgyan 95.6f.）。「第三の乳房」
とは胸部の腫れ上がった瘤（skrang ’bur）のことである。第一・第二の乳房は両親から授かったも
のであるが、第三の乳房は自身の握り拳という「父」によって生み出されたものである（Track 17,
25:20）。「父」という隠喩には瘤という結果を生み出すもの（skyed byed = yab）という意味が込め
られているのであろう。

VdoTPTIo<\@cHoOWoAMZoH<ToLVn n
VLoH:VoZdoKDc=o1 qoMbHoOV<Zn n
THLoMoTP T=ZoJZoTHMoLbT`oOWn n
ZDc<oSZoSdZoJT`o<^ HoU=o=don n

87c: TPT=ZoJZo Σ; TPT=ZoJo Thimphu.

87d: ZDc<o Σ; LZDc<o Gser.

舌（味を捉えるもの）という魅力的な庭園では
一列に並んだ真白な歯というクムダ蓮華の
花びらが喧嘩をしたので葦の湿原を
火で食い尽くすような音までした。(87)

rab dkar so phreng...「一列に並んだ真白な歯という…」　上の歯と下の歯が激しくぶつかって音
が鳴ったという意味である。ラーマナとラグマナの帰りが遅いため、苛立ち、激昂するシーターの
様子を描写している（Mun sel 164.4ff.）。直前の詩節でシーターは自らが兄弟に向けて発した言葉
を後悔していたが、ここでは後悔の思いが次第に怒りへと変化していることが読み取れる（Track
17, 27:25）。

V`<oTPTIo'MZoH=oLVoMoU=on n
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V=oHL=oL DWoLZoHMVoLoU`n n
GbIoMOMZoMoTH`T`oMP UZoJoI`n n
?boZD`Io,@WoMOIo>Io! =`oHJb=on n

88b: LDWo Σ; LDWoL DWo Thimphu; LDcWo Bkra. U`o Σ; U`Zo Thimphu.

持明者や尊師達さえも
自制心を失わせて真っ赤にさせる
この薄明の光という女の美貌は
カーマ神（海獣の旗印を持つ者）の軍勢に等しいものであった。(88)

rang dbang bral bas「自制心を失わせて」　ジャバは rang dbang brel basという異読を採用し、brel
baは dal ba「暇」の対義語であるという説明を与えるが、自身の語釈では bral baという読みに基
づく説明を与えている（Mun sel 165.15, 20）。

dmar ba yi「真っ赤にさせる」　シェルシュルワによれば、dmar baは「真っ赤にさせる」（dmar
ba = dmar ba ster bar byed pa）という意味である（’Bab stegs 93.15f.）。シーターの美貌は持明者
に欲情を起こさせ、その顔を真っ赤にさせる。また、薄明の光は空を真っ赤に染める。諸註釈は
この dmar ba「真っ赤にさせる」という表現を掛詞（sbyar ba, *śles.a）とみなしている（’Bab stegs
93.18f.; Dgongs rgyan 96.4ff.; Track 18, 0.30）。

chu srin rgyal mtshan can「カーマ神（海獣の旗印を持つ者）」　サンスクリットのmakaradhvaja
「海獣（マカラ）の旗印を持つ者」に由来する表現。愛欲の神カーマ（’dod lha）のことを指してい
る（Dgongs rgyan 96.2）。

VLo5[o?<ZoJoM`oLSHoJT`n n
?boU`Zo<=oLT`oV`WoLoH=on n
Z DcHoJT`oZDHoLboZcoVWo;Vn n
T0>=o9MIoZ D`IoJdT`oHL=oJdoI`n n
HI=oZ Dd=o<Sb<Zo>IoAcoLVoTd=Zn n

89a: LSHo Σ; SHo Gser. JT`o Σ; Jo Thimphu, Bkra.

89c: ZDcHoJT`o Σ; LZDcTMo Thimphu. ;Vo Σ; ;oMkha’.

恐るべき情欲という
水で一杯になった水瓶と
渇愛という聖紐を肩のベルトに
ぶら下げた羅刹の支配者は
仙人の恰好をして近づいて来た。(89)

rab tu chags pa mi bzad pa’i chu「恐るべき情欲という水」　ここからラーヴァナの描写が始まる。
シーターに対してラーヴァナが抱いた情欲を「水」という隠喩で表している（’Bab stegs 94.11f.）。
mi zad pa’iという異読に従うならば「尽きることのない情欲という水」とも解釈できる（’Bab stegs
94.17ff.）。

ril ba「水瓶」　サンスクリットの kun.d. aに相当する語。シェルシュルワの註釈によれば、spyi blugs
（Skt. kaman. d. alu）すなわち苦行者が持つ水差しのことを指している（’Bab stegs 94.12）。

sred pa’i srad bu「渇愛という聖紐」　妙欲（色・声・香・味・触）に対する渇愛を「聖紐」という
隠喩で表している。sred buはサンスクリットの rajjuに相当し、「紐」を意味する語であるが、シェ
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ルシュルワの註釈によれば tshangs skud（Skt. yajñopavı̄ta）すなわち再生族が身につける聖紐のこ
とを指している（’Bab stegs 94.12f.）。

se ral khar「肩のベルトに」　 se ral khaはサンスクリットの vaikaks.yaに相当する語。『蔵漢大辞
典』によれば「紐で肩と脇の下で左右に交差させて縛るベルト」である。Monier Monier-Williamsの
A Sanskrit English Dictionary（s.v. vaikaks.ya）は “garland suspended over the shoulder”と定義する。

HcoI`oLSToLo<RIoTHdHo;==on n
1 qoLT`oKdVoLbo<Kd=oLoU`Zn n
;oSZoTHdHoJo<doLVo1>Zn n

90b: U`Zo Σ; U`o Thimphu.

彼が求めるご馳走は別のものであったが
空になった瓢箪の鉢を用いて
食べ物を求めているように見せかけた。(90)

bza’ ba「ご馳走」　ラーヴァナが求めていたのは性的快楽（bud med la longs spyod pa’i bde ba）で
あるが、ここではそれを「ご馳走」という隠喩で表現している（Dgongs rgyan 97.10f.）。

M?dHoTdZoTH`oU`ZoSZoSdZoIZn n
LH<oA`HoLH<oJdT`oL1F cZoJoZcWn n
<\@cHoOWo6 qoI`o?bo8 q<ZoJZn n
Lb=oLo=dMZoJVoT!̂VoLoA`Hn n

91a: U`Zo Σ; U`o Thimphu. IZo Σ; Io Thimphu.

91c: 8q<Zo Σ; L8q<Zo Zhal.

（シーターの独白：）

「供養に相応しいこの人が食べ物を口にすれば
私は夫の飢えを除くこともできるはず。
庭園に水を引き入れれば
蜜蜂は必ず満足するだろう。」(91)

mchod ’os ’di yis zas zos nas...「供養に相応しいこの人が食べ物を口にすれば…」　たとえ自分の
ような無徳の女であっても、有徳の大仙人に食事を受けとってもらえれば、その福徳の力によっ
て、夫ラーマナの苦しみが除去されるという果報が得られるであろう」とシーターは考えた（’Bab
stegs 95.9ff.）。

skyed tshal du ni chu zhugs pas...「庭園に水を引き入れれば…」　庭園に水を引くと、庭園の花が
満開に咲くので、蜜蜂は満足することとなる（’Bab stegs 95.13ff.）。

>cZoLZMZo<k@`IoWo8q<ZoJoHcT`n n
W<oJT`o9CY<oKDIoT; D`WoL<o>In n

ZDc<oST`oUdWoLZoLZ Dc<Zo!̂VoFcn n
VcoLT`oLVdoI`oAMo?b=oA`Hn n

92a: >cZo Σ; RcZo Thimphu. LZMZo Σ; LZMo Zhal, Thimphu.



『ラーマナ王物語』研究：修辞法の分析と後半部の訳註（根本・扎布） 35

92c: ZDc<oST`o Σ; LZDc<oST`o Gser.

92d: A`Ho Σ; R`=o Thimphu.

こう考えて施しを行なおうとした彼女の
手というしなやかな小枝は
火というカーテンによって焼かれて
希望の心は力を失った。(92)

sbyin la zhugs pa「施しを行なおうとした」　施しの行為（sbyin pa）に向かって進んだ（zhugs pa）
ということ、より具体的に言えば、恭しい態度で飲食物を手にして仙人の方に向かって行ったと
いうことを意味する（’Bab stegs 95.15f.）。

sreg za’i yol bas bsregs gyur te「火というカーテンによって焼かれて」　シーターの手がラーマナ
によって作られた光の壁に触れ、負傷したという意味である。シェルシュルワは yol baを「カー
テン」ではなく「円形の器」（yol go zlum po）の意味で理解するが、カンブムはこの理解に疑義を
呈している（’Bab stegs 95.18; Dgongs rgyan 99.1ff.）。

re ba’i blo ni nyam chung nyid「希望の心は力を失った」　仙人に対する施しの果報によってラー
マナの飢えの苦しみを取り除いてもらいたいというシーターの希望は失われ（nyam chung nyid =
nyam chung ba nyid du gyur）、願いは成就しなかった（’Bab stegs 95.18f.）。

2 V=o?cIo<l @dIoJT`oVWo2F `oU`n n
T<(WoT;dVoV=o0>d<ZoAMZo1>cHoHcn n

93a: <l @dIoJT`o Σ; <l @dIoLdT`o Thimphu.

正気を失った象につけた剣の
器具は味方軍を滅ぼすもとである。(93)

rang phyogs nyams byed de「味方軍を滅ぼすもとである」　正気を失った象の鼻に剣の器具（ral
gri’i ’khrul ’khor）を取り付けると、その象はうまくいけば敵軍を征服するかもしれないが、場合に
よっては敵軍の方向に向かわずに、味方軍を攻撃してしまうかもしれない。ラーヴァナの強奪行
為もまた、一時的には利益になると思われるかもしれないが、かえってそのことが仇となり、ラー
ヴァナ自身の身を滅ぼす結果を招きかねない（’Bab stegs 96.11ff.; Dgongs rgyan 99.15ff.）。

%oM<dT`o>dHoJIoTPTIoJoHcZn n
QWoT0(Wo!=`ZoI`oMP UZoMoHcn n
!=oMG`WoV`oMdoH=oL>ZoJn n
W=o:T`oUbWo6qo; ?cVoFcoZd=on n

94a: >dHoJIo Σ; >dHoJEo Zhal.

94d: W=o:T`o Σ; W=o<T`oMkha’, Bkra.

馬の頭の宝冠を戴く彼は
魔法の力で美しい彼女を
足下と描かれた絵を諸共に
ランカーの国へ運んで行った。(94)
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rkang mthil ri mo dang bcas pa「足下と描かれた絵を諸共に」　「足下」とはシーターが立って
いる地面のことであり、「描かれた絵」とはその周囲に張られた光の壁のことである（’Bab stegs
96.17）。

M`oMGbIo%oHMVo>IoT2F d<ZoJT`n n
2 )oI=o<IZoJT`oOV=oLoLR`In n
?b=oMT`oZVHo6qoM;To9M`=o<`Zn n
==oLT`oLboMdoLSb=oLoLR`In n

95a: T2F d<Zo Σ; T2F d<o Zhal.

95b: OV=oLo Σ; OV=oHJdIo Gser.

向かい風（赤い馬に乗るもの）と共に進む
船の中にいる商人のように。
自分の妻にするためにガルダ鳥が
ハンサ鳥の娘を捕えるように。(95)

mi mthun rta dmar can ’grogs pa’i...「向かい風（赤い馬に乗るもの）と共に進む…」　無力なシー
ターはラーヴァナによって危険な方向へと連れて行かれる様子は、あたかも向かい風のせいで危
険な方向に流されていく船の中の商人のようであった（’Bab stegs 97.1f.）。

chung ma’i slad du mkha’ lding gis...「自分の妻にするためにガルダ鳥が…」　ラーヴァナがシー
ターを自分の妻にしようとして強奪する様子は、あたかも力の強いガルダ鳥が自分の妻にしよう
として力の弱いハンサ鳥の娘を捕まえるかのようであった（’Bab stegs 97.2ff.）。また、この比喩は
ラーヴァナによるシーター強奪が、ちょうどガルダ鳥によるハンサ鳥の捕獲が容易であるのと同
じように、非常に容易であったことを表している（Track 18, 14:30）。

[10]シーター、羅刹の国で嘆き悲しむ

#oULo2 V`=o<`oZo<\ @d=o<` n
<\@cHoOWoHcoI`oZ"`o5 %oWn n
UoMboIoU`oRYIoSVoU`n n

LNVIoVoL,@oWZo=cZoJVoT@`<Zn n

96a: 2V`=o<`o Σ; 2V`=oJT`o Thimphu.

チャーマラ島の統治者（ラーヴァナ）の
その庭園はシーターにとっては
死神ヤマ（ヤムナー川の兄弟）の
牢獄を百個集めた所よりも遥かに恐ろしかった。(96)

skyed tshal de ni「その庭園」　ランカー国に連れて来られたシーターは、国王ラーヴァナに対す
る不敬を理由に、ひとまず果樹園の中に幽閉されることになった（’Bab stegs 97.18ff.）。

sı̄ tā la「シーターにとっては」　庭園そのものは快適な場所であったが、自らの行く末を案じる
シーターにはそこがとても恐ろしい場所に見えた（Track 18, 17:10; Mun sel 177.1ff.）。
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ya mu na「死神ヤマ（ヤムナー川の兄弟）」　南方にある死神ヤマ（gshin rje; Skt. yama）の国とヤ
ムナー川（ya mu na; Skt. yamunā）の二者は兄弟であると言われる。「ヤムナー川の兄弟」（ya mu
na yi spun; Skt. yamunābhrātr

˚
）とはヤマの別名である（’Bab stegs 97.20f.）。

=<o<`oAcZoJo>IoMoHcT`n n
U`HoI`oAcZoJZoMo<dZoFcn n
V=oA`Ho6q<o<`o9E dIoX`=o6 qn n
MGd=oLoHcoU`ZoTH`o9KVoLZMZn n

97d: LZMZo Σ; LZio Thimphu.

言葉の過ちを持つ彼女の
意識に過ちはかぶさっていなかった。
自らを毒の樹木であると認めた
彼女は次のように心に思った。(97)

dug gi ljon shing「毒の樹木」　ジャバによれば、生き物の生命を脅かす有毒の棘（sems can gyi
srog la rgol ba’i dug gi tsher ma）を意味する（Mun sel 176.10f.）。「毒」とはラーマナとラグマナを
困難に陥れる言葉のことである。そのような言葉の過ちがあったことをシーターは自ら認めてい
る（Track 18, 20:00）。

de yis ’di ltar bsams「彼女は次のように心に思った」　シーターは自らの過失を認めて反省した。
チベットの諺に「恐怖を見なければ、人はターラー菩薩を思い起こさない」（’jigs pa ma mthong na
sgrol ma mi dran）とある（Dgongs rgyan 102.7ff.）。

Z D`IoJdZo=cZoJVoLSb=oLoTH`n n
Xo;D<o<ZVoLT`oZ VHo6qo<Kcn n
WZoTH`T`oZoLdIo2 )=oJdoI`n n
NdIoO UoR`=oLS=oHcoWoLFLn n
L)Uo9MIoZoWo\@dHoJT`oHL=on n
T2F doWo<M=oM`<oTObLoMoNMn n
TGdVoLT=oR=ZoHcoXoH<oWn n
Z DcHoJZoV`oH|<Zo<Sb=o0 >`VoL<?YWn n

98g: R=ZoHcoXo Σ; R=ZoXo Bkra.

98h: <Sb=o Gser, Thimphu; LSb=o Zhal, Mkha’, Bkra.

（シーターの独白：）

「羅刹が私を誘拐したのは
みずみずしい肉と血のため。
私の業がもたらした優れた種子は
かつて良質の畑に撒かれたのに
愛情深く大地を統べる主人を
人々への怒りの眼差しという小さな嵐すらも
巻き起こすのを避けた彼を、肉に対する
渇望のために鹿を掴まえに行かせてしまったなんて！」(98)
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las ’di’i sa bon grung po ni...「私の業がもたらした優れた種子は…」　シーターが前世（tshe sngon）
で積んだ善業は「優れた種子」（sa bon grung po = sa bon bzang po）を生み、それが今生で「良質の
畑」に撒かれた。「良質の畑」という隠喩は、シーターが今生で得た偉大な王の妃（mi dbang chen
po’i btsun mo）としての地位を表すと考えられるが、ここでの比喩基準と比喩対象の対応関係は明
確でない（’Bab stegs 99.1; Dgongs rgyan 103.12ff.）。トンドゥプギャはここに隠喩ではなく、縮約
表現（bsdus brjod, *samāsokti）の存在を認めているが検討を要する（Track 18, 24:45）。

...’thor ba’ang spangs de「…巻き起こすのを避けた彼を」　ここで作者はラーマナ王のある一つの
優れた性質を描写することにより、他の優れた性質も王に具わっていることを読者に理解させて
いる。インド東部ガウダ地方で愛好される崇高さ（rgya che ba, *udāratva; KĀ I 76）という美質を
ここに認めることができる（Dgongs rgyan 103.17ff.）。シェルシュルワが参照したタシルンポ版に
は spangs teという異読があるという。しかし、ここで接続助詞 teは意味をなさないので、spangs
deと読むべきである（’Bab stegs 99.6f.）。

\coMoTH`oI`o=cZoJo<Kcn n
WbZoWoV=o<`Zo[o1̂=oIn n
Sb<o<ScVoLH<o<`ZoM?d=oLoWZn n
V`o<SVoTLLo?boZboU`ZoLSVd< n

99b: 1 ^=o Σ; 0 ^=o Thimphu.

99c: <ScVo Σ; ScVo Thimphu. WZo Σ; U`o Thimphu.

（シーターの独白：）

「ああ、これが運命なのね。
自分で身体を傷つければ
私自身が痛みを受けるしかないもの。
滝から流れ落ちる水を誰が止められると言うの？」(99)

e ma ’di ni nges pa ste「ああ、これが運命なのね」　トンドゥプギャとカンブムはこの第一詩脚で
悪い結果（mchog min, *asat）の例示（nges bstan, *nidarśana; KĀ II 348）がなされていると説明す
るが、ダンディンの『詩鏡』における「例示」の定義や例文との合致を見出し難く、さらなる検討
を要する（Track 18, 27:07; Dgongs rgyan 104.14f.）。

zug gzer bdag gis myong ba las「私自身が痛みを受けるしかないもの」　格助詞 lasで終わる不完
全文である。註釈に従って zug gzer bdag gis myong ba las ’os ci yod「私自身が痛みを受けるしかな
い」と理解する（’Bab stegs 100.1f.）。シェルシュルワによると、ツァン木版本（gtsang dpar）には
myong ba yisという異読があるが、これでは意味をなさない。また、シェルシュルワはmyong ba
yiという読みも許容している。おそらくその場合の助詞 yiは属格助詞「～の」ではなく、対比を
表す接続助詞「～であって」「～であるが」なのであろう（’Bab stegs 100.15ff.）。

LH<o><o<\HoU`o; D`oX`=o<` n
Hd<oJdT`oM?bo<^HdZoTHLoMoT<Ĥn n
$coLdo!=oLo6,<oJoHcT`n n
<kH=o)TT`oL<do<?WoLH<o<`Zo\@Hn n

100b: Hd<oJdT`o Gser; Hd<ZoJT`o Zhal; Hd<oJT`oMkha’; Hd<oJdZo Thimphu, Hd<oJVo Bkra.

100d: \@Ho Σ; L>Ho Thimphu.
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（シーターの独白：）

「私達の髪という葛の樹の間の
狭い隙間にある唇という花びらを重ね合わせた
ご主人様、かの蜜蜂（六本足）の
蜜の分け前を私は味わったのだった。」(100)

skra yi khri shing gi dogs pa’i...「髪という葛の樹の間の狭い隙間にある…」　五つの版は全て異な
る読みを与える。難読箇所である。dog pa（もしくは dog po）を「狭い隙間」の意味で理解した。
ジャバは dog paを「塊」（phon po, chun po）の意味で理解し、「髪という葛の樹の塊のかげに隠れ
て（dog pa ste phon po’i phag la yibs te）」という解釈を与える（Mun sel 179.3, 14f.）。シェルシュル
ワとトンドゥプギャは再後置字-sを伴う dogs pa’iという読みを採用している。この読みに従って
直訳すれば「髪という葛の樹に関する懸念と関係した（dogs pa’i）唇という花びらを」となるであ
ろう。しかし、シェルシュルワは自身の註釈において dogs pa’iを dogs pasと読み替え、「髪という
葛の樹がお互いの顔にかぶさるのを気にしながら（phan tshun gyi gdongs ba sgrib tu dogs pas）それ
をよけて（de bsal te）唇という花びらを重ね合わせた」という註釈を与える（’Bab stegs 100.5ff.）。
トンドゥプギャの解釈によれば、二人は手の代わりに唇を使って髪をよけて口づけを交わしたの
だという（Track 18, 28:00）。

sbrang rtsi’i bgo skal「蜜の分け前」　シーターが味わった快楽（dga’ bde）を表す隠喩である。既
に見たように、比喩基準のみが示され、比喩対象が明示されないこのような隠喩をトンドゥプギャ
は非明示的隠喩（sbas pa’i gzugs can）と命名する（Track 19, 0:30）。

ULo;=`oZcIo$cZoS VoOUZoH=on n
L DWoLT`oTdoMoTPTIoJoTH`n n
6q<o<k+Wo!=`ZoLSb=oUIoW<o<Kcn n

ZcIoMdT`o<IMo9C<ZoHLLoJVo1>n n

101a: H=o Σ; <=o Bkra.

101c: ! =`ZoLSb=o Σ; ! =`oI`o Thimphu.

（シーターの独白：）

「夫の爪跡という三日月を
失ったこの乳房（乳を溜めるもの）は
もはや毒蛇に捕えられた木の枝も同然。
爪という稲妻が落ちる場所でしかないわ。」(101)

yab「夫」　 yabの原意は「父」であるが、ここでは「夫」「主人」（bdag po, rje bo）を意味する
（Track 19, 1:20）。

dug sbrul gyis bzung yan lag ste「もはや毒蛇に捕えられた木の枝も同然」　 bzhin「～のように」
や’dra「～のようだ」などの対応関係を明示する語（mthungs pa gsal byed）はないが、直喩（dpe）
として解釈可能である（Track 19, 2:55; Dgongs rgyan 106.16f.）。

sen mo’i gnam lcags「爪という稲妻」　羅刹達の鋭くて長い爪（srin mo rnams kyi sen mo rab tu rno
zhing ring ba）を「稲妻」という隠喩で表している（’Bab stegs 100.14）。

Z D`IoJdT`oLoMdZoMoVc<oJT`n n
NdIo6qoLH<oZDd<oJHoMT`oOWn n
UbHo;=`ZoAMZo1>cHoMOVIoH=oI`n n



40 『比較論理学研究』（比較論理学プロジェクト研究センター報告）第 19号

<U=oZoIMoR`<o8FcHoJVoT!̂Vn n

102d: T! ^Vo Σ; ! ^Vo Thimphu.

（シーターの独白：）

「羅刹という霜に触れない内に
自分の命という蓮華の庭園を
瞬時にして破壊する凶器あるいは
断崖をいつ手に入れられるかしら？」(102)

srin po’i ba mos ma reg pa’i sngon du「羅刹という霜に触れない内に」　秋の終わりに霜が降る
と、庭園の蓮華は枯れてしまう。羅刹達がシーターの身に襲いかかることを暗示している（Track
19, 4:20）。シーターは羅刹達に襲われる前に自害しようと考えている。

HcoU`o<F`=o<`oMco6q<Zo;=`Zn n
<\@cHoMdZoOWoHcoL>dMo1>ZoFcn n
\oH`T`oLboU=oOoLoHcn n
MoLSdHo,@oMOVoTGb=o0>`Vo,!<Zn n

103a: HcoU`o Σ; HcoI`o Bkra.

103b: L>dMo Σ; L>dMZoMkha’. 103b om. Bkra.

103c: \oH`T`o Σ; \"oH`T`o Gser; \oF`T`o Thimphu.

103b: , !<Zo Σ; L, !<Zo Gser; , !<o Thimphu.

彼女の心という火の熱で
その庭園は焼き打ちにされた。
太陽（アディティの若人）もその熱には
耐えられず海を飲みに駆けて行った。(103)

me dugs「火の熱」　『チベット歴代文学作品選《金塊》』の編者は「火に炙る治療法」であると
いう註記を与える（Gser gyi sbram bu 504.5ff.）。しかし、ジャバの語釈に見られるように、ここで
は「火の熱」（me yi tsha ba）を意味すると思われる（Mun sel 181.15）。この隠喩は怒りと後悔の
念で燃えたぎるシーターの心を表している（Track 19, 5:50）。

a di’i bu yang...「太陽（アディティの若人）も…」　太陽もシーターの怒りと後悔の熱に耐えられ
ず、喉の渇きを癒すために海水を飲もうとして、西の方角に沈んで行った。太陽を擬人化した転
移（ting nge ’dzin, *samādhi; KĀ I 93）という技法が用いられている（Track 19, 6:15）。

MOIoMdo,!oLo'MZo;=`ZoI`n n

V`<Zo;=`o9ZoLR`IoHcoM?dHo;==on n
1>coTbT`oO V<ZoWo; DoH<o<`Zn n
L<FcIoL1 qVo1>ZoJoLR`Io6qoTdn n

104b: ;==o Σ; >`=o Bkra.

104c: 1 >Zo Σ; 1 >cHo Bkra.

羅刹（夜に蠢く者）の者達は
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氏神を奉るように彼女を敬ったが
まるで小鳥の群れに向かって鷹が
恭敬の意を表しているみたいであった。(104)

bye ’u’i tshogs la...「まるで小鳥の群れに向かって…」　羅刹達は食べ物や飲み物を運んで来てシー
ターに恭しく接した。しかし、彼らの行動は自分を殺すために仕掛けられた罠であることを悟っ
たので、シーターはそれを全く受け取ろうとしなかった。シーターの様子は、ちょうど小鳥が鷹
を見るや否や恐怖で震える時のそれと同じであった（’Bab stegs 102.15ff.）。

[11]ラーマナ兄弟、森に帰る

HcT`oO UoZo<\ @d=oV"oMoEn n
<R`<o,!T`o?boU`ZoLZ]ZoJo<Kcn n

TLLo?boHIdIoMdT`o,!IoU=o8FcHn n

105a: V"oMoEo Σ; VoMoEo Thimphu.

105b: <K co Σ; Hco Thimphu.

105c: U=o Σ; H<o Gser, Thimphu. 8F cHo Σ; I`o Thimphu.

その頃、ラーマナ王が
陽炎の水に惑わされながら
見つけたのは生温かい川の流れであった。(105)

de’i tshe「その頃」　ラーマナとラグマナの二人が元の森に戻る途中、砂漠を通過していた時の出
来事である（’Bab stegs 103.17）。

smig rgyu’i chu yis bslus pa ste「陽炎の水に惑わされながら」　陽炎の水に惑わされるようにして
（bslus pa dang ’dra ba ste）彼らは飲み水を得ることができなかったということを意味する（’Bab
stegs 103.19f.; Dgongs rgyan 109.10）。陽炎の水によって惑わされたというのは事実の直接的描写
ではなく、彼らが飲み水を得られなかったこと、あるいは飲み水を探し求めたことを象徴的に描い
たものである。トンドゥプギャによれば、これは縮約表現（bsdus brjod, *samāsokti）である（Track
19, 12:20）。

’bab chu dron mo’i rgyun yang rnyed「見つけたのは生温かい川の流れであった」　兄弟は砂漠の
中にいて飲み水を探し求めたが、ついに見つけたのは飲むのに適さない生温かい水が流れる川で
しかなかった（’Bab stegs 103.19ff.）。

ZdZo:T`o<A`ZoTGb=oHL=oHcoWn n
W<o9MIo0 (<o2 qZoWc<Zo<l HZo;=`n n
M;bVoTPbMoTPbMoH:VoAcoLVoL<KIn n
TH`oI`oLoRYo?boTP TIoMT`n n

K=oLoWZoI`oTd=ZoJo<Kcn n
LoOxT`o?boTH`Zo<?dMoJoWZn n
?cZo?cT`o<MY<oLNWo1>cHoJVo=cZn n

106a: ZdZo Σ; Zdo Thimphu.

106b: 0 (<o2 qZo Zhal, Gser; 0 (o2qZoMkha’, Bkra; 0 (o2 qT`o Thimphu.
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106f: LoO xT`o Σ; LoOT`o Thimphu.

夏の象（二箇所で飲む者）の首領である彼に
象（手を持つ者）の子供が真実の言葉という
白い微笑みを浮かべた笑みの頬を見せながら言った。
「これは動物のうぶ毛という雲（水を保持するもの）の
中から流れて来たものです。
この塩辛い水を飲めば必ずや喉の渇きよりも
ずっと苦しい思いをすることになるでしょう。」(106)

sos ka’i gnyis ’thung dbang「夏の象（二箇所で飲む者）の首領」　夏（sos ka, *grı̄s.ma）の暑さ
に苦しむ象の首領という隠喩は、灼熱の砂漠地帯を進むラーマナのことを表している（’Bab stegs
104.1f.）。比喩対象であるラーマナが明示されず、比喩基準のみが明示される。トンドゥプギャが
非明示的隠喩（sbas pa’i gzugs can）と名づける技法である（Track 19, 15:00）。

’dzum dkar「白い微笑みを浮かべた」　サンスクリットの sitasmita「白い微笑み」に相当する表現。
シェルシュルワによれば、微笑みを浮かべる美しい象の頬の側面に付着した新鮮な樹液の滴（’gram
pa ’dzum zhing mdzes pa’i ngos la chags pa’i thang chu gsar ba’i thig le）を表している（’Bab stegs
104.4）。ジャバによれば、これは単に愛情や喜びの微笑み（brtse ba’am dga’ ba’i ’dzum mdangs）を
意味する（Mun sel 184.19）。

’di ni ba spu chu ’dzin ma’i...「これは動物のうぶ毛という雲（水を保持するもの）の…」　ラーマナ
兄弟が目撃した生温かい川は、実は獰猛な動物達が取っ組み合いながら流した汗水であった（’Bab
stegs 104.5f.）。後述されるスグリーヴァ（Mgrin bzang, *Sugrı̄va）とバーリン（’Ba’ le, *Bālin）と
いう二匹の猿の戦いを暗示している。

,@LoV`=o;o?bT`oR<ZoJoHcn n
!=oJT`o2 )oU`ZoL"WoIZoI`n n
;dVoUb<oV`oLdT`oMOIoMoWZn n
H:ToGbLoI<ZoOWo0>d<ZoHcVoZd=on n

毒蛇（長い背中を持つ者）の唾液というその縄を
足という舟に乗って渡った後
周囲の山々を目印として
かの苦行の森の方角へ向かった。(107)

rgyab ring「毒蛇（長い背中を持つ者）」　サンスクリットの dı̄rghapr
˚

s.t.aに相当する語。sbrul「蛇」
を意味する詩的語彙である。シェルシュルワによると、ここでは毒蛇（dug sbrul）を意味する（’Bab
stegs 104.14）。

kha chu’i zhags pa「唾液という縄」　毒蛇の唾液という縄に等しい長さを持つ、その生温かい水
の流れのことである（’Bab stegs 104.14f.）。

rkang pa’i gru yis brgal nas ni「足という舟に乗って渡った後」　ラーマナとラグマナはその有毒
な水を飲むのを断念し、水流を飛び越えて行った（’Bab stegs 104.14f.）。

,@=oV`=oIZo;==o,@WoJdoM?cHn n
=doXcZo!̂VoJT`oTHLoLS=oO V<Zn n
<McoHJdIoL>ZoJZoM=dIoJVoLZbZn n
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HcoH<o?cMoRcZoT;dHoJoIn n
?do=cT`o<^HoL>ZoTKbVoLoH=on n
L D=oH<oZoWo&cLo>`=oTLLn n

108c: L>ZoJZo Σ; ?cIoJdZo Thimphu.

108d: ?cMo Σ; OUZo Thimphu.

108f: & cLo>`=o Σ; <M cLo>`=o Gser; L& cLZoX`=o Thimphu.

かなり遠い所から王の兄弟二人に
気づいた鳥（美しい翼を持つ者）達と
土地の首領はお出迎えにやって来た。
彼らがずしりと腰を下ろすと
鳥達は嘆きの声と共に飛び廻ったり
胸を地面にぶつけて着地したりした。(108)

’dab bzang「鳥（美しい翼を持つ者）」　サンスクリットの suparn. a「美しい翼を持つ者」に相当す
る語。ガルダの別名でもあるが、ここでは鳥（bya）を意味する（’Bab stegs 105.8）。

sde dpon「土地の首領」　元よりその土地一帯を支配していた首領（gnas gzhi’i bdag po）のこと
である（’Bab stegs 105.8f.; Dgongs rgyan 112.2f.; Track 19, 18:20）。ジャバは「鳥達の首領」（’dab
chags bya’i sde dpon）という意味で理解している（Mun sel 188.20f.）。

H<ToLT`oLR`Io!=`oM?bo<^HdZo;=`Zn n
Kbo7qoWoI`oHdIoTH`oL<FHn n
SZoWoL!MoJT`oVdWo8FcHoMZn n
TH`oH<o<Ado=oSdZoJVo=cZn n
M;ToWo9M`=oLT`o<6q<ZoH:Vo!=`n n
THLoMo<UdoR`=oAcoLVo0>`In n

109a: H<ToLT`o Σ; H<ToLo Gser.

109c: L!Mo Σ; L<?Mo Thimphu.

109e: ! =`o Σ; ! =`Zo Bkra.

喜悦する者（ラーマナ）の顔の唇は
弟に向かって次のことを語った。
「きっとお腹を空かしたシーターが
彼らの卵を食べてしまったんだな。」
空中に浮かんだ白い傘の
房飾りを揺らしながら帰り道を進んだ。(109)

dga’ ba’i bzhin「喜悦する者（ラーマナ）の顔」　 dga’ ba’iを形容詞（「喜悦する～」）として理解
しても良い。ラーマナが喜悦しているのは、元の居場所であった森に到着し、土地の首領の出迎
えを受け、間もなく愛妻に会えると思ったからである（Track 19, 20:10）。この描写から、ラーマ
ナはシーターから罵詈雑言を浴びせられ、無益な旅に行かせられたにも関わらず、彼女を責めて
おらず、寛大な心を持っていることが分かる（Mun sel 191.11ff.）。

zas la brkam pa’i rol rnyed mas...「きっとお腹を空かしたシーターが…」　ラーマナは鳥達が騒
ぎ立てている様子を見てそのように考えた（’Bab stegs 106.4f.）。
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’dab ma g-yo zhing「房飾りを揺らしながら」　接続助詞 zhingは付帯状況「～しながら」を表す
（g-yo zhing = g-yo bzhin par, ’Bab stegs 106.7f.）。ラーマナはこの時狩人の恰好をして旅に出てい
たのであるから、王族が行幸する際に用いる白い傘を持っていたはずがない。それゆえ、詩節後
半は事実の描写ではなく、何らかの隠された事柄を暗示する隠喩、すなわち非明示的隠喩であろ
う（Track 19, 22:35）。しかし、その場合「白い傘」や「房飾り」という隠喩が何を暗示している
のかは明らかでない。いずれにせよ、この描写はラーマナが帰り道を急いで歩いていたことを表
し、彼のシーターに対する愛情の深さを暗に示しているであろう（Mun sel 191.14ff.）。

HcVoI`o,@oMO Vo?cIoJdoU`n n
WbZo;=`ZoLdVoTH IT`o<Xd=o?cIoMGd=on n
I<ZoOWoZ"`o5%oH=oL>ZoJn n
U`Ho;=`oUbWo6qoMo!̂VoFdn n

110b: <Xd=o Σ; <Xd=Zo Thimphu.

110c: Z"`o5 %o Zhal, Gser; Z`o5 %oMkha’, Bkra; Z"`oFo Thimphu.

110d: 6 qo Σ; 6 qT=o Thimphu.

そこに彼らが見たのは大海原の
体の抜け殻のような巨大な空洞であった。
森の樹々もシーターも
心に浮かぶことはなかった。(110)

yid kyi yul du ma gyur to「心に浮かぶことはなかった」　ラーマナは元の住居とシーターが跡形
もなくなくなっているのを見て錯乱状態に陥り、以前の状態を正確に思い出すことすらも困難に
なった（’Bab stegs 107.1ff.）。

,@WoJdoH<ToLT`o)oLoI`n n
?HoJZo!=oTGb=oZoWoT!=cWn n
O=Zo\@dHoHJWo9MIoU`HoL<MYZo;=`n n

HI`oLS=oLZ`WoLZo<ZdZoJoGdLn n

111a: Jdo Σ; JdZoMkha’.

111b: TGb=o Σ; TGb=Zo Thimphu.

111c: HJWo9MIo Σ; H=o9MIo Thimphu.

111d: LZ`WoLZo Σ; H<ToMZo Thimphu.

王（ラーマナ）の喜びという根が切られたので
樹（足で飲む者）は地面に倒れた。
梵行という美質を具備するラグマナの
ひんやりとする芳しい水のおかげで正気に返った。(111)

rgyal po dga’ ba’i rtsa ba ni...「王（ラーマナ）の喜びという根が…」　ラーマナの喜び（＝喜悦
対象）を「根」という隠喩によって表現している。この隠喩によって暗示されるのはシーターで
ある。「樹」はラーマナの身体（lus）のことを表している。ちょうど樹がその根を切られると倒壊
するように、ラーマナはシーターが姿を消すとその精神的衝撃のために意識を失い、地面に倒れ
てしまった（’Bab stegs 107.3ff.; Dgongs rgyan 114.13ff.; Track 19, 26:25）。比喩対象（「シーター」
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と「身体」）が明示されず、比喩基準（「根」と「樹」）のみが示されるので、トンドゥプギャによ
ればこの表現は非明示的隠喩である（Track 19, 26:40）。

dri bzang bsil bas gsos pa thob「ひんやりとする芳しい水のおかげで正気に返った」　ラグマナが
鎮静効果のある芳香水をラーマナの身体に振りかけたことにより、ラーマナは意識を取り戻した
（’Bab stegs 107.6ff.）。

[12]ラーマナ、猿王スグリーヴァに出会う

TLLo?boIVoLdT`o,!IoWb<ZoHcn n

<=oWZoLLZoJT`o0>d<ZoHcVoZd=on n
HcVoI`oT@`<ZoVb=oHMVoZcVo>In n
M`o"dHoTH IoR`<oMGd=oLVo!̂Vn n

112b: LLZo Σ; TLLo Thimphu.

その河の長く伸びた流れの
湧き出る水源の方向に向かって行くと
そこで彼が見たのは恐ろしい姿をした
雪男のような猿（橙色をした者）であった。(112)

’bab chu「河」　ラーマナ兄弟が沙漠で目にした、生温かい水が流れる河のことである（’Bab stegs
109.11f.）。

mi rgod ’dra「雪男のような」　後に明らかにされるように、ここに描かれている怪物は猿の王者
スグリーヴァ（Mgrin bzang, *Sugrı̄va）である（’Bab stegs 112.6）。

M`<o9O<Zo?boTP TIoLVoWZoI`n n
TdHoScVoHMVoJdoT<(<Zo9MIoJZn n
A`oMT`o<S`o1>`IoKMo1>cHoHcn n
L<KIoJZoMbIoJoTKDd<oJoLR`In n

113b: T< (<Zo Σ; T< (<o Zhal, Thimphu.

113d: L<KIoJZo Σ; L%IoJT`o Thimphu. TKDd<o Σ; K Dd<Zo Zhal.

まぶたという雲（水を保持する者）の隙間から
赤い戦闘的な光線を使って〔その眼は〕
太陽の威光を打ち負かすのを見せつけたので
まるで辺りの暗闇を撃退するかのようであった。(113)

’od zer dmar po ’khrugs ldan pas「赤い戦闘的な光線を使って」　スグリーヴァは敵に向かって睨
み付けるような鋭い目つき（sdang mig）をしていた。彼の恐ろしい眼の特徴を描写した表現であ
る（’Bab stegs 109.14ff.; Dgongs rgyan 116.10f.）。

VWoLT`o& do$coMco?Vo<Udn n
WbZo<\@cZoOWWo?bZoWIoLbVoL>`=Zn n
6qZoMGT`ow]=oHLb<Zo=Vo<^Ho>In n
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M@b<oMo9MIoJT`oZ D`IoJdoLR`In n

114a: VWoLT`o Σ; VWoJo Thimphu. & do$co Σ; &do$cT`o Thimphu.

114b: ?bZo Σ; ?bT`o Thimphu.

114c: 6 qZoMGT`o Σ; ZoMGT`o Thimphu.

長い髪という金剛の稲妻（火の雨）をたなびかせ
体毛を汗で編み込むようにしながら
劫末の風のような息で唸り声をあげ
さながら尾のついた羅刹といった有様であった。(114)

ral ba’i rdo rje me char「長い髪という金剛の稲妻（火の雨）」　スグリーヴァの長い髪を「金剛」
に喩え、さらに金剛を「稲妻」に喩えている。二重隠喩（gzugs can gyi gzugs can / gzugs can ’phar
ma）の構造になっている（Track 20, 6:50）。

mjug ma ldan pa’i srin po「尾のついた羅刹」　尾がついているという点を除けば、スグリーヴァ
は本物の羅刹とそっくりであった（’Bab stegs 110.3）。

<dMZoJT`o2F=Zo;=`ZoTP TIoMT`oOHoL>WoU=on n
Zo?cIo<MVoMT`o==oObWo)T<o=dZo;=`Zn n
Z"`o5%T`o!=o$cZoWdoTHLo<ZVoLT`oOVIn n
HJToLdT`o?HoJZoT@`<ZoLR`IoUd=ZoMoLSb=on n

115a: <dMZo Σ; <dMo Gser, Thimphu, Bkra. L>Wo Σ; LNWo Zhal.

115b: ;= `o Σ; read ;= `Zo.
115c: Z"`o5 %T`o Σ; Z`o5 %T`oMkha’, Bkra; Z"`oFT`o Thimphu. OVIo Σ; O V<Zo Thimphu.

彼は歩数で大地の大きさを測ってみたが
臆病者の大地という壁面は
勇者による裁きを恐れたのかシーターの足跡という
瑞々しい葉の彩色を纏うことはなかった。(115)

goms pa’i grangs kyis ’dzin ma’i tshad bcal yang「彼は歩数で大地の大きさを測ってみたが」　
ラーマナがシーター探索のためにあちこちを歩き回った様子を描写している。詩的空想に基づく
表現である（Track 20, 7:45）。

sa chen sdar ma’i ngang tshul rtsig ngos kyis「臆病者の大地という壁面は」　いずれの伝本にも
rtsig ngos kyiとあるが、rtsig ngos kyisと訂正する。シェルシュルワは註釈において rtsig ngos ’di
yis「この壁面は」と表現しているので、属格助詞を能格助詞に置き換えて理解していると思われ
る（’Bab stegs 110.12）。「壁面」は「大地」を表す隠喩である。トンドゥプギャは「大地」が「臆
病者」という隠喩によって表現され、さらにそれが「壁面」という別の隠喩によって表現されて
いると考え、ここに二重隠喩の構造を読み取っている（Track 20, 9:30）。

dpa’ bo’i chad pas ’jigs bzhin...「勇者による裁きを恐れたのか…」　勇者による裁きを恐れた臆
病者の大地＝壁面は、まるで勇者が到着する前にシーターの足跡という葉＝彩色を隠してしまっ
たかのようだ、という詩的空想に基づく描写である。「勇者」がラーマナを指しているとするなら
ば、大地＝壁面はラーマナの矢（mda’）の裁きを恐れたということになる。あるいは「勇者」はス
グリーヴァを指していると解釈しても良い。その場合、大地＝壁面はスグリーヴァによって何度
も踏みつけられることによって裁きを受けるのを恐れたということになる（’Bab stegs 110.11ff.）。
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HcoO Uo<Hd=oWo<Hd=o0>d<ZoAWn n
+WIoJdoTH`oRcZoL<M`<ZoJoLR`In n
ZdVoMdZo<8qoL6 q=Zo1 qIo<ZWoWZn n
=bHoMdT`oT1(<o<`o<^ Ho?cIoXdVn n

116c: ZdVoMdZo Σ; ZdVoMdT`o Thimphu. WZo Zhal, Mkha’; MZo Gser, Thimphu, Bkra.

116d: =bHoMdT`o Σ; 6qHoMdT`o Zhal.

その時、彼は顔と顔を向かい合わせにして横たわっていたが
あたかも「強盗はここだぞ！」と言って脅かすかのように
指で放たれた弓矢という空（一切を照らすもの）から
嘆きという大きな雷鳴が轟いた。(116)

de tshe「その時」　シーター探索の手掛かりすら得られずにいたラーマナがスグリーヴァの姿を
見出した時のことである（’Bab stegs 111.8）。

gdong la gdong phyogs nyal「彼は顔と顔を向かい合わせにして横たわっていたが」　シェルシュ
ルワの解釈によれば、「顔」は弓の先端（gzhu mchog）を表し、ラーマナが弓の二つの先端を向か
い合わせ、紐で結びつけて手元に置き、夜警（mel tshe）のようにいつでも出動できる体制にして
いたことがここで描写されている（’Bab stegs 111.8ff.）。一方、トンドゥプギャの解釈によれば、
「顔」はラーマナとスグリーヴァの顔を指しており、両者がともに相手を凶暴な敵であるとみなし
て威嚇し合っている状況が描写されている（Track 20, 11:35）。後者の解釈に従うならば、訳は「彼
ら二人は顔と顔を向かい合わせにして横たわっていたが」となる。

gzhu bdungs kun gsal las「放たれた空（一切を照らすもの）から」　「放たれた弓」が「空」とい
う隠喩によって表現されている（Track 20, 13:10）。

M?d<oMT`oLVoWZoTd=ZoJoU`n n
&do$cT`oMco?VoOV<Zo;=`Zo<=on n
\HcTbT`o,@WoJdo9ZZIoJdoU`n n

\@`oLdo=cZoJVoKMo1>cHoHcn n

117a: LVo Zhal, Thimphu; V zo Gser, Mkha’, Bkra. U`o Σ; U`Zo Thimphu (?).

117b: <=o Σ; L:=o Thimphu.

117c: ,@WoJdo Σ; ,@WoJdT`oMkha’.

二つの弓先の間から放たれた
金剛の稲妻の束は一杯になって
猿の王者というメール山の
頭頂を確実に玉砕するものである。(117)

mchog ma’i bar las「二つの弓先の間から」　mchog ma’i rwa las「弓先という角（つの）から」と
いう異読もある。

spre’u’i rgyal po「猿の王者」　スグリーヴァのことを指す。「メール山」（須弥山）は猿の王者ス
グリーヴァを表す隠喩である（’Bab stegs 111.16）。

pham byed de「玉砕するものである」　ラーマナによって放たれた矢がスグリーヴァの頭に直撃
したことを表している。deは接続助詞である。deを指示代名詞とみなして詩節を合理的に解釈す
るのは困難であろう（’Bab stegs 111.17ff.）。
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VWoLT`oWdoTHLo<Udo9MIoJT`n n
M2F`IoLS=oWbZo;=`o!=oTGb=oI`n n
<8qo,@WoMHTo?cIo!=`Zo<\H<o<Kcn n
ZdVoMdT`o9C Y<oKDIo\@`oLdVoSbMn n

118d: 9C Y<oK DIo Σ; 9C YoKDIo Thimphu (?).

長い毛という葉をゆらゆらと動かす
スグリーヴァの身体という樹（足で飲む者）は
弓の王者が飛ばした大矢に恐れをなし
指という小枝を頭の上で閉じる格好をした。(118)

ral ba’i lo ’dab g-yo ldan pa’i...「長い毛という葉をゆらゆらと動かす…」　これまでの箇所でスグ
リーヴァは、その力強さや獰猛さを表現するために「羅刹」や「メール山」に喩えられていたが、
ラーマナの矢を受けて恐れをなす様子が描かれるこの場面では、幾分か弱い「樹」という隠喩に
よって描写されている。

sor mo’i lcug phran spyi bor zum「指という小枝を頭の上で閉じる格好をした」　ラーマナに向
かって敬礼したという意味である（’Bab stegs 113.3）。

RYoK Dc=oZd<oWcZo9EdIoX`=oT2q<Zo1>cHo2 V=o?cIo<l@dIoJT`oM ?dZoLbMoMGdIoJdo<ZcVo!=`o1>=oLbo&do$cT`oZ DHo

LbZoM=dIoJVoL,!ZoJT`o?do<o>In n

TK Dd<o1>cHo; DdZoJT`oHJb=oLo<5[MoJdo!=cIo6qoT0 >VoLZoVWoLT`oMcoFd<oM;ToWoTGdVo1>cHo<McVoMdT`o
MOVIo'dIoGbVo6 qoTLLoJZo=cZoJVoT@dMZn n

,@LoV`=oVdoTP TIoKb<oJT`oZ Dc<oSo?cZo?cVoTLVoLT`o6q<o<`oMco9CcZoWbZo>Io:roV`o;oLT`oKb=oLdoA`o
TdHo<dZoLS=o!=dIoJo<Kcn n

M`oLH<o<F`=o<`oV`oZbWoTH`VoI`oHM<oHJb=o<6q<ZoH:Vo9ZIo>`<oHdVoLT`o!=o<6qLo<UcVo;Zo
TP TIoMT`o.WWoOV<ZoWcIoJVo8q<ZoTH`oV`<ZoZMo;=cn n

119a: Zd<oWcZo Σ; Zd<oWcT`o Thimphu. T2 q<Zo Σ; 2 )Bo Thimphu. L, !ZoJT`o Σ; L, !ZoTH IT`o Bkra. ?do<o Σ;

<do?o Thimphu.

119b: VWoLT`o Σ; WoLT`o Thimphu.

119c: Kb=oLdo Σ; <d=oLbo Thimphu; Kb=oLT`o Bkra.

119d: LH<o Σ; H<o Thimphu. HdVoLT`o Σ; Hd=oJT`o Thimphu. <6 q<Zo Σ; <6 q<o Zhal. ;= co Σ; >`o Bkra.

（スグリーヴァ：）

「連なった体毛という鋸で樹々をなぎ倒す凶暴化した象の高くそびえる頭（酔いをも
たらす瓶）という黄金の紋章に金剛の縄を貫き通す儀式を執り行う

獅子が強い両腕を激しく持ち上げると、長いたてがみの花びらを空に撒き散らし、爪
という鋭利な武器を真っ逆さまに振り下ろして狙い通りに敵を滅ぼします。

また、毒蛇（長い背中を持つ者）の舌（味を捉えるもの）という洞窟から吹き出る炎
（焼き焦がし食い尽くすもの）で燃える毒の火花は、衆生というカイラーサ山の雪
の塊に日光の晴れ着を着せています。

それなのに、王よ、私共の心に似たこの山奥の地で、軍隊と白傘を共に捨て去って足
頸の飾りの小鈴を鳴らしながら、大地の塵の集まりを掴まえに向かうとは、お気は
確かでしょうか？」(119)
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myos bum「頭（酔いをもたらす瓶）」　myos bum「酔いをもたらす瓶」は象の隆起した頭（klad
pa）を意味する詩的語彙である。myos bum can「酔いをもたらす瓶を持つ者」といえば「象」を
意味する。

gser gyi byang bu rdo rje’i srad bus mngon par brgyus pa’i go cha can「黄金の紋章に金剛の縄を
貫き通す儀式を執り行う」　「金剛の縄」とは獅子の鋭い爪のことである。獅子が凶暴な象の頭
を爪で切り裂く様子を描写している（’Bab stegs 113.7ff.）。

lus can kai ri kha ba’i phung bo nyi ’od gos bzang gyon pa ste「衆生というカイラーサ山の雪の塊
に日光の晴れ着を着せています」　カイラーサ山の雪の塊に日光の晴れ着を着せるというのは、暖
かい日光が雪を溶かすということ、要するに蛇の毒が他の生き物を殺すことを表す。最初の三つ
の詩脚はこの地方の荒廃した状態を描写している（’Bab stegs 114.16f.）。

snying gi ri sul ’dir ni「私共の心に似たこの山奥の地で」　スグリーヴァは自身が住む土地を、人
間の風習（mi’i rgyun lugs）が伝わっていない辺境の地と捉えている（’Bab stegs 114.2f.）。

HcoO UoM`oHL=oM2F `IoJT`o<^ HZn n
HI`WoLbT`o<^ HoWo>doTHI`o1>Zn n
W<oJZoTP TIoMT`o;dVoUb<oI`n n
VoLoLR`Io6qoT<ĤoJoHdVn n

120c: I`o Σ; <`o Thimphu.

すると人々の主は喉から出る声を
小鈴の音のように鳴らして
両手を伸ばして土地一帯をまるで
柵で囲むようにしていたのを止めた。(120)

ra ba bzhin du ’khyud pa dor「柵で囲むようにしていたのを止めた」　両手を伸ばして土地一体を
柵で囲むようにしたというのは、ラーマナが大きく腕を広げて弓を構える様子を表している。ラー
マナはスグリーヴァと話をするために、弓を構える姿勢を取るのをやめた（’Bab stegs 115.7ff.）。

=Wo!=`Zo!=oLT`oV`oMdoI`n n
ZoWoT<dHoJVo1>cHoI`oAdIn n
,!o<?VoHLbZoZboL2F dHoIoI`n n

SVoLoV=oZ D`HoAMZo1>cHoJn n
ZoWoW=oO VT`oUdIoFIo!=`Zn n
2F<Zo9MIoZ"`o5%o;?dHoXcZoZMn n

121a: =Wo! =`Zo Σ; =WoL>Zo Thimphu.

121b: I`o Σ; TH`o Thimphu.

121e: ! =`Zo Σ; ! =`o Thimphu.

121f: Z"`o5 %o Σ; Z`o5%oMkha’, Bkra; Z"`oFo Thimphu.

（ラーマナ：）

「せわしなく両足の模様を
地面に残す者よ、聞いてくれ。
星々の只中を歩むならば
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月の権勢さえも失墜させ
若さの魅力によって地上で名声を得ている
シーターという女を君は知っているか？」(121)

rkang ba’i ri mo ni sa la ’god par byed「両足の模様を地面に残す者よ」　猿の動作を表現している。
スグリーヴァは休むことなく両足をばたつかせ、地面に足跡を残している（’Bab stegs 115.10f.）。

rgyu skar dbus su bgrod na ni...「星々の只中を歩むならば…」　シーターの美しさを、世間の常
識を逸脱した誇張表現によって描いている。ガウダ様式に特有の「愛らしさ」という美質（mdzes
pa’i yon tan）が認められる（Track 21, 5:50）。

T2F doLVdo[ d=ZoJT`oTHMo*Lo5[n n
MHd<oWc<Zo6q<o<`oMcoFd<o1̂=on n
MP UZo<MY<oWo?<Zo<kH=o)ToHcn n

Lb=oLT`oVdoTPTIoAMZo1>cHoHcn n

122c: Hco Σ; HcZo Thimphu.

（ラーマナ：）

「迷える心を持つ人々という泥沼の只中に
きれいな色をした毒の花が咲いたんだ。
その美貌に付着した甘い蜜は
蜂の舌（味を捉えるもの）を麻痺させる。」(122)

’gro blo rmongs pa’i ’dam rdzab「迷える心を持つ人々という泥沼」　正と邪の領域（legs nyes kyi
gnas）に関して迷える心を持つ愚かな人々が「泥沼」という隠喩によって表現されている（’Bab
stegs 116.9）。

dug gi me tog「毒の花」　シーターのことを指している（Track 21, 7:20）。比喩基準である「毒の
花」のみが言及され、それによって暗示される比喩対象「シーター」が明示されていない。トン
ドゥプギャが非明示的隠喩（sbas pa’i gzugs can）と命名する技法である（Track 21, 10:08）。

mdzes sdug「美貌」　本来ならば「花蕊」（ge sar）という隠喩によって示されるべき比喩対象が
「美貌」であろう（’Bab stegs 116.10f.）。ここでは「美貌」という比喩対象が言及され、それを暗
示する「花蕊」という比喩基準が明示されていない。

bung ba’i ro ’dzin nyams byed de「蜂の舌（味を捉えるもの）を麻痺させる」　ラーマナが「蜂」
という隠喩によって表現されている（Track 21, 7:55）。ここでも「蜂」という比喩基準のみが言及
され、それによって暗示される「ラーマナ」という比喩対象が明示されていない。非明示的隠喩
の技法が用いられている。

V`oLd=oMOIoMoHcoLSb=oIZn n
SVoLoLH<o<`ZoA`oMoU`n n
,@WoZoWoZ DcHoHdVo1>ZoFcn n
H:ToGbLoM;ToU`oI<ZoZboTd=Zn n

123b: LH<o<`Zo Σ; LH<o<`o Thimphu.

（ラーマナ：）
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「かの兎の模様を我が物にすると
私という月は自ら進んで王位という
太陽に対する野心を捨て
苦行者の森という空に来てしまった。」(123)

ri bong mtshan ma「兎の模様」　魅力的な女性シーターのことを指している（Mun sel 209.3）。月
が兎の模様を我が物にしたというのは、ラーマナがシーターを妃として迎えたことを暗示している
（Track 21, 9:00）。縮約表現（bsdus brjod, *samāsokti）の技法が用いられている（Track 21, 10:20）。

zla ba bdag「私という月」　兎の模様を手に入れた月というのは、シーターを自らの妃として迎
えたラーマナを表す隠喩である（Track 21, 10:30）。

rgyal sa「王位」　 rgyal saという語は「首都」を意味する場合もあるが、ここでは「王位」（rgyal
po’i go sa）を意味する（Mun sel 208.14）。

MoVb=oHL=oJdT`o<8qoU`o<Sb<Zn n
TPTIoJT`oV`oH|<ZoMGd=oLoIn n
,!HoM=oH1̂o2 qoTH`oTdZoRcZn n

ZcoTbosoSb=oTPTIoHcZo<lHZn n

124b: TPTIoJT`o Σ; TPTIoMT`o Zhal, Gser. H |<Zo Σ; HBo Thimphu.

124c: H1 ^o2 qo Σ; H1 ^<o2 qVo Thimphu.

124d: <l HZo Σ; <l Ho Thimphu.

（ラーマナ：）

「残忍な心を持ち虹（インドラの弓）の
ような姿をした鹿が目に留まると
『ヴィーナーを弾く義甲にちょうどいいわ！』と
幼子（十本の乳歯を持つ者）のような彼女は言うのだった。」(124)

dbang po’i gzhu yi gzugs「虹（インドラの弓）のような姿」　ラーマナが作り出した鹿の幻影は、
見た目には美しいが、捉えることのできないものである点で「虹」に似ている（’Bab stegs 117.7f.）。

rgyud mang dbyu gu「ヴィーナーを弾く義甲」　「ヴィーナー」はシーターの欲望の象徴であり、
「義甲」はその欲望を満たすための手段である。

se ’u lnga zung ’dzin「幼子（十本の乳歯を持つ者）」　鹿の捕獲をラーマナに要求したシーターは
思慮のない幼子（bsam med kyi byis pa）も同然であった（’Bab stegs 117.10f.）。

I<ZoIo<IZoL>Zo2F d=oTHLZoZcMZn n
?<ZoJo,@ZoX`=oVLoR`Zo<Kd=Zn n
Zdo<A`ZoHdVoIZoV`oH|<ZoTPTIn n
<IZoM`Io<IZoZbo1>cHoTH`oRcZn n
I<Zo;= `o$coLdT`o'oWd=oWn n
T<ĤoJVoTdZoJT`o,@IoLS=o1>`In n

125a: L>Zo Σ; L>dZo Bkra. THLZo Σ; THLo Zhal, Thimphu.

125b: <K d=Zo Σ; <K d=o Thimphu, Bkra.

125c: IZo Σ; LZo Thimphu. H |<Zo Σ; HBo Thimphu.
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125e: 'oWd=o Σ; <NoWb=o Thimphu.

（ラーマナ：）

「森の中に住みながらも村のことを思い
欲望を増して平静さを失なって
象（二本の牙を持つ者）を捨てて鹿を狙い
為すべきでない行ないに身を任せるのがこの女だ。」
こう言って森の主（スグリーヴァ）の耳輪として
絡み付くのに相応しい上等の飾り物を与えた。(125)

nags na gnas bcas grong ’dab sems「森の中に住みながらも村のことを思い」　全てが満ち足りた
森という最高の環境に暮らしていたにも関わらず、シーターにはそこが住むのに相応しくない場
所のように思われたということを表している（’Bab stegs 117.12f.）。

rgyan bzang byin「上等の飾り物を与えた」　ラーマナがスグリーヴァに聞かせるのに相応しい話
を語ったということを表している（’Bab stegs 117.19f.）。

IdVoTPTIo<Hd=o<`o<Sb<ZoL8FIoI`n n
<Nb<o<`oIdVoLbZoTPTIo1 >cHo>`=on n
HcoU`o<6q=oLT`o;bVo?cIoU=on n
HcoU`oKD<oWoTKdZoJZo=Wn n

126b: LbZo Σ; LbT`o Bkra.

126d: JZo Σ; Jo Thimphu.

顔という大地（財を保持する者）に映った映像を
宝石という頭頂で受け取ると
彼（ラーマナ）の苦悩という重荷も
彼（スグリーヴァ）の肩に乗り移って負担となった。(126)

nor ’dzin gdong gi gzugs brnyan「顔という大地（財を保持する者）に映った映像」　ラーマナが
地面に残した足跡（rkang rjes）を「映像」と表現している。ただし、この隠喩によって暗示され
る足跡は言及されない。非明示的隠喩の技法が用いられている（Track 21, 18:55）。「顔」という隠
喩で語られる大地は、映像を映す鏡（me long）に相当すると考えられるが、「鏡」という比喩基準
は言及されない。スグリーヴァが地面に頭を付けてラーマナに頂礼する様子を述べている（’Bab
stegs 118.12f.）。

de yi phrag la ’phos pas ngal「彼（スグリーヴァ）の肩に乗り移って負担となった」　ラーマナの
苦悩とは妻シーターが誘拐されたことである。彼の話を聞いたスグリーヴァはラーマナの苦しみ
を理解し、それを共に分かち合うことにしたのである（’Bab stegs 118.14ff.）。

M2F`IoJT`o!=oTGb=oTHVoLoWZn n
<\HoO V<ZoWdoTHLo<Udo1 >cHo>`=on n
VcoLZoL<\+IoJT`o2 qZo9MIoHcn n

U`o<coAMZoJo1>cHo>`=o<l HZn n

127d: AMZo Σ; 'Mo Thimphu.

首という樹（足で飲む者）の揺れにより
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髪の毛という葉を震えさせながら
願いによって喚起された恭順の意を抱く彼は
言葉遣いも控えめにこう答えた。(127)

mgrin pa’i rkang ’thung lo ’dar ba「首という樹（足で飲む者）の揺れ」　スグリーヴァは恐れお
ののいて（’jigs shing zhum pa）震え上がった（’Bab stegs 118.16）。ラーマナの圧倒的な強さを目
の当たりにしたスグリーヴァが身震いを起こしている様子を表現している（Mun sel 213.3）。

re bas「願い」　ラーマナにバーリン討伐の手助けをして欲しいという願いである（’Bab stegs
118.19f.）。何としてでもラーマナを自分の味方につけたいという考えを持っているがゆえに、ス
グリーヴァはラーマナに対して恭順の意を表している（Mun sel 214.7ff.）。

M`=oV`ZoJ`Vo!=`ZoV`=oR`<oL D`Zn n
?bo,!Io1(Lo6qZo?b=o=bVo1 ^=on n

HcoXcZoMcHoHcoZcMZoMcHoHcn n
MdoM?d<oUdHoHdo>d<oGdZo<^Hd<Zn n

128a: R`<o Σ; R`=o Thimphu.

128b: 1 (Lo Σ; T1 (Lo Thimphu. ?b=o=bVo Σ; ?boVbo Thimphu.

128c: HcoZcMZoMcHoHco Σ; Hc=oZcMZoMcHoHcZo Thimphu.

128d: <^ Hd<Zo Σ; <l HZo Bkra.

（スグリーヴァ：）

「そのお名前の絵はかねてより筆で描かれてございます。
河の流れが溢れ返った時に幼い姿で出現したのを
実際に見たわけではありませんが、かの心ない女が
最高の女であることは誰でも聞いていますし口にします。」(128)

ming ris pir gyis ring zhig bris「そのお名前の絵はかねてより筆で描かれてあります」　この詩節
では言葉の装飾要素（sgra rgyan）が用いられている。第 1詩脚では全ての音節に/i/を表す母音記
号 gi guが、第 2詩脚では全ての音節に/u/を表す母音記号 zhabs kyuが、第 3詩脚では全ての音節
に/e/を表す母音記号’greng buが、第 4詩脚では全ての音節に/o/を表す母音記号 na roが現れる。こ
の第 1詩脚ではシーターの名前が「絵」という隠喩で語られている。その絵を描くための道具は
空想（kun rtog）という「筆」であり、絵が描かれるところは心（yid）という「壁面」（rtsig ngo）
である（’Bab stegs 119.13f.; Mun sel 213.8f.）。ring zhigは ring mo zhig nas「かねてより」と解釈で
きるが、ツァン地方の伝本には ring zhingという異読があり、これに従えば yun ring ring bo’i bar
du「長い時間をかけて」と解釈できる（’Bab stegs 120.1）。

chu rgyun brub dus chung ngur byung「河の流れが溢れ返った時に幼い姿で出現したのを」　/chu/
という音が二度現れるので、ここに押韻（rjes khrid, *anuprāsa）の技法を見て取ることができる
（Dgongs rgyan 128.4）。

sems med de「かの心ない女」　 sems medという表現は sems med ma「心ない女」を意味する（’Bab
stegs 119.17）。善悪の区別（legs nyes kyi rnam dbye）を知るための知性を持たない女（’Bab stegs
120.2）あるいは恥知らず（khrel med）の女を意味する（Track 21, 23:30）。シーターのことである。
第 4詩脚では/de/という音が反復される。ここにも押韻の技法が見られる（Dgongs rgyan 128.5）。

V"oMT`oMHToWZoT<d=oLoU`n n
V`oH|<ZoUoMOIo?coLo<Kcn n
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Z"`o5%Zo<6q=oLo<KcVoLoTH`n n
;=coMoHcoLZo=doMOVo?cn n
UoMOIoTH`oTHIo\+WoXcZoJT`n n

1>cHoJdoHcoU=oLN<ZoJVoTdZn n

129a: V"o Σ; Vo Thimphu. T<d=oLo Σ; T<d=ZoJo Gser, Thimphu.

129b: H |<Zo Σ; H<Zo Thimphu.

129d: =doMOVo Σ; UoMOVo Bkra.

129e: UoMOIo Σ; UoMOVo Bkra.

（スグリーヴァ：）

「ラーマの矢の手を逃れることのできる
鹿というのは実に不可思議ですが
シーターがこれほどの苦悩をもたらすとは
いやはや、それにもまして驚くべきことです。
このような不可解な物事を出現させることのできる
かの創造主はまさに称賛に値するお方です。」（129）

rā ma’i mda’「ラーマの矢」　ここでは「ラーマナ」ではなく「ラーマ」という名で言及される。
ラーマナの矢には三つの決まり事がある（dam bca’ gsum ldan）と言われている。すなわち、その
矢は放たれれば必ず相手に命中し、その矢が命中した者は必ず死に、その死者は必ず天界に生ま
れ変わるという（Track 21, 24:20）。

byed po de「かの創造主」　世界を創造した神ブラフマンのことである（’Bab stegs 120.10）。

G<oV`=o<IZoJT`oH2FoLdoI`n n
MGbo?cIoU`IoU=oT@`<oJVo7qZn n
<F`=oWo)UoMdo>Io8 q<ZoIn n
GLZo<=o<`ZoI`oR`oLVoL!=`Hn n

130a: <IZoJT`o Σ; T6qWoLT`o Bkra.

130c: <F `=oWo Σ; <F`=oJdo Thimphu.

（スグリーヴァ：）

「遠い場所にいる敵であれば
いくら手強くても滅ぼすことは可能です。
しかし、心の中に火（尖端を有するもの）が起こった時には
いかなる手段をもって鎮めれば良いでしょうか。」(130)

rtse mo can「火（尖端を有するもの）」　サンスクリットの śikhinに由来する表現。me「火」を意
味する詩的語彙である。スグリーヴァの心の中に起こった苦悩（sdug bsngal）を「火」と表現して
いる。ラーマナにとってラーヴァナは「遠くにいる敵」であり、それは滅ぼすことのできない相
手ではないが、スグリーヴァの近くにいる敵であるバーリンは、ちょうど心の中に生じた苦悩の
火と同じように、非常に手強い敵である（Track 22, 1:50; Mun sel 217.4ff.）。スグリーヴァは自身
がいかにバーリンに苦しめられているかを婉曲的に語ろうとしている。ここに用いられているの
は縮約表現（bsdus brjod, *samāsokti）の技法である（Track 22, 2:33）。
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U=o<lHZoH=oJdVoK=oLoU`n n
L D=oT2Fdo<K dLZo?cIoTH`o<RdMo1>n n
0>d<ZoWZo,@WoLo<A`ZoJoI`n n
LH<o<`oZdVoMdT`o>dHoJIoIdn n
Hco<A`ZoLZMoJT`o?boLdoI`n n
THIcZoFco<Xd=oLboHMToLVo9ZZ=on n

131a: H=oJdVo Σ; H=oJdT`o Bkra.

131e: Hco<A`Zo Σ; Ho<A`Zo Thimphu.

131f: 9Z Z=o Σ; 9K Z=o Thimphu.

さらに続けて彼はこう言った。
（スグリーヴァ：）

「まず差し当たっては近くにいる
この手強い蛇（胸で進む者）を征伐しましょう。
第二の全面的勝利は
私の指先の宝冠であります。」
彼ら二人の思いという河は
合流して峡谷の下流へ流れて行く。(131)

phang ba yi「近くにいる」　『新編蔵文字典』（Dag yig gsar bsgrigs）によると phang baは「内部」
「内側」（rum, khong）を意味する。トンドゥプギャは「近い所にある～」（thag nye na yod）という
意味であると説明する（Track 22, 3:20）。

brang ’gro stobs chen ’di「この手強い蛇（胸で進む者）」　バーリンのことを表す隠喩である（Dgongs
rgyan 129.11f.）。非明示的隠喩の技法が使われている（Track 22, 4:10）。蛇の征伐というのは直接
言及されないバーリン退治を暗示しているので、これを縮約表現（bsdus brjod, *samāsokti）とみ
なすこともできる（Track 22, 4:22）。

phyogs las rgyal ba gnyis pa「第二の全面的勝利」　バーリン征伐によって実現されるのが「第一
の勝利」であり、その後でラーヴァナ征伐によって実現されるのが「第二の勝利」である（’Bab
stegs 121.9ff.）。phyogs las rgyal baはサンスクリットの digjaya（the conquest of various countries in
all directions）に相当する表現である。

bdag gi sor mo’i cod pan「私の指先の宝冠」　勝利は既に自分の手の届く所にあるという意味で
ある（’Bab stegs 121.10f.）。

gshong bu dma’ bar lhung「峡谷の下流へ流れて行く」　シェルシュルワは、二人が団結すること
によって、恐るべき悪趣を実現する罪業という峡谷の下流地帯（mi bzad pa’i ngan ’gro sgrub pa’i
sdig pa’i las kyi gshong bu dma’ ba’i phyogs）に落ちて行くことを暗示していると解釈する（’Bab
stegs 121.11ff.）。トンドゥプギャとカンブムも同様の理解を示す（Track 22, 5:20; Dgongs rgyan
129.14ff.）。トンドゥプギャによれば「峡谷」という表現は、ここに言及されない「罪業」（sdig pa’i
las）を暗示するものであり、非明示的隠喩である（Track 22, 6:30）。これから描写されるバーリ
ン殺害やラーヴァナ殺害は「罪業」に他ならないので、このような解釈は十分に成立するであろ
う。ジャバは異教徒によって伝承されたこの物語を仏教的に解釈することに疑義を示す（Mun sel
218.5ff.）が、仏教のみならずバラモン思想においても殺生は等しく罪業とみなされるので、その
批判は当たらないであろう。
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[13]ラーマナ、バーリンを敗る

<X`Io$coM@b<oMoTP TIoHco<A`Zn n
9KdoT2F doH2FoLdo<RdMoTHdHoLR`In n
KIoObIoT<ĤoHcoTGLoJoWZn n
TPTIoMT`o9KdoLVo=WoLo1 >`In n

132a: <X`Io$ co Σ; <X`Io$cT`o Gser, Thimphu. M@b<o Σ; T@b<o Thimphu.

132b: 9K doT2F do Σ; 9K dZoT2FdT`o Thimphu.

132c: TGLo Σ; GLZo Thimphu.

132d: 9K doLVo Σ; 9KdoWo Thimphu.

尾をつけたその二匹の死神は
蛇（腹で進む者）が敵を負かそうとする時と同じように
互いに巻き付きながら戦うことによって
地面のはらわたに苦痛を与えた。(132)

lto ’gro「蛇（腹で進む者）」　サンスクリットの uragaに由来する表現。dug sbrul「毒蛇」を意味
する詩的語彙である（’Bab stegs 122.15）。

’dzin ma’i lto bar ngal ba byin「地面のはらわたに苦痛を与えた」　スグリーヴァとバーリンが激
しく戦闘し、足で常に地面を強く踏み続けている様子を表現している（’Bab stegs 122.18f.）。トン
ドゥプギャはここに転移（ting nge ’dzin, *samādhi）という修辞法の要素が見られると述べている
（Track 22, 11:45）。

I<ZoOWoKDc=oLT`oO V<ZoH<oI`n n
.WWo!=`o<do<?LZoGdLoJVo! ^Vn n
1qIo<ZWoMP UZoMoTHVo9MIoMn n
.WWoTObLoUdWoLT`oK<oIoT?cWn n
9ZoLbo<RdIo7qoTPMo2V`=oMcZn n
OT<oJT`o6qHoO V<ZoU`IoRcZoZcMZn n

133d: T?cWo Σ; T?co Thimphu.

133d: 6 qHo Σ; 6qo Thimphu. U`Io Σ; M`Io Thimphu.

列をなす森の集まりは
塵まみれの状態になった。
空（一切を照らすもの）という震える美女は
立ち込める塵のカーテンの後ろに隠れた。
若い天子達は世界を火で
焼き払って出た煙に違いないと思った。(133)

nags tshal phreng ba’i tshogs dag ni...「列をなす森の集まりは…」　青や緑の樹々に覆われた美しい
森は、二匹の猿の激しい戦闘によって地面の塵で白く覆われた状態になった（’Bab stegs 122.19ff.）。

lha bu gzhon nu...「若い天子達は…」　欲界および色界の若い天子達である（’Bab stegs 123.5）。
詩的空想の技法が用いられている（Track 22, 17:03）。
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Rco<M=oOoLZo<6q=oLoU`n n
WbZo;=`o<=ZoV`oWZoTd=ZoJn n
OWWo!=`oTLLo?bT`o1]=o?cIoO V<Zn n

,@oMOVo?cIoJdT`o<ZdZoZbo!̂Vn n

134a: <6q=o Σ; <6 q=Zo Thimphu.

怒りという熱気に苦しめられた
身体という雪山から流れて来た
汗という水の流れよりなる大河群は
大海を豊穣にする滋養となった。(134)

zhe sdang tsha bas「怒りという熱気に」　スグリーヴァとバーリンが互いに向け合っている怒り
を「熱気」という隠喩で表現している（’Bab stegs 123.7）。

H2Fo<AcIoM<WoMcT`oT;dVoWdoI`n n
2̂VoLo2̂VoLVoT;dVoLoIn n
ZoU`oLH<oJdT`oM`<oWoI`n n
\oWd=oLR`Io6qoHco<N=o!̂Vn n

135b: 2 ^VoLo2 ^VoLVo Σ; 2̂VoLVo2 ^VoLVo Thimphu.

135c: LH<oJdT`o Σ; LH<oJdo Gser.

135d: LR`Io Σ; A`Ho Thimphu.

敵と味方という旋回する火の輪が
きわめて迅速に回転すると
大地の支配者（ラーマナ）の眼には
それがまるでリングのように見えた。(135)

dgra gnyen「敵と味方」　敵とはバーリンのことであり、味方とはスグリーヴァのことである（’Bab
stegs 124.3）。

a long bzhin du de snang gyur「それがまるでリングのように見えた」　ラーマナはバーリンに向
けて矢を放つ準備をしていたが、二匹の猿が絡まり合って丸い輪のような状態になっていたため、
どこに向けて矢を放てば良いか分からなくなった（’Bab stegs 124.5f.; Dgongs rgyan 132.8f.）。

2̂VoT2F do1F a;JoZ"oVoU`n n
!=oLT`oTHc<ZoT@d<oZboU`ZoL2F=on n
<Hd=oLR`T`oZD=o<`oOHo;=`ZoI`n n
MAMoJVo1>ZoJT`o9 q<ZoT?=oHcZn n
Kc<o&dLo<k@dVoLT`oW<oJoLR`In n
<^HoL>ZoKIoObIo!=cZoJVo!̂Vn n

136a: 1F a;JoMkha’, Thimphu; 1F `;Jo Zhal, Gser, Bkra. Z"oVo Σ; ZoV`o Thimphu.

136c: LR`T`o Σ; LR`o Bkra.

素早く駈けるカモシカ（黒で一杯のもの）の
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脚の上げ下げの回数を誰が数えることができようか。
ブラフマン神（四頭者）の秤の目盛りで
平等にされた力を持つ彼らは
シンバルを叩いた両手のように
音を発しながら分離した。(136)

kr
˚

s.n. a sā ra「カモシカ（黒で一杯のもの）」　 kr
˚

s.n. asāraは「黒で一杯のもの」（kr
˚

s.n. ena sārah.）を
意味し、まだら模様（śabala）のカモシカのことを指している。

gdong bzhi’i srang gi tshad kyis ni「ブラフマン神（四頭者）の秤の目盛りで」　 gdong bzhiはサ
ンスクリットの caturmukhaに由来する表現であり、tshangs pa「ブラフマン神」を意味する詩的
語彙である。ブラフマン神の秤は寸分の狂いもなく、力を均等に分けることができる（’Bab stegs
124.10ff.）。

sgra bcas phan tshun gyes par gyur「音を発しながら分離した」　力に優劣の差がない二匹の猿
は一日中戦っても勝敗がつかないので、日が暮れると一旦離れて休戦することにした（’Bab stegs
124.12ff.）。

A`o<RdIoXVo!=`o2F d=oWZoI`n n
9KHoMdT`oZ VHo6qo9Z<ZoJo<=on n
MGdIoMG`=oM;ToU`o<=oLS=o<` n
Lo<Mo)UoWoTP U<ZoJoHcn n
<UbWo=dT`oT@`<ZoJVoL DcHoXoGdIoJT`o\@In n
0>`oLR`Io<S`<ZoJoH=oL>Zo%oL6qIoWn n
LRdIoFcoL DdZoJZo7qLo;=`oV`oLdT`o<K c=on n
Z VcLZoMoG<o5[oMbIoJT`oTdLZoWoL%cIn n

137b: <=o Σ; H=oMkha’.

137g: LRdIo Σ; RdIo Thimphu.

137h: Z VcLZo Σ; Z VcLo Zhal, Thimphu.

太陽の若者も東の街から
見物しにやって来たのだが
蒼空というお屋敷の
バルコニーの頂きに昇った彼は
戦場の恐しさに怯える様子をあらわにした眼で
後ろを振り返りながら七頭の馬に
乗って逃亡した末に西の山の上に
至るや否や暗闇という穴の中に落ち着くのであった。(137)

nyi gzhon...「太陽の若者も…」　この詩節では生物が持つ様々な属性を無生物である太陽に付託
することで、激しい戦闘の一日を描写している。転移（ting nge ’dzin, *samādhi）の技法が効果的
に用いられている（Track 23, 4:15）。

rta bdun la bzhon te「七頭の馬に乗って」　太陽は七つの曜日を象徴する七頭の馬に牽引された馬
車に乗っているとされる。サンスクリットで saptāśva「七頭の馬を持つ者」は太陽の別名である。
チベット語では rta bdun pa「七頭の馬を持つ者」が nyi ma「太陽」を意味する。

\HcTbT`oHL=oJdo9q<ZoV`=o9C<Zo;^oU`Zn n
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ZoLH<o<F`=oWoTHcLZoJoLR`Io6qoTd=Zn n
1 {oUcoIMoM;To9M`=o<`oM2F`IoJT`oKb< n
IcoN VT`oVdoTPTIoMP UZoJoTP TIoTH`oMOVn n
9ZoU`o?boLdoVWoLT`oUbVoLoWZn n
!=cIo6qoL2F dHoTH`o6q<o>Io<?WoLZoGdLn n
HcoU`o=Io<l HZo<dMoJZoZo\@dHo;=`n n
<F`=o<`oGcMo<?ZoU=oU=oTPU<ZoJoA`Hn n

138a: U`Zo Σ; U`o Thimphu.

138e: UbVoLo Σ; V`oLdo Thimphu.

138f: L2FdHo Σ; T2F do Gser. >Io Σ; ?cIo Thimphu.

138g: U`o Σ; U`ZoMkha’. <dMo Σ; <dMZo Thimphu.

猿の王（スグリーヴァ）は嘆息という鉄の鉤で
大地の支配者（ラーマナ）の心を打つようにして来た。
（スグリーヴァ：）

「やれやれ、ガルダ鳥の喉のくぼみが
見栄えの良い鸚鵡の舌（味を捉えるもの）を持っているとは驚きだ。
ガンジス河（神の河）が長髪という水路を通って
上に昇って行くのはサガラ王の息子達の宿命のせいだ。」
彼の非難の言葉という歩みは王の
心という階段をどこまでも登るばかりであった。(138)

shugs ring lcags kyu「嘆息という鉄の鉤」　スグリーヴァは戦いに疲れていたので、嘆息を漏ら
している。彼は約束通りに加勢してくれないラーマナに抗議するために、彼のところにやって来
た（’Bab stegs 126.5ff.）。

ne tso’i ro ’dzin「鸚鵡の舌（味を捉えるもの）」　「鸚鵡」とはでまかせの無責任な発言をする者
のことである。ラーマナがスグリーヴァの手助けをすると約束したにも関わらず、二匹の猿の戦
闘のあまりの激しさに恐れをなし、にわかに約束を果たすことができないでいるのを見て、スグ
リーヴァは非難している（’Bab stegs 126.5ff.）。

lha yi chu bo「ガンジス河（神の河）」　サンスクリットの suranimganāに由来する表現。ガンジ
ス河のことである。

dug can skal bas thob「サガラ王の息子達の宿命のせいだ」　シヴァ神の長髪の中に閉じ込められ
たガンジス河は、本来ならば人間世界を通って下界の地獄に降って行き、サガラ王の息子達（Dug
can pa, *Sāgara）の罪業を清めてくれるはずであるが、それが逆に上に昇ってしまうということは、
かの罪深い王子達の罪業はよほど根深いものであったに違いないということになる。だが、言う
までもなく実際にはガンジス河が上昇することはあり得ない。ここでスグリーヴァは、ラーマナ
が約束に反して戦闘に加わらないというのは、ガンジス河が上に昇って行くことに等しくあり得
ないということを言おうとしている。彼はこのような痛烈な皮肉を述べることで、一向に戦闘に
加わる決心がつかないラーマナを非難している（’Bab stegs 126.10ff.）。ここでは縮約表現の技法
が用いられている（Track 23, 10:58）。

HcoI`oL>ZoJoAMZoJZo<\@c=Zo9MIoR`=on n
<^H`MoM;ZoWcoWdVo!̂VoFco=doOoIZn n
ZoWo?cZo?cVo%d<o>`=o9KoLoU`n n
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L:ToAIoL DIoLR`Io<Hd=oLo6qHoJVo!V̂n n

139b: <^ H`Mo Σ; M2F`Io Thimphu.

139c: 9Ko Σ; L9Ko Thimphu. U`o Σ; U`Zo Thimphu.

139d: AIo Σ; MAIo Thimphu.

彼（ラーマナ）は約束を果たせないので羞恥心を抱き
かつての努力家が怠け者になったのを恥らい
思案を重ねながらうつむいて
命令を聞く召使いのように顔を下に傾けた。(139)

bka’ nyan bran「命令を聞く召使い」　 bka’ nyan「命令を聞く者」はサンスクリットの ājñākara
に由来する表現であり、bran「召使い」を意味する。ここでは詩的語彙 bka’ nyanとそれと同じ意
味を持つ branという単語が重ねて用いられている。

2F d=oT@dMZoHMVoZcVoRYoK Dc=oI`n n

V`oMdT`o<dZoWo?<ZoJo<=on n
M2F`IoLS=oM2F`IoJT`o2F coT!̂Vo! =`Zn n
<Md=o2F d<Zo9ZZVoWcIo2]oH1>=Zo1>Zn n

140a: T@dMZo Σ; T@dMo Thimphu. KDc=o Σ; TK Dc=o Thimphu.

140b: V`oMdT`o Σ; V`oMdZo Thimphu.

140c: ! =`Zo Σ; ! =`o Thimphu.

140d: <M d=o Σ; <K d=o Gser; <K d=Zo Thimphu.

橙色の毛が連なる盗賊（都城の破壊者）であり
絵に描かれた衣に固執してしまう
スグリーヴァは喉の声の調べで
加勢を催促する唄を歌った。(140)

grong ’joms「盗賊（都城の破壊者）」　サンスクリットの puraṁdaraに由来する表現であり、「イン
ドラ」、「シヴァ」、「ヴィシュヌ」、「盗賊」など様々な意味を持つ詩的語彙である。シェルシュルワ
はこれを「盗賊」（rkun po）の意味で理解する。スグリーヴァは盗賊すなわち猿の集団の王者たる
ことに喜びを見出しているので、何としてでも敵対する猿バーリンを打ち破ろうとしてラーマナ
に加勢を求めている（’Bab stegs 128.8f.）。一方、カンブムは grong ’jomsを「孔雀」（rma bya）の
意味で理解する。ちょうど孔雀が赤や黄色の模様がついた自分の羽に固執するように、スグリー
ヴァは猿の王者としての地位に固執している16（Dgongs rgyan 136.18ff.）。しかし、なぜ「都城の
破壊者」が「孔雀」の意味になり得るのかは不明である。カンブムはその点について説明を与え
ていない。さらにまた、トンドゥプギャやジャバのように、grong ’jomsを「猿」（spre’u）の意味
に取る解釈もある（Track 23, 17:00; Mun sel 230.2; cf. Dgongs rgyan 138.14）。

ri mo’i gos la chags pa「絵に描かれた衣に固執してしまう」　難解な表現である。シェルシュル
ワの推測によれば、無意味な物事に執着するという意味である（’Bab stegs 128.10ff.）。スグリー

16カンブムが与える説明によると、かつてスグリーヴァにはガウリーという妻がいた。しかし、ガウリーは
スグリーヴァを捨ててバーリンのもとに行ってしまった。バーリンとガウリーは結託してスグリーヴァを放
逐し、王位の座を奪った。スグリーヴァがバーリンと戦っているのは、王座を奪還するためである（Dgongs
rgyan 137.10ff.）。
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ヴァが猿の王者という地位に固執していることをこのように表現しているのであろう。トンドゥ
プギャとカンブムによれば、これは縮約表現である（Track 23, 18:40; Dgongs rgyan 137.17ff.）。ま
た、ジャバはこれを王者の衣（rgyal po’i na bza’）への固執を表現したものとして理解する（Mun
sel 230.9f.）。

mgrin bzang mgrin pa’i...「スグリーヴァは喉の…」　mgrinという同一の音が反復される。同音
節反復（zung ldan, *yamaka）の技法である（Dgongs rgyan 138.1f.）。

0>d<Zo;= `oM<dIo<=oHJb=oLoWn n
M;ToU`oMcoWd=o%<ZoTP TIoJn n
HcoO Uo2Fd<Zo;?dHo<^ Hdo9MIo!=`Zn n
A`IoMdT`oM<dIoJdoTLToWcVoL<NYIn n

141a: <=o Σ; LH<o Thimphu.

（スグリーヴァ：）

「諸方の守護者よ、腕の所に
月（空の鏡）の目印を持つ者がいたら
その時、友よ、君の矢（羽を有するもの）で
太陽（昼の守護者）であるバーリンを射止めてくれ。」(141)

phyogs kyi mgon「諸方の守護者よ」　ラーマナのことを指している。呼びかけ表現である（’Bab
stegs 128.15f.; Track 23, 20:00）。ジャバは phyogs kyi mgon「諸方の守護者」がスグリーヴァのこ
とを指していると解釈し、これを呼びかけ表現ではなく、動詞’dzin「持つ」の主語とみなしてい
る（Mun sel 230.14ff.）。

mkha’ yi me long rtags「月（空の鏡）の目印」　腕に月の目印を付けているのはスグリーヴァで
ある。翌日、二匹の猿が激しい戦いを繰り広げる時、ラーマナが月の目印を見つけることができ
れば、その目印を付けていない猿こそが敵のバーリンであると認識できる。それゆえ、月の目印
を頼りにバーリンを識別し、矢で射止めてくれと、スグリーヴァはラーマナに向かって頼んでい
る（’Bab stegs 128.16ff.）。なお、カンブムが提示する別解釈によれば、「月」はスグリーヴァの腕
に付けられた鏡を表す隠喩である（Dgongs rgyan 138.4f.）。

sgro ldan「矢（羽を有するもの）」　サンスクリットの patrinに由来する表現。mda’「矢」を意味
する詩的語彙である。

nyin mo’i mgon po「太陽（昼の守護者）」　サンスクリットの dinanāthaに由来する表現。nyi ma
「太陽」を意味する詩的語彙である。バーリンを「太陽」という隠喩で表現することで、スグリー
ヴァの腕にある月の印との対比を明確にしている（’Bab stegs 128.19ff.）。なお、カンブムの別解
釈によれば、「太陽」はバーリンの腕に付けられた鏡を表す隠喩であり、それがスグリーヴァの腕
に付けられた鏡を表す隠喩「月」と対比されている（Dgongs rgyan 138.5ff.）。しかし、その場合、
スグリーヴァの腕にある鏡との違いをラーマナがどのようにして識別できるのか、という疑問が
起こる。

\HcTbT`oM<dIo<A`ZoTGLoMdT`oZVHn n
Rco<M=oW<oJoT<ĤoJoIn n
<KdLZo9MIoZ"`o5%T`oLH<oJdoU`Zn n
<8 qo,@Wo<IMo9C<Zo1>`IoJVo!̂Vn n

142b: W<o Σ; WLo Thimphu.
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142c: Z"`o5 %T`o Zhal, Gser; Z`o5%T`oMkha’, Bkra; Z"`oFT`o Thimphu.

二匹の猿の王が戦闘を行なうため
憎悪によって手と手を絡み合わせた時
武力を具えるシーターの主人は
稲妻という弓の王者を炸裂させた。(142)

zhe sdang lag pa ’khyud pa na「憎悪によって手と手を絡み合わせた時」　カンブムの zhe sdang
drag pos lag pa ’khyud de ’thab pa na「激しい憎悪によって手と手を絡み合わせて戦った時」という
解釈に従った（Dgongs rgyan 139.6f.）。シェルシュルワは zhe sdang lag paを並列複合語とみなし、
sems kyi zhe sdang dang lus kyi lag pa gnyis「精神的なものである憎悪と身体的なものである両手」
と解釈している（’Bab stegs 129.9）。

gzhu rgyal gnam lcags「稲妻という弓の王者」　「稲妻」はラーマナが手にする最高の弓（弓の
王者）を表す隠喩であると理解した。シェルシュルワは「稲妻」を矢の隠喩として理解し、gzhu’i
rgyal po dang sbyar ba’i gnam lcags kyi ngar dang ldan pa’i mda’ bo che「弓の王者と合わさった稲妻
の力〔と同じ力〕を具える強力な矢」と解釈する（’Bab stegs 129.12）。

\bFoJWoTHLoMoZdo9MIo!=`n n
M?coLoL<N YIoJZoWbZoLdVoLT`n n

VdoI`oH:VoMdoRcZoJoU`n n
TLToWcT`oH<ToMZo<=ZoV`Vo;?cVn n

143a: ! =`o Σ; ! =`Zo Bkra.

143b: M?coLo Σ; M?coLZoMkha’. WbZoLdVoLT`o Σ; LdVoLoU`o Thimphu.

143d: TLTo Σ; TLLo Thimphu.

ウトパラ蓮華の花びらが象（牙を持つ者）の
牙で突き刺されるようにして生きた体を失った
亡骸はガウリーという名の
バーリンの妻によって雪山に運ばれた。(143)

ut pal ’dab ma...「ウトパラ蓮華の花びらが…」　バーリンの身体がラーマナの矢で射られたことを
表現した直喩である。シェルシュルワは dper na...dang mtshungs par「例えば…と同じように」とい
う言葉を補って解釈している（’Bab stegs 129.13ff.）。「ウトパラ蓮華の花びら」という比喩はバー
リンの身体に相当し、「象」という比喩はラーマナが放った矢に相当する。

lus bor ba’i「生きた体を失った」　シェルシュルワの解釈によれば、「体」というのは文字通りの意
味を表すのではなく、意識（rnam shes）を表す隠喩である（’Bab stegs 130.5）。確かに「体を失っ
た亡骸」では意味をなさない。ここでの lusは「生命」や「活動力」の意味であろうか。ジャバは
rnam shes kyis bor ba’i lus po ste ro「意識を失った体、すなわち亡骸」と読み替えて説明を与えて
いる（Mun sel 233.15）。

dkar mo「ガウリー」　ガウリー（*Gaurı̄）というサンスクリットの想定が正しいかどうかは定か
でない。他にシュクラー（*Śuklā）やサラスヴァティー（*Sarasvatı̄）などの名前も想定され得る。
ヴァールミーキ版『ラーマーヤナ』では、バーリンの妻の名はターラー（Tārā）である。

M`<oU=ZoMoHcT`oM`<oWZoI`n n
,@o?cIoM`<o?bT`o,@oMOVoT< (=Zn n
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HcoU`oSc<ZoMoTGdVoLoHcn n
,!o<?VoK Dc=o<KcoM;ToWo, !n n

M2F`IoJoLS=oH=oH:VoMdo<A`Zn n
H<ToH=oM ?o=Io9ZIo>`<o<Kcn n

144a: WZo Σ; Mo Thimphu.

144d: K Dc=o<K co Σ; TKDc=o9MIo Thimphu.

その切れ長の眼を持つ娘の眼から
広大に広がる涙の海が生まれた。
その雫がしぶきを上げるとそれは
星座群となって空を駆け巡った。
スグリーヴァが歓喜するかたわらで
ガウリーは悲しみに沈んだ。(144)

mig yangs ma de’i mig las ni「その切れ長の眼を持つ娘の眼から」　migという同音節の反復がな
される。同様に第二詩脚では rgya、第三詩脚では de、第四詩脚では rgyuという音節が反復される
（Dgongs rgyan 140.14f.）。

rgyu skar phreng ste「星座群となって」　世間の人々が「星座群」と呼んでいるものは、空に飛
び散ったバーリンの妻の涙である（’Bab stegs 130.9f.; Dgongs rgyan 140.8ff.）。

[14]ハヌマンタ、シーターを探し出す

<8qoTPTIo$coLdZoV=o<`oI`n n
M?`ZoLD=o<KdVoLT`o<FMoHcoL<FHn n
HL=o0̂<oZDZoJdoI<Zo;=`o$cn n
9Ko1>cHo<ZbMoJoULo;=`oV`<Zn n
[o7qoMIoGoHIc<ZoJo>In n
M2F`IoLS=oL DIoU`IoHcZoHcoGdZn n

145d: [o7 qoMIoGo Σ; -Zo7qoMoHco Thimphu.

145e: H Ic<ZoJo Σ; H Ic<Zo9MIo Bkra.

145f: GdZo Σ; GdLo Thimphu.

弓取り達の主（ラーマナ）は自分の
妻が失われた物語を語った。
自在天（シヴァ）の子息で森の主であり
三つの眼を持つ父と同族の
ハヌマンタという名の自尊心に満ちあふれる
スグリーヴァの家臣である彼がそれを聞いた。(145)

ha nu man tha「ハヌマンタ」　ハヌマット（Hanumat）のことである。本書ではハヌマンタ（Ha
nu man tha）という名称で呼ばれる。

des de thos「彼がそれを聞いた」　諸註釈は「彼がその話を聞いて探索した結果、シーターがラン
カー島の都城にいることを知った」（des gtam de thos nas brtag pas sı̄ tā lang ka’i grong khyer du yod
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par shes so）と説明する（’Bab stegs 131.12f.; Dgongs rgyan 141.15f.）。次の詩節ではハヌマンタが
ランカー島（「鬼神の国」）に行こうとする場面が描写されるので、本詩節に記されていない物語
の内容をこのように補って理解しなければならない。

XoST`oUbWo6qoL2F dHoTHdHoJZn n
M?d=ZoJo?cIoJdo<>`<oL<\@dHoHcn n
)Wo?cIow]=oULoTKbVo9M `=o<`Zn n

HI`oLRdIoLH<oJdT`o2F d=o; ?cVoZVcLZn n
MoI`ow]=o9ZT`oV`<ZoU`IoFcn n

w]=o<`oLH<oJdZoLSToLoH=on n

L>ToLo9Z<oJVoL>ZoJZoM?dHn n

146b: M?d=ZoJo Σ; M?d=oLo Bkra.

146c: w ]=oULo Σ; w]=oI<o Thimphu.

146d: 2F d=o;?cVoZ VcLZo Σ; 6,=o6 qoZVcLo Thimphu.

146e: LH<oJdZo Σ; LH<oJdT`o Thimphu.

146f: L>Zo Σ; <>cZo Thimphu.

鬼神の国に行くことにしようとして
大きく一飛びに跳ね上がると
ガルダ鳥（強い推進力を持つ者）の扇のような跳躍力のために
風神（香りの乗物の自在者）の都城に着いた。
彼の母は風神の一族であったので
風の自在者は豪勢な食べ物や
飲み物を出して饗応した。(146)

rtsal chen rlung yab「ガルダ鳥（強い推進力を持つ者）の扇」　 rtsal chen「強い推進力を持つ者」
はサンスクリットのmahāvikramaに相当する表現。シェルシュルワによれば、ガルダ鳥のことを
表している。「扇」はガルダ鳥の翼を表す隠喩である（’Bab stegs 132.8）。

rlung gi bdag pos「風の自在者は」　ハヌマンタの母方のおじは、訪問者が自分の甥であることを
知って手厚くもてなした（’Bab stegs 132.10ff.）。

Z VVoU=o0>`o$cZo<dMoJoI`n n
?bo<FcVo0 >`o0>`VoWd<oJoLR`In n
HdVoFcoM2F `IoL>bT`o<\@cHoMdT`oOWn n
Z"`o5%T`oLNVIo;=oVoLVo0>`In n
V"oMoEoU`oZdVo<6 qLo;=`n n
%<ZoWZoHcoU`oKdoAVoXcZn n

147c: Fco Σ; Hco Thimphu. MdT`o Σ; MdZoMkha’, Thimphu, Bkra.

147d: Z"`o5 %T`o Σ; Z"`oFT`o Thimphu, Bkra.

それから後ろに引き戻す一歩を
まるで海（水の蔵）の引き潮のように
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投じると彼はダシャグリーヴァの庭園の
シーターの牢獄の囲いに辿り着いた。
ラーマナの指輪を確かな証拠として
彼が遣わした使者であることを知った。(147)

rā ma n. a yi sor gdub「ラーマナの指輪」　ハヌマンタは自身がラーマナによって派遣された使者
であることを証明するために、ラーマナの持ち物である指輪をシーターに見せた。その後、ハヌマ
ンタは一緒に逃げることをシーターに提案したが、彼女は長きにわたって牢獄に入っていた自分
をすぐに救出してくれなかったことに対する不満や、ラーマナが武力で解放してくれないことに
対する嫌悪感を持っていたので、逃亡したいという気持ちにはならなかった（’Bab stegs 133.7ff.）。

VWo;bVo>IoZDZoVWoLo<NYMoJdZoULo;=`o<8q=oLS=o$cZoZbo8q<ZoJo<\ @cHo1>cHoMT`n n

Po:[T`oLboMdo%<o5[oT; ?`WoHcZoV"oMT`oU`HoWoV`=oIZo<IZoL>ZoHI`oMT`o,!In n

T<(HoJT`o<c<ZoZboLNVIo;=oMoMoHcoU`HoVLoL8FZoZcMZo;=`o8Fd<oJT`oOV<ZoHcoU`HoTd=oH=on n
KDHoJo8FcHoH:To9C<Zo;ẐoIdIoJT`oW<o9MIo<RdIo7qZoV=o<`oH<ToMT`oLHcoLoLR`In n

148a: >Io Thimphu; \@Io Σ. MT`o Σ; JT`o Thimphu.

148c: T< (HoMkha’, Bkra; T<^Ho Zhal, Gser; T< (=Zo Thimphu. U`Ho Thimphu; U`Zo Σ.

148d: ;^Zo Σ; ;^T`o Zhal. H<ToMT`o Σ; H<ToLT`o Thimphu.

シヴァ（長髪という重荷を持つ者）の子であり、長髪の光沢によって、父（シヴァ）の
代と同じ良き伝統が生きていることを知らしめる女である

ガンガー（ジャフヌの娘）が常に渦巻く彼（ハヌマンタ）は、ラーマの心に長く留まっ
ていたけがれた流れの

洗浄を邪魔するその女囚人（シーター）の意識にある侮蔑の感情という汚れの塊のせ
いで、愛する二人の

再会を困難にした。鉄の鉤で押さえつけられた象（手を持つ者）の若者が自分の恋人
との愛の喜びを困難とするように。(148)

ral khur can sras「シヴァ（長髪という重荷を持つ者）の子」　四つの刊本は全て ral khur spyan
srasという読みを与えるが、ティンプーで出版された手書き写本が与える ral khur can「長髪という
重荷を持つ者」という読みに従う。シェルシュルワが参照した多くの伝本には ral khur spyan sras
と書かれていたようであるが、彼自身は ral khur can srasという読みが正しいのではないかと疑っ
ている（’Bab stegs 134.19f.）。ハヌマットは長髪という重荷を持つシヴァの息子であり、自身も父
と同じような長髪を持つ。『チベット歴代文学作品選《金塊》』の編者は spyan srasを「三つの眼を
持つ大自在天の子息」（spyan gsum dang ldan pa’i lha chen gyi rigs sras）と解釈する（n. 52）。

gzhung bzang「良き伝統」　かつてシヴァはガンガー（ガンジス河）を自身の長髪の中にとどめ
ておいたという伝説がある。父の代に築かれたガンガーとの共存関係（lhan cig ’grogs pa）という
伝統をハヌマンタも継承し、自身の長髪の中にガンガーを住まわせている（’Bab stegs 134.8f.）。

skyed byed ma’i...「知らしめる女である…」　 skyed byedは文字通りには「生み出す」を意味す
るが、ここでは父の代と同じ良き伝統が息子の代でも続いているのだという理解を生み出すこと、
すなわち知らしめることを意味すると思われる。ジャバの註釈においても skyed byedは「表に出
して知らしめること」（phyi la mngon par byed pa）であると説明される（Mun sel 242.7）。

dza hu’i bu mo rtag tu ’khyil des「ガンガー（ジャフヌの娘）が常に渦巻く彼（ハヌマンタ）」　
ハヌマンタの長髪が光沢を帯びて輝いているのは、中にガンガー（ガンジス河）を住まわせてい
るからである。その長髪の光沢を証拠として、ハヌマンタも父シヴァと同じくガンガーと共存関
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係にあることが知られる。dza hu’i bu moはサンスクリットの jahnukanyāに相当する表現であり、
ガンガーを意味する詩的語彙である。

dri ma’i rgyun「けがれた流れ」　ラーマナの心をけがすものとは、自身の愛妻との別離によって
もたらされた苦しみ（rang gi dga’ ma dang bral ba’i sdug bsngal）である（’Bab stegs 134.12f.）。「け
がれた流れの洗浄」というのは縮約表現である（Track 24, 26: 20）。

yid rab brnyas sems「意識にある侮蔑の感情」　四つの刊本は全て yis rab brnyas semsという読み
を与えるが、ティンプーで出版された手書き写本が与える yid rab brnyas semsという読みに従う。
シーターはラーマナが自分をすぐに救出してくれなかったことや、彼自身の武力で牢獄から解放
してくれないことを不満に思い、ラーマナに対して侮蔑の感情を抱いている（’Bab stegs 133.7ff.）。

HdIoM=o1>oLZo<dMoJT`oT2FdZn n
T; ?dVoLoTH`oH<o1ZoVoFT`n n
T;VoLoWoL%cIo2F d<oM;Vo!=`n n
$cZoTLD=oWd=oLoL,!HoJoA`Hn n

149a: 1 >o Σ; 1 >Zo Thimphu. T2FdZo Σ; 2F dZo Thimphu.

149c: T;Vo Σ; M;Vo Thimphu.

あれこれ骨折りをしたあげく筋道から
逸れてしまうこうした話はバーラタの
杖に寄りかかるヴァールミーキに
追随する盲人達が次々と続いた結果に他ならない。(149)

bha ra ta’i ’khar ba「バーラタの杖」　叙事詩『マハーバーラタ』の言葉（gzhung tshig）を「杖」
という隠喩で表現している（’Bab stegs 135.11）。

rjes ’brang long ba brgyud pa nyid「追随する盲人達が次々と連鎖した結果に他ならない」　この
詩節はインド神話に対する皮肉を述べたものである（’Bab stegs 135.14）。

HMdHoJT`o?=o<`ZoM?dZoJoU`n n
LoX;̀HoI`oG`<oWco>In n
6qZo<k@dVoVWo2F`T`oT0(WoT;dVo!=`Zn n
V=o<`o0>d<ZoTH`oAMZoJoGdLn n

150a: U`o Σ; U`Zo Thimphu.

150c: T0 (Wo Σ; T< (Wo Thimphu. ! =`ZoMkha’, Thimphu; ! =`o Zhal, Gser, Bkra.

150d: AMZo Σ; AMo Gser.

（シーター：）

「呪いの酒に酔ったヴァシシュタという
象（斑点模様を持つ者）は
上昇宮の呪いという刃物の装置によって
味方の側に打撃を与えてしまったのね。」(150)

ba shiShTha「ヴァシシュタ」　ヴァシシュタ（Vaśis.t.ha / Vasis.t.ha）は『リグ・ヴェーダ』の讃歌
の作者と伝えられる聖仙達の一人。チベット語でGnas ’jogと訳されることもある。シェルシュル
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ワによると『大孔雀陀羅尼』（Rma bya chen mo’i gzungs）という文献の中に、呪術に長けた八大聖
仙の一人としてヴァシシュタの名が現れる（’Bab stegs 136.20ff.）。

thig le can「象（斑点模様を持つ者）」　サンスクリットの padminに由来する表現。glang po「象」
を意味する詩的語彙である。ここで「象」はヴァシシュタを表す隠喩である（’Bab stegs 136.13f.）。

dus sbyor「上昇宮の呪い」　上昇宮（dus sbyor, *lagna）は占星術の用語。物語冒頭でウマーがラー
ヴァナにかけた呪いを表す隠喩である（’Bab stegs 136.7ff.）。

ral gri’i ’phrul ’khor gyis...「刃物の装置によって…」　酒を飲ませて凶暴化した象の鼻に刃物の装
置（ral gri’i ’phrul ’khor）を取り付けて野放しにすると、上手くいけば敵を滅ぼすことでできるが、
下手をすれば味方を破滅させることにもなりかねない。象が敵の方面に向かわず味方に打撃を与
えてしまうように、「ヴァシシュタの呪い」（ウマーの呪いを表す隠喩）はラーヴァナにではなく、
自分達の側に降り掛かってしまったようだと言ってシーターは嘆いている（’Bab stegs 136.3ff.）。

<NoO V<ZoMHd<o>IoTHMo!=`oM=Wn n
TPTIo;==o.WWoH=oLDWoLoHcZn n
<RcoN<ZoHco<lHZoZVVo<lHZoJn n
?cIoJdo,WHo;==o?dMo+WIoJn n
AMoG<oTL DdZoJT`o==oObWo!=`n n
$cZoZboL<Fc<ZoJo<IZoMcHoHcn n
HJToLdoX`oLoM?d<oU`Io!=`n n
<UbWo=dVoTLDdZoJoHco9KoM`In n

151d: Jo Σ; 'MZo Bkra.

羅刹（多色者）の泥のような子宮を
持ちながらも塵をかぶっていない彼女は
そうした嘆きの言葉を語り、またこう述べた。
（シーター：）

「偉大な者はたとえ没落したとしても
みじめな泥棒が逃亡するような仕方を
真似することがあってはなりません。
勇者にとって最高の栄誉は死を選ぶこと。
戦場から逃げ出すなどもってのほかだわ。」(151)

sna tshogs mdog can「羅刹（多色者）」　サンスクリットの karburaに由来する表現。srin po「羅
刹」を意味する詩的語彙である。

’dam gyi mngal ’dzin kyang「泥のような子宮を持ちながらも」　羅刹の娘であるシーターは、自
らそれを望んでいないながらも、泥のようにけがれた子宮を有している（’Bab stegs 137.14）。

rdul dang bral ba「塵をかぶっていない」　シーターには羅刹の種族が有する欠点が付着していな
かった（srin po’i skyon gyis ma gos pa）という意味である（Mun sel 247.10）。

chom rkun pa nyam thag ’bros pa’i ngang tshul「みじめな泥棒が逃亡するような仕方」　罰せら
れて牢獄に入れられた泥棒は、逃亡の機会が得られると、後先も考えずに脱獄してしまう。しか
し、それは勇者のなすべき行動ではない。シーターが最も望んでいるのは、ラーマナが武力で自
身を牢獄から解放してくれることであり、もしその望みが叶わないならば、臆病者となって逃亡
するよりも牢獄で死ぬことを選びたいと彼女は考えている（’Bab stegs 138.4ff.）。
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[15]ハヌマンタ、羅刹の軍勢に捕らえられる

LHco<\@cZo<\ @cHoOWo!=oTGb=oOV<Zn n
I<Zo;=`o<VoM;IoRYoKDc=o<` n

Zd<oWcT`oK Dc=oLZo<ScVo!̂VoJn n
Zdo9MIoZdZoLSb=oTHMoLboLR`In n

152a: LHco Σ; LHcVo Gser.

152b: K Dc=o Σ; TKDc=o Thimphu.

152c: K Dc=o Σ; TKDc=o Thimphu.

152d: Zdo9MIo Σ; Zo9MIo Gser. THMo Σ; THLo Thimphu.

良く生育した庭園の樹々（足で飲む者）は
森の踊り手の連なった体毛という
ひとつながりの鋸で粉々にされた。
象（牙を持つ者）の牙に掴まれた水草のように。(152)

bde skyes skyed tshal rkang ’thung tshogs「良く生育した庭園の樹々（足で飲む者）」　ラーヴァ
ナの宮殿の庭園に生育する樹々である。ハヌマンタが来るまでは、かつて誰にも踏み荒らされた
ことはなかった（’Bab stegs 139.5f.）。

nags kyi gar mkhan「森の踊り手」　猿の王者ハヌマンタのことを指す（’Bab stegs 139.6f.）。ハヌ
マンタは羅刹達に対する敵対心（mtho ’tshams pa’i bsam pa）を抱いていたので、ラーヴァナの庭
園を踏み荒らして破壊しようとした（’Bab stegs 138.13f.）。

){oH=oX`=oH=o<cWoLoH=on n
THMo<\@cZoT@`<ZoJZoAcIoJo'MZn n
\@`oLdoZoWo<k@VoIZoI`n n
\HcTbT`oHL=oLdVo0><oTOWo1>cHn n

153b: THMo Σ; TPHo Thimphu. AcIo Σ; <F cMo Zhal, Gser.

草も木も小枝も蓮の花も
恐怖心で押しつぶされた者達は
頭を地面にくっつけて
猿の王者に礼拝した。(153)

spyi bo sa la sbyar nas ni「頭を地面にくっつけて」　ハヌマンタは庭園の草木や花々を引き抜き、
上下を逆さにして、それぞれの頭頂部を地面に埋めるという悪戯をした（’Bab stegs 139.9ff.）。ト
ンドゥプギャはここで転移の技法が用いられていると理解する（Track 26, 2:17）。

<ZdHoLH<o<\@cZo'MZo2̂Vo<ZdHo1>cHn n
A`IoMdo,!oLT`oZ D`IoJdoI`n n

HL=o0̂<oM@b<oMo>IoHcoU`n n
$cZoT2FdoT2F doLT`o<do<?LZoKDd<Zn n

154a: 'MZo Σ; I`o Bkra.
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154b: I`o Σ; TH`o Thimphu.

154c: M@b<o Σ; T@b<o Thimphu.

154d: K Dd<Zo Σ; TKDd<o Thimphu.

羅刹（ニカシャーの子）達を
瞬時に殺す昼に活動する羅刹である
尾をつけたその自在天（ハヌマンタ）に
拮抗できる者はいなかった。(154)

gsod bdag skye「羅刹（ニカシャーの子）」　サンスクリットの nikas.ātmajaに由来する表現。ニカ
シャー（Nikas.ā）はランカー島の羅刹達を産んだ母の名前。srin po「羅刹」を意味する詩的語彙で
ある。「ニカシャーの子」はラーヴァナを指す場合もあるが、ここでは複数表現 rnams「～達」が
あるので、羅刹達を指していると考えられる。

dbang phyug mjug ma can de「尾をつけたその自在天（ハヌマンタ）」　ハヌマンタは昼に活動し、
羅刹は夜に活動する。両者の相違点は活動する時間帯のみであるので、ハヌマンタは「昼に活動
する羅刹」である。また、ハヌマンタと自在天（シヴァ神）の相違点は尾をつけているか否かと
いう点のみであることから、ハヌマンタは「尾をつけた自在天」である（’Bab stegs 140.9ff.）。

rjes ’gro ’gro ba’i go skabs phrogs「拮抗できる者はいなかった」　ハヌマンタは自身に拮抗（rjes
’gro）する他の衆生（’gro ba）が出現する余地（go skabs）を与えなかったという意味である（Dgongs
rgyan 150.1f.）。rjes ’groは「～に類似する」（phyogs mthun pa）という意味である（Track 26, 6:20）。

MGVo1>cHoH1̂<oFdoKMo1 >cHoJT`n n
M?coLo'dIoJdoL VoTd<o'MZn n
M`o0>cHo0><o,@oL>`=ZoJoI`n n
HI`oLS=o9KcoLo>Io!=`oI`n n
;oU`oKb<oJVo<IZoTdZoRcZn n
2F d=o<`oLbHoMcHoOV<Zo'MZo<^Hd< n

155a: Fdo Σ; Gdo Thimphu.

155c: I`o Zhal, Thimphu; TH`o Gser, Mkha’, Bkra.

155d: ! =`o Σ; ! =`Zo Thimphu.

155e: Kb<o Σ; Lb<o Thimphu.

155f: <^ Hd<o Σ; <^ Hd<Zo Gser.

（村の女達：）

「ヤマ（終末をもたらす者）の棍棒を
打ち負かすはずの上下の鋭い牙は
不壊の印相を固く結んでいるけれど
ジャコウジカ（良い香りがする臍を持つ者）の
口の中にあった方が良かったみたいね。」
こう言って村の女達はあげつらうのであった。(155)

mthar byed「ヤマ（終末をもたらす者）」　サンスクリットの antakaに由来する表現。gshin rje「ヤ
マ」を意味する詩的語彙である。

mi phyed phyag rgya bcings pa ni「不壊の印相を固く結んでいるけれど」　見かけの上ではとて
も怖そうに見える（’jigs ’jigs ltar snang ba）という意味である（’Bab stegs 140.16）。
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dri bzang lte ba can gyi...「ジャコウジカ（良い香りがする臍を持つ者）の…」　ジャコウジカの
牙は見た目は恐ろしいけれども、実際には誰も傷つけることはない。村の女達は、羅刹達の恐ろ
しい牙があるべき最もふさわしい場所は彼らの口の中ではなくジャコウジカの口の中だと述べて
いる。羅刹達が猿一匹すらつかまえることができないことへの皮肉である（’Bab stegs 140.12ff.）。

MOIo,!T`oLSToX`=oI<Zo;=`oOWn n

HdoVVoI<Zo;=`o<VoM;IoVdWn n
WZo;=`o9C<Zo<^Hd<oM2 qWo,@IoI`n n
M2F`IoJT`oV=o1̂=o,@Io6qoL V=Zn n
<Xd<oJo9MIoU=oWZo;=`oI`n n
M;ToU`oKoVdWoT<dMoM`o7qZn n

156f: M;ToU`o Σ; M;ToMo Thimphu. M`o7 qZo Σ; Mo7 qZo Thimphu.

羅刹（夜に蠢く者）の果樹園という
舞台で森の踊り手（ハヌマンタ）が戯れていると
業という鉄の鎖の頸飾りを
首の周りに自然に生まれた装飾として受け取った。
もし翼があったとしても業という
空の向こう側まで進むことはできない。(156)

las kyi lcags sgrog mgul rgyan ni...「業という鉄の鎖の頸飾りを…」　ハヌマンタは人為的に作ら
れた鎖でつながれても逃げることが可能であるが、自らの業の報いという自然発生的な鎖から逃
れることはできない（’Bab stegs 141.12ff.）。「業」が「鉄の鎖」という隠喩で表され、さらに「鉄
の鎖」が「頸飾り」という隠喩で表されている。二重隠喩の構造になっている（Track 26, 15:35）。

,!<oM?d=oG`<oWco>IoHcoU`n n

RYoA<oVcoVco<NoOV<ZoMHd< n

<kH=oLbT`oO V<ZoI`o=WoLoU`Zn n
THVo9MIoW<oJZoTLHoHcoLSb=on n

157b: VcoVco Σ; VcoVcVo Gser, Mkha’.

157b: =Wo Σ; Wo Thimphu. U`Zo Σ; U`o Thimphu.

猿（走り跳ねる者）という象（斑点模様を持つ者）の
一本ずつの毛を羅刹（多色者）という
蜂の群れはさんざん苦労しながら
震える手で辛うじてつかまえた。(157)

rgyug mchong「猿（走り跳ねる者）」　サンスクリットの plavaṁgaに由来する表現。spre’u「猿」
を意味する詩的語彙である。

sbrang bu’i tshogs「蜂の群れ」　羅刹達を表す隠喩である。蜂の群れは、香木の樹液に体をこす
りつけたことにより芳しい香りを発している象の周りに群がる。それと同じように、羅刹の群れ
は、ハヌマンタの毛の一本一本をつかまえようとして群がっている（’Bab stegs 142.11ff.）。

’dar ldan lag pas「震える手で」　羅刹達の手は恐怖で震えていたが、彼らは苦労の末にようやく
ハヌマンタをつかまえた（’Bab stegs 142.9f.）。
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V`oH|<ZoHL=oJdoV=oWbZo;=`n n
[oU`ZoAcIoMGVo<kH=oLbZoT@dMZn n
0>d<Zo;=`oT;dVoWdo<ScVoLboH=on n
L DWoFcoH2FoU`oHJb=o<`ZoMIIn n

158b: U`Zo Σ; U`o Thimphu. AcIo Σ; Aco Thimphu.

158d: L DWo Thimphu; TLDcWo Σ.

獅子（獣達の王）は自分の身体に負った
傷に苦しめられた末、蜂に滅ぼされた。
四方という車輪をつなぎ止める釘が
外れて敵の軍勢に打ち負かされた。(158)

ri dwags dbang po...「獅子（獣達の王）は…」　サンスクリットのmr
˚

gendraに由来する表現。seng
ge「獅子」を意味する詩的語彙である。ここで「獅子」はハヌマンタ、「傷」はハヌマンタが過去
に積んだ悪業、「蜂」は羅刹を暗示する（’Bab stegs 142.15ff.）。縮約表現の技法が用いられている
（Track 26, 22:38）。

phyogs kyi ’khor lo gzer bu dang bral te「四方という車輪をつなぎ止める釘が外れて」　ハヌマン
タは東西南北の四方向を羅刹の群れに包囲され、逃げ場を失った（’Bab stegs 142.17ff.）。

Xo;D<oTHdHoJoHcoH<o<`Zn n
Z Dd<oWoGbLoOVHoL)MZoJoIn n
O UoU`oH=dZo2)Lo<k@`Io1>cHoJT`n n
L6qHo)TT`o,@oMOVo;oWZoWbHn n

159a: THdHoJoHco Σ; SoTHdHoJo Zhal.

159b: O VHo Σ; ?dHo Zhal, Thimphu.

159d: WbHo Σ; 9Z Z=o Thimphu.

肉と血を欲する彼らが
生命をおびやかす行為に取りかかると
長寿の境地をもたらす
甘露の海が口から流れ出てきた。(159)

bdud rtsi’i rgya mtsho kha las lud「甘露の海が口から流れ出てきた」　ハヌマンタは羅刹達によっ
て今にも殺害されようとしていたが、とっさに知恵を働かせ、彼らを欺く話をした。ハヌマンタの
話には勇猛さ（dpa’）と賢さ（spyang grung）が備わっていたので、羅刹達にはそれが長寿の境地を
もたらす神の言葉のように美しく心地良いものに聞こえた。しかも、ハヌマンタが発する言葉は、
あたかも甘露が瓶の口から途切れることなく注がれるように、淀みなく流暢に発せられた（Mun
sel 261.11ff.）。「甘露」はハヌマンタの話（gtam）を暗示する隠喩であるが、比喩基準のみが示さ
れ、比喩対象「話」は示されない。非明示的隠喩の技法が用いられている。さらに、「甘露」とい
う隠喩が「海」というもう一つの隠喩によって表現される。二重隠喩の構造になっている（Track
27, 6:36）。

1{oUco9KdZoX`<oI<Zo;DdHo;=`n n
LH<oJdoAcZoJVo1>cHoJoWn n
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T<d=oLVoM`o7qZo1>cHoJdoU`n n
; D`MZoWb<Zo=cZoJo<A`ZoUdHoHcn n

160b: AcZo Σ; <A`Zo Thimphu.

（ハヌマンタ：）

「さあ考えてみてご覧、密林の王者に対する
刑罰を実行するにあたって決して
逸脱してはならないものとして創造主が
定めた二つの掟がある。」(160)

nags khrod kyi bdag po「密林の王者」　ハヌマンタは自身を「密林の王者」と呼び、自分の殺害
方法について羅刹達に教示しようとしている（’Bab stegs 144.5f.）。

byed po yi khrims lugs nges pa gnyis「創造主が定めた二つの掟」　「創造主」とは宇宙を創造した
ブラフマン神のことである（’Bab stegs 144.7f.）。ブラフマン神は、密林の王者を処刑する際に必
ず二つの方法のいずれかを選ばなければならないと定めているとハヌマンタは語る。第一は、豪
勢な飲食物を大量に食べさせて窒息死させるという方法であり、第二は、尾に油のついた布を巻
き付けて着火し、焼き打ちにするという方法である（’Bab stegs 145.7ff.）。

HcoWZoT<d=ZoIoHI<oJdoU`n n
HMdHoJZo; ?cHo><o>`<o?VoT@dMZn n
HM ?WoLo'MZoH=o<KdLZo9MIoH=on n
9ZIo>`<oZoTd<oLNVIoVVoTKcIn n

161b: ?Vo Σ; >Vo Thimphu, Bkra.

161d: LNVIo Σ; L)VIo Thimphu.

（ハヌマンタ：）

「もしそれから逸脱すればルドラ神の
呪いによって君達は一斉に滅ぼされ
地獄に向かう者達や悪魔バリと
一緒に地底の牢獄に放り込まれるだろう。」(161)

stobs ldan「悪魔バリ」　バリ（Bali）は悪魔の一種である。ヴィシュヌ神の第五のアヴァターラ
である矮人ヴァーマナ（Vāmana）の物語に登場する（Track 27, 5:18）。

<=oU=oMVoMco<N YMo!=`ZoI`n n

H==ZoFcoT?`oLVo1>cHoJo<Kcn n
<AcIo6qoTdZoJT`oH2FoT@dMZoIn n
<?LZo<ZbMoJVoTdZoLSToLoH=on n
L5[=oLoL9M<oJVo1>oLoU`Zn n
X`Io5[oT2F=ZoJVo1>ZoFcoLZHn n
?bo1]=oO V<Zo;=`Zo?cVo<=oLT`n n

*T=oLboLHcoLVo<IZoJoM`In n

162d: JVo Σ; Jo Gser; <Z=o Thimphu. LSTo Σ; LS=o Zhal.
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162e: L5[=oLo Σ; L5[=oH=o Thimphu. L9M<o Σ; 9Z<o Thimphu.

162f: T2F=ZoJVo Σ; L2F=oLVo Thimphu.

162h: Lbo Σ; LVo Bkra.

（ハヌマンタ：）

「いかなる灯明も油で
窒息させられると消えてしまう。
友人にしても良い敵を滅ぼそうと思うならば
神々（三時期を経過する者）が享受すべき
食べ物や飲み物や舐め物で
満腹にして殺すのが良い。
幾つもの河川で一杯に満たされた
池が無事でいられるはずはない。」(162)

gang yang mar me snum gyis ni...「いかなる灯明も油で…」　油は灯明に火をともすために必要
な要因であるが、かといって急激に大量の油を灯明に浴びせると火は消えてしまう（’Bab stegs
145.5ff.）。

skabs gsum par ’os「神々（三時期を経過する者）が享受すべき」　 skabs gsum pa「三時期を経過
する者」はサンスクリットの tridaśaに由来する表現。lha「神」を意味する詩的語彙である。skabs
gsum par ’osという表現は、直訳すれば「神々にとって相応しい」であるが、要するに「神々が享
受すべき」（longs spyad par ’os pa）という意味である（’Bab stegs 145.7f.）。

>`o<oM`oLSHoAcZoJoU`Zn n
L Vdo?cIoZDd<oI`oT<d<oJoIn n
<NYMo9MIoVZo;=`ZoT<ĤoJoU`Zn n

M@b<oMT`o!=oTGb=oZDc<oSZoT@dMZn n

163a: U`Zo Σ; U`o Thimphu.

163b: ?cIo Σ; >Io Thimphu. T<d<oJoIo Σ; T<d<oJoI`o Zhal; T<d<oJo>Io Bkra.

163c: ;= `Zo Σ; ;= `o Thimphu. U`Zo Σ; >Io Bkra.

163d: Z Dc<o Σ; LZDc<o Gser.

（ハヌマンタ：）

「一方もし身の毛がよだつような罪状で
智慧ある敵を死刑に処するならば
油まみれになった布が巻き付いた尾という
樹（足で飲む者）の炎で焼き打ちにするのが良い。」(163)

mi bzad nyes pa yis「身の毛がよだつような罪状で」　具格助詞 yisは死刑執行という行為の根拠
を表す。直前の詩節で述べられた第一の場合とは異なって、全く友好的とはいえない、大罪を犯
し、しかも智慧のある敵を処刑する場合について述べている。

mjug ma’i rkang ’thung「尾という樹（足で飲む者）」　「樹」はハヌマンタの尾を表す隠喩であ
る（Track 27, 15:05）。

\coMoLVdo9MIoLHcIo<lHoU`n n
H2FoLdT`o=<oI`oZboU`ZoT<d=Zn n
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9Zo'MZoH<ToLoMOVIo?o>In n
M?co'dIo'MZoI`o\HcTbT`o<8qn n
TLLo<Kc<Zo?cIoJdoL<KcIo!̂VoJn n
<N=o<kHo9Z ZVoWcIoHI=oZDd=oLR`In n

164b: T<d=Zo Σ; T<d=o Thimphu.

164d: I`o Σ; ;= `o Thimphu. <8qo Σ; <8q=o Thimphu.

164f: 9Z ZVo Σ; 1 ^Vo Thimphu.

何ともはや真実を語る智慧者の言葉には
たとえその人が敵であろうと一体誰が逆らえようか。
神々にとって喜ばしいものはインドラ（武器を持つ者）であるように
鋭い牙を持つ者（羅刹）達にとって喜ばしいものは猿の弓であった。
大きな桟橋を頼りにして
浄化の行に努める仙人のように。(164)

blo ldan bden smra「真実を語る智慧者」　ハヌマンタのことを指している。ここでハヌマンタは
羅刹達を騙して、いかにも真実らしい言葉を語っているに過ぎないが、羅刹達はその言葉を信用
している（Mun sel 265.20ff.）。

mche rnon rnams ni spre’u’i gzhu「鋭い牙を持つ者（羅刹）達にとって喜ばしいものは猿の弓で
あった」　「鋭い牙を持つ者達」（mche rnon = mche rnon po can）とは羅刹のことである。「弓」と
いうのは、曲がった（’khyog po）形をしている弓のように、回りくどい（’khyog po）表現を含ん
だハヌマンタの詐り（g-yo sgyu）の言葉を表す隠喩である。羅刹達はハヌマンタの言葉をすっか
り信用していたので、彼らにとってその言葉は喜ばしい存在となっていた（Mun sel 267.1f.）。な
お、シェルシュルワはこの詩脚を「鋭い牙は猿にとって弓と同じように喜ばしい存在であった」と
理解する（’Bab stegs 146.17ff.）。

gtsang sbra lhur len drang srong bzhin「浄化の行に努める仙人のように」　最後の二つの詩脚の
比喩は難解である。諸註釈が示す解釈によると、仙人が水浴場で浄化の行（gtsang sbra, *śauca）を
実行してけがれから離れるように、ハヌマンタも策略を用いて羅刹達を騙し危機的状況から離れ
たという意味である（’Bab stegs 147.1ff.; Dgongs rgyan 157.11ff.; Mun sel 267.2ff.）。しかし、その
場合、bzhin「～のように」を受ける言葉が本文中には見出されないので、諸註釈が示すような補
足をしなければ文が成立しないことになる。シェルシュルワはこの難解な詩節に対する自身の見
解は確定的なものではないことを述べ、ツォンカパの「もし合理性を見出すならば〔その場合に
のみ〕受け入れて頂きたい。この上なく微妙な問題については、私のような者の認識が錯誤し得
ないことはないのだから。もし合理性を見出さないならば、どうか修正して頂きたい」17という言
葉を引用している（’Bab stegs 147.8ff.）。

[16]ハヌマンタ、羅刹の国を焼き討ちにする

W`oX`T`o?bo<FcVoM=WoWZoGdIn n
,@o<\@c<ZoV=oLR`IoKdoL D=oHcn n
JHoMoV"o<T`o9ZZIoJdoLR`In n

17Kun gzhi dka’ ’grel 43b4: gal te rigs pa lta na blang || phra zhing phra la bdag ’dra’i blo || ’khrul mi srid pa
ma yin phyir || ci ste min na gzhan du gyis ||
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HcoIZo<F`=oJdVo!̂VoJoU`n n
V`Io?cIoRYVoWcIo;=oL)U<ZoI`n n

HJToLdoM2F `IoL>bT`o<RWoUZo;=on n

165a: X`T`o Σ; ;D`T`o Thimphu. GdIo Σ; TGdIo Thimphu.

165b: Hco Σ; <K co Thimphu.

165d: IZo Σ; Io Thimphu.

165e: WcIo Σ; Wd=o Thimphu.

丁字の樹という海（水の蔵）の子宮から採れた
松脂を本体とするその宮殿はまるで
ルビーで出来たメール山のようであった。
その中枢に位置する
琥珀の宝石で出来た楼閣が
勇者ダシャグリーヴァの邸宅である。(165)

li shi’i chu gter mngal las thon「丁字の樹という海（水の蔵）の子宮から採れた」　子宮から出て
くるのは月経（zla mtshan）の血液である。ちょうど子宮から赤い血液が出てくるように、丁字の
樹（li shi, *lavaṅga）から赤い松脂が採れる（’Bab stegs 148.14f.）。「丁字の樹」という比喩対象が
「海」という隠喩で表され、さらに「海」が「子宮」という隠喩で表されている。二重隠喩の構造
になっている（Track 27, 4:20）。

MHTosoLoU`oT@b<o=d<ZoFcn n
L,@o1>`IoU`Ho;=`o9C<Zo;T̂dn n
MOWoH=o\`IoHIo7#`oWoH=on n
M"Ho<ZcVo!=`Zo;oL<^!VoLT`n n

Wo>T`o2F d=oH=o2F d=o; ?cVoK Dc=on n
TPTIoMT`oT@ToOVIo<dZoLS=oL<KcIn n

166c: MOWo Σ; OWo Thimphu.

166d: ! =`Zo Thimphu, Bkra; ! =`o Σ.

166e: >T`o Σ; ?T`o Gser. KDc=o Σ; TKDc=o Thimphu.

166f: MT`o Σ; MZo Gser, Bkra.

そこはカーマ神（五つの矢を持つ者）の入口であり
シャクラ神の心をとらえる鉤であった。
朱とサファイアと
エメラルドと金で色をつけた
瀝青の家屋と街の並びは
大地が身にまとった虹の衣のようであった。(166)

mda’ lnga ba yi ’jug ngogs「そこはカーマ神（五つの矢を持つ者）の入口」　ラーヴァナの宮殿
はあまりにも魅力的であったので、カーマ神ですらも自身の宮殿に対する愛着を捨て、その羅刹
の宮殿を訪れに来る（’Bab stegs 148.19ff.）。詩的空想の技法が用いられている（Track 28, 5:07）。
mda’ lnga baはサンスクリットの pañcaśaraに由来する表現。カーマ神もしくは他化自在天（gzhan
’phrul dbang byed, *paranirmitavaśavartin）を意味する詩的語彙である。
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brgya byin yid kyi lcags kyu「シャクラ神の心をとらえる鉤」　ラーヴァナの宮殿は、三十三天を
支配する神々の王者シャクラ（帝釈天）の心をも魅了した（’Bab stegs 149.2f.）。

<=o<`o#oMoV`oLdoU`n n
<FdZoH=oMAMoJT`oVZo;=`Zo<Ud<Zn n
HcoU`ZoT1(oMVo,@oMOVoTGb=Zn n
HcoWZo6qZoMGT`oMco9KVoTLVn n

167b: <FdZo Σ; <K dZo Thimphu.

167c: U`ZoMkha’, Thimphu, Bkra; U`o Zhal, Gser. TGb=Zo Σ; TGb=o Thimphu.

167d: TLVoMkha’, Thimphu; <QVo Σ.

彼（ハヌマンタ）の尾に山の
大きさに等しい布をかぶせて
それに胡麻油という海を飲ませると
そこから劫末の火のように炎が上がった。(167)

de yis ’bru mar rgya mtsho ’thungs「それに胡麻油という海を飲ませると」　 de yiという異読
もあるが、de yisという読みが正しいのであろう。シェルシュルワは’thungsを使役動詞「飲ませ
た」（’thungs = ’thungs su bcug）として理解する。de yisは使役動詞で表される行為の動作者を表
す（’Bab stegs 149.15）。

,!<oM?d=o,!<o>`=oM?d=oLoU`Zn n

#oULo2 V`=oHcoT<(<ZoJVo1>Zn n
A`Io1>cHoL6qIoH<oXVoLoU`n n
I<ZoOWo?cIoJdoLR`Io6qoTLVn n
F<o>cZo<^Hd<ZoJo)UoMdo>In n
O=ZoJT`oT@`<o%cIoSoLVo)VMn n

168b: 1 >Zo Σ; 1 >cHo Thimphu.

168e: F<o Σ; &<o Thimphu. <^ Hd<Zo Σ; <^ Hd<o Thimphu.

168f: O=Zo Σ; O<Zo Zhal. )VMo Σ; L)VIo Bkra.

猿（駆け跳ねる者）は駆け巡り飛び跳ねたので
かのチャーマラ島は混乱に陥り
七つの太陽が同時に昇った時の
巨大な森のように激しく燃えた。
轟々と音を立てる炎（尖端を有するもの）は
梵天世界までも食い尽す勢いであった。(168)

rgyug mchong「猿（駆け跳ねる者）」　カンブムが説明するように、rgyug mchongは spre’u「猿」
を意味する詩的語彙である（Dgongs rgyan 162.3）。

rnga yab gling de ’khrugs par byas「かのチャーマラは混乱に陥り」　ハヌマンタは尾に火をつけ
たまま宮殿の敷地内で激しく飛び跳ね、駆け回ったので、火は宮殿全体に広がり、島全体が大き
な混乱状態に陥った（’Bab stegs 150.13ff.）。
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tshangs pa’i ’jig rten za bar rtsom「梵天世界までも食い尽す勢いであった」　宮殿全体に広がっ
た火が実際に梵天世界にまで達するわけではない。誇張表現である。ここにはガウダ様式に特有
の「愛らしさ」という美質（mdzes pa’i yon tan）が認められる（Track 28, 13:25）。

#oULo2 V`=oI`o2 )o<ZbMo<Kcn n
M=dIo\@dHoMcoGLoHcoI=o6qn n
Z D`IoJdT`oOV<Zo;= `oUMoX`=oWZn n
HI<oJdT`oLboU`Zo<k@`IoZ Dc<o1 >Zn n

169a: I`o Σ; Hco Thimphu; <`o Bkra.

三角形のチャーマラ島という
その調伏護摩の火の炉の中
羅刹の群れという護摩木を使って
ルドラの子は護摩を焚いた。(169)

mngon spyod me thab「調伏護摩の火の炉」　調伏護摩（abhicāra）では三角形の炉が用いられる
（’Bab stegs 151.1; cf. 森 2011: 112, 124ff.）。同じ三角形の形をしているチャーマラ島が「調伏護摩
の火の炉」という隠喩で表されている。

drag po’i bu「ルドラの子」　ルドラはシヴァの別名である。シヴァの子とはハヌマンタのことで
ある。ハヌマンタは三つの眼を有する者（mig gsum pa）であるので、三角形の「三」との間に数
の一致がある（’Bab stegs 151.2f.）。

NdIoMcHoV`<oN<ZoM;IoHcoU`Zn n
H2FoLdoT0 (WoT;dVo<k@dVoLZoL>dMn n
<\@coH2 qo'MZoWoIMo6qoU=on n
ZD`IoJdT`oT@`<ZoJoMcHoJVo1>Zn n

170b: T0 (Wo Σ; L< (=o Thimphu. L>dMo Σ; L>dMZoMkha’.

かつて現れたことのないその持明者は
呪いのヤントラを使って敵を滅ぼし
人々がいつでも
羅刹に怯えずにいられるようにした。(170)

sngon med rig sngags mkhan de「かつて現れたことのないその持明者」　ハヌマンタのことを指
す隠喩であるが、比喩基準のみが言及され、それによって暗示される比喩対象「ハヌマンタ」は
言及されない。トンドゥプギャによれば非明示的隠喩である（Track 28, 17:47）。

’phrul ’khor sbyor bas「呪いのヤントラを使って」　ハヌマンタの尾についた火のことを指して
いる（’Bab stegs 151.6）。ここでも非明示的隠喩の技法が用いられている（Track 28, 18:00）。

#oMT`o<F`=oJdoTLVo1>cHoI`n n
Vc<oJVo)VMoOUo<R`WoLT`oZVHn n
6q<o>IoK=oLVoT@b<o)VMoJn n
6q<oZdo<\H<oJT`oHLb<Zo;=`ZoL>`Wn n
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171a: Jdo Σ; JdVo Gser, Thimhu.

171d: Zdo Σ; Jdo Thimhu. L>`Wo Σ; L>dMo Thimhu.

尾の髄に火（燃やすもの）が
達しようとした時、火を鎮めるために
サガラ（有毒者）の住居に彼が入ろうとすると
毒の牙を持つ者達が恐怖のあまり息を吐いて鎮火した。(171)

’bar byed「火（燃やすもの）」　サンスクリットの jvalanaに由来する表現。me「火」を意味する
詩的語彙である。

dug can phang ba「サガラ（有毒者）の住居」　「海」を意味する。dug can「有毒者」はサンス
クリットの sagaraに由来する表現である。シェルシュルワはこれを klu「龍／ナーガ」の意味で理
解している。dug can phang ba「サガラ（有毒者）の住居」はサンスクリットの sāgara「海」に相
当する表現である（’Bab stegs 151.15f.）。

dug so skrag pa’i dbugs kyis bcil「毒の牙を持つ者達が恐怖のあまり息を吐いて鎮火した」　尾の
髄まで達した火を消すためにハヌマンタが海に入ると、龍達は自分達の国が焼き尽くされてしま
うのではないかと恐れ、息を吹きかけて鎮火した（’Bab stegs 151.16ff.）。

[17]ラーマナ、ラーヴァナを征伐する

1 qIo<ZdHoH2FoHcZoM?d=Zo<>`<o<`Zn n
V"oMT`o6,=oTd=Zo<FMoL<FHoHcn n
UIoW<oLR`o9MIoHJb=o<`o.WWn n
?boMGd=ZoT<d<oJoAcoLVoLXMZn n

172a: HcZo Σ; Hco Thimphu. M?d=Zo Σ; M?d=o Thimphu, Bkra.

172b: V"o Σ; Vo Thimphu. 6 ,=o Σ; T2FMo Bkra.

172c: 9MIo Σ; JT`o Thimphu. <`o Σ; <`Zo Thimphu.

172d: MGd=Zo Σ; TGb=Zo Gser; MGd=o Thimphu.

かの羅刹（皆を殺す者）の敵は一飛びに
ラーマの前に戻って来て経緯を語った。
彼は四部隊を具える軍隊という砂塵で
まるで空を遮るかのように配備した。(172)

kun gsod dgra「羅刹（皆を殺す者）の敵」　 kun gsodはサンスクリットの āśaraに由来する表現。
srin po「羅刹」を意味する詩的語彙である。「羅刹の敵」とはハヌマンタのことである（’Bab stegs
153.3）。

gtam「経緯」　シーターがハヌマンタに語った内容を指す。すなわち、ラーマナが武力を行使し
てシーターを解放するように求めていること、また、シーターが自ら逃亡する意思はないことで
ある（’Bab stegs 153.4ff.）。

yan lag bzhi ldan dpung「四部隊を具える軍隊」　象兵、馬兵、馬車兵、歩兵の四つを具備した軍
隊のことである（’Bab stegs 153.7f.）。

rdul chu mthongs ’gog pa「砂塵でまるで空を遮るかのように」　ラーマナが配備した軍勢の数の
多さを表している。誇張表現である。ガウダ様式に特有の「愛らしさ」という美質（mdzes pa’i yon
tan）が認められる（Track 28, 24:00）。
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TPMoLbo2 V`=oH=oHcoU`oLVn n
?boZD`IoT1 ^=o<IZoHVoLoH=on n
?coLT`o?boWo\HcWoOV<Zo;= `Zn n
!=oTGb=oSMoJZo<^HdWoLVo?Zn n

173a: TPMoLbo Σ; P2k [o Thimphu.

173c: \H cWo Σ; \H cTbo Thimphu. ;= `ZoMkha’, Thimphu; ;= `o Zhal, Gser.

173d: SMoJZo Σ; SMoJo Thimphu. <^ HdWoLVo Thimphu; <^ HdWoLZo Σ.

ジャンブ洲とその島の間には
海（マカラの巣窟）が広がっていたが
猿の群れは広大な水の上を
木の橋で渡って行こうとした。(173)

chu srin ’byung gnas「海（マカラの巣窟）」　サンスクリットのmakarākaraに由来する表現。rgya
mtsho「海」を意味する詩的語彙である。ジャンブ洲とランカー島（チャーマラ島）の間は海で挟
まれており、実際にそこには凶暴な海獣マカラが生息するとされる（’Bab stegs 153.10ff.）。

HI=oZ Dd=o2F d<oM;VoRcZo1 >oLn n
,@oMOVT`oT2FMo!=`oLZMo<FIoJn n
HcoU`ZoAoM`Ho>cZo1>oLn n
?boZD`IoAoM`Ho<Kd=o<ZbMo!=`n n
<Kd=o?cIoWbZo;=`oOHoTPTIoJT`n n
SMoJo?cIoJdoAcoLVoLNb<Zn n

174c: U`Zo Σ; U`o Thimphu. AoM`Ho Σ; %oM`<o Thimphu.

174d: AoM`Ho Σ; %oM`Ho Thimphu.

174e: OHo Σ; OVHo Thimphu.

ヴァールミーキ仙人という
海岸に住む行者がいた。
彼はティミというものがいると語ったので
三千大千世界の大きさの身体を持つ
海獣ティミと同じ大きさの
巨大な橋を彼らは造り上げた。(174)

rgya mtsho’i ’gram gyi bsam gtan pa de yis...「海岸に住む行者がいた。彼は…」　能格助詞 yisを
受ける他動詞が文中に示されていない。諸註釈に従って、zer「～と語る／語った」という動詞を
補って理解する。猿の軍勢は木の橋を渡って行こうとしたが、どのような橋を作れば良いのか分
からなかったので、海岸にいたヴァールミーキ仙人に、海の大きさや、その中に生息する生き物
について質問したところ、仙人はティミという巨大な生き物が生息していることを彼らに告げた
（’Bab stegs 153.14ff.; Mun sel 279.19ff.）。

nya mid「ティミ」　サンスクリットの timiに相当する語。チベット語の nya midは「魚を飲み
込む者」を意味する。海の中にはティミという海獣を食べるティミンギラ（timiṅgila）が住んで
おり、さらにティミンギラを食べるティミティミンギラ（timitimiṅgila）が住んでいる（’Bab stegs
153.16ff.; cf. de Jong 1983: 172）。
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zam pa chen po「巨大な橋」　猿の軍勢は木の橋を造るのをやめ、集合して海獣と同じ大きさにな
り、互いの手足をつないで巨大な橋になった（’Bab stegs 153.20）。

TLVoLT`o9Z<oMo<^Ho<^Hd<ZoI`n n
HJb=oOV<Zo0(oMoLFLo<Kco<IZn n

175b: 0 (o Σ; 9Z<o Thimphu.

燃えずに残ったラーヴァナも
軍陣を張って待ち構えていた。(175)

’bar ba’i lhag ma sgra sgrogs「燃えずに残ったラーヴァナ」　ハヌマンタの火に焼かれずに生き
残った羅刹ラーヴァナのことである（’Bab stegs 153.21f.）。

M"HoHd<ZoJo<ZcVo!=`oL D=oT2FdT`o9KdoU`ZoT<Ĥo>`=o:co:coVboU`oM`<oH<oV`<oV`<o2Vd<o<`o9Cco<UdoLwVo
U`o=dZoWo'MoJVoT0>=on n

A<oK DIoO V<ZoI`oMGcLoWd=o<k@dVoLT`oT0(WoT;dVo<Xd<oJT`o<^Hdo9MIoLH<o><o<IMo6qo,!<oWo9KdZo

JoMcHo>cZoT2FIoJoLR`Io6qoM?d=oLVo)VMn n
<8qo,!HoM?d<oMT`o?b=oMoWoVdWoH Ic<ZoJT`o=oVdZo\H`Io!=`o<^HoWoHMIoJoA`Ho<KcVoTdIoJT`oO V<ZoWo

<^ HoH1>=Zo<KdIo1>cHoVboMO VIoT0>Vn n
Mco9Cco<Kd=o<`oH IoLoT; D`<ZoJT`oVWo2F `oTLVoH=oVWo2F `o<RdIo7qo?bo2F `oH=oI`o:oEoUoZd<ZoWd=oWd=o
<UdoR`=oGMoGMoSb<oJZo0>d<Zo1qIoT<c=Zn n

176a: Hd<Zo Σ; <Hd=o Thimphu.

176b: <k @dVo Σ; T1 >dVo Thimphu. <^ Hd o9MIoLH<o><o Gser, Thimphu; <^ Hd o9MIo Σ. <IMo6 q o, !<o Σ; IMo6q o, ! o
Thimphu.

176c: ?b=oMo Σ; ?boMo Gser. =oVdZo Σ; =oVdo Thimphu. Vbo Σ; 6 qo Thimphu. T0 >Vo Σ; T0>=o Thimphu.

176d: :oEoUo Bkra; :oIoUo Σ. T<c=Zo Σ; T<d=o Thimphu.

エメラルドの束（虎皮の矢筒）と黄金の蛇（豹皮の矢筒）の腹に巻き付かれ、カルケー
タナの眼で睨みをきかせながら、きらめく稲妻の閃光は腿の所にぶら下がり

矢の束は、弓を合わせた仕掛けの力のおかげでまるで「翼を持つ鳥のように我らは天空
を駆けめぐるのに誰の力も要らない」といって張り合うように跳ね上がる支度をし

弓の弦は美人の妻と戯れ、自尊心に溢れる怒号で雲の雷鳴に敗北をもたらすと、聾者
達に音の調べを聞かせる軍旗が掲げられ

千の火花の網を張り巡らす剣が燃え上がり、小型の剣や小刀や投げ槍などが沸々と揺
らめきぐさりと突き刺さるさまが全体で繰り広げられた。(176)

margad dogs pa gser gyi brang ’gro’i lto yis ’khyud「エメラルドの束（虎皮の矢筒）と黄金の蛇
（豹皮の矢筒）の腹に巻き付かれ」　「エメラルドの束（dogs pa = dog pa）」は、シェルシュルワに
よれば「虎の皮で作った矢筒」（stag ral）を意味する。エメラルドを溶かして作った液体で緑色に
塗られた矢筒である（’Bab stegs 155.3）。次に、gser gyi brang ’gro「黄金の蛇」は、シェルシュルワ
によれば「豹の皮で作った矢筒」（gzig shubs）を意味する。黄色の矢筒である（’Bab stegs 155.3）。
あるいはまた、margad gdong ba...という異読に従うならば「エメラルドの顔（gdong ba）に黄金
の蛇の腹が巻き付く」と解釈できるかもしれない。
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ke ke ru yi mig「カルケータナの眼」　カルケータナ（karketana）は白色の宝石である（’Bab stegs
155.4f.）。また、カルケータナは黄緑色をしている（kha dog ljang ser can）という説もある（’Bab
stegs 155.20f.; Gser gyi sbram bu 505.15f.）。

’on pa’i tshogs la sgra dbyangs ston byed「聾者達に音の調べを聞かせる」　聾者にまで聞こえる
のではないかと思われる程に大きな音が鳴ったということを描写した誇張表現である。ガウダ様
式に特有の「愛らしさ」という美質（mdzes pa’i yon tan）が認められる（Track 29, 13:10）

me lce stong gi dra ba ’khrigs pa’i...「千の火花の網を張り巡らす…」　最初の三つの詩脚は 31音
節からなるが、第四詩脚のみ 35音節からなる不規則形となっている。

ka n. a ya「投げ槍」　サンスクリット kan. aya（kan. apaともいう）の音写である。’phang mdung「投
げ槍」のことを指している（’Bab stegs 155.17）。

phyogs kun ’gengs「全体で繰り広げられた」　 phyogs kun ’gongという異読に従うならば、「小型
の剣や小刀や投げ槍などが沸々と揺らめきぐさりと突き刺さったので、全方向〔にいる者達〕が
恐れをなした」とも理解できる（Dgongs rgyan 168.1ff.）。

V`<oH=o<^!o)WoMGVoZdIoJVn n

H2FoGLZoM;ZoJoHJToLdT`oOV<Zn n
TL DdZoJo9KoLbVo<KdIo>`=oTHcLZn n
ZoWoT1>VoR`=oAWoLVo)VMn n
THVoLo9KVo<KdIo<UcVoL<o1>cHn n
LSb=oR`=oLSb=oR`=oL<FcIoJoH=on n
;=co;=co[io[io?dMo?dMoRcZn n
; D<o,!IoTP<o9MIoZdo<^HoT1>`In n

177a: JVo Σ; Jo Thimphu.

177b: GLZo Σ; TGLoMkha’, Bkra.

177c: LbVo Σ; Lbo Bkra. THcLZo Zhal, Thimphu, Bkra; THc<Zo Gser, Mkha’.

177d: T1 >Vo Σ; T0 >Vo Thimphu. AWoLVo Σ; RoTKVo Thimphu.

177f: LSb=oR`=oLSb=oR`=o Σ; <Sb=oR`=o<Sb=oR`=o Thimphu.

177g: [io[io Σ; [o[o Thimphu.

学問と技芸を完全に極め
戦術に長けた勇者の軍団は
逃げるように見せかけて攻撃を加え
地面にくっついて寝た振りをしたり
怯えた振りをして大胆に行動し
次々と敵を掴まえては迫って行き
キェキェ、ハンハン、チョムチョムと
血潮を垂らしながら歯のぶつかる音を立てた。(177)

g-yer bag byed「大胆に行動し」　『チベット歴代文学作品選《金塊》』の編者が与える註記によれ
ば、g-yer bagは [1]（向こう見ずな）大胆さ（rgod bag）、[2]心の高ぶり（sems ’phang mtho ba）、
[3]滑稽さ（bzhad gad che ba）、[4]愉快さ（snang ba che ba）、[5]荒地（dben pa’i gnas yul）などの
意味を有するが、ここでは第一の意味で使われている（Gser gyi sbram bu 505.17ff.）。

UoWHoOV<ZoI`oH=bWoH:Vo!=`n n
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HI`oMcHoMcoWd=oLR`Io6qoTLVn n
OWWo!=`oG`<ZoJo,@ZoJoU`Zn n
<ZcVo9MIoMoWoLZ=o<FdVo1>cHn n

178c: U`Zo Σ; U`o Bkra.

178d: LZ=o Σ; LZ=Zo Thimphu.

何体もの甲冑が白銀で出来た
けがれのない鏡のように輝きを発し
飛沫を上げる汗水の雫が
大地（金を蔵するもの）に聖水の供養をした。(178)

gser ldan ma「大地（金を蔵するもの）」　サンスクリットの vasumatı̄に由来する表現。sa gzhi「大
地」を意味する詩的語彙である。

bsang gtor「聖水の供養」　プロークシャナ（proks.an. a,瀧浄水）を撒く儀礼のことである（cf. 森
1990: 1019）。「汗水の雫」を擬人化した詩的空想の技法が用いられている（Track 29, 21:00）。

VLo5[oOVo'MZoT<<ZoFcoT!=cWn n
<MVoMoTL DdZoJT`o<Hd=oH=oI`n n
HJToLdo<UbWo6qo8q<ZoJoU`n n
<Hd=oLoTGLoJT`oKc<o&dLo;=`Zn n
IMoM;T`o=dZo1qIoVWoLoLR`In n

179a: O Vo Σ; O V<Zo Thimphu. T<<ZoFco Σ; T<<o<K co Thimphu.

179d: TGLo Σ; GLZo Thimphu.

179e: =dZo Σ; ;MZo Thimphu.

たくましい身体をした者達が息絶えて倒れ
逃亡する臆病者の顔と
戦闘に向かう勇者の顔が
打ち鳴らすシンバルによって
天空の全面が破裂するかのようであった。(179)

’gags te「息絶えて」　文字通りには「滅びて」という意味であるが、シェルシュルワの註釈に従っ
て「息絶えて」（dbugs ’gags te）という意味で理解する（’Bab stegs 157.17）。

Zdo9MIo<NoR<ZoL<\@dHoJoU`Zn n
WoWo9ZoU`oM6qIoZVoTKcIn n
T<ToR`<o<M=oLT`oZcMZoHM?WoMcn n
V=oA`HoZDc<oJT`o0>`Vo6qo<QdVn n

180d: Z Dc<o Σ; LZDc<o Thimphu. 0 >`Vo Σ; ?cHo Thimphu.

象（牙を持つ者）が長い鼻を振り回すと
ある者達は神々の集会の中へと振り飛ばされ
ある者達は憎しみの心という地獄の火で
自らを焼き払うために燃やされた。(180)
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la la lha yi mdun sar ’phen「ある者達は神々の集会の中へと打ち飛ばされ」　暴れ回る象によっ
て撃退された兵士達のある者は、天上世界へと飛ばされて落命した（’Bab stegs 157.21）。

’ga’ zhig sdang ba’i sems dmyal me...「ある者達は憎しみの心という地獄の火で…」　ある兵士達
は戦火に焼かれて命を失った。彼らは自身の憎しみの心のせいで戦場に赴き、そこで死を迎えた
のであるが、それはまるで地獄の火で自らを燃やすかのようであった（’Bab stegs 158.1f.）。

<=oOUoV=o<`oKoU`o2F dZn n
<dMZoJoHMVoZcVo>IoHL=o<`Zn n
M!=d<ZoT2F dT`oM<doLDWo<^ Ho<^Hd<ZoI`n n
T?`oLVoT!̂VoLoHcoHcoL<FHn n

181b: HL=o<`Zo Σ; H<o<`o Thimphu.

181c: T2FdT`o Σ; T2F dZo Zhal.

181d: T! ^VoMkha’, Thimphu; ! ^Vo Zhal, Gser, Bkra.

自分の父（シヴァ）からの助言を
心得ていた猿（橙色をした者）の王者は
馬（素早く駈ける者）の頭を切ればラーヴァナが
死に至るというその話をその通りに語った。(181)

gang tshe　接続詞 gang tsheと相関する de tsheが省略されている。シェルシュルワの註釈に従っ
て、de tsheを次の詩節の冒頭に補い、「猿の王者が語ったその時、弓取りの自在者ラーマナは…」
と理解する（’Bab stegs 159.2）。

mgyogs ’gro’i mgo「馬（素早く駈ける者）の頭」　mgyogs ’groはサンスクリットの turaṁgaに由
来する表現。rta「馬」を意味する詩的語彙である。ラーヴァナが持つ十の頭の中央にあるのが馬
の頭である（’Bab stegs 158.20f.）。

<8qoTPTIoHL=oJdoV"oMoEZn n
<8qo,@WoMGcLoWd=o<k@dVoLo1>Zn n
MObIo!=`o9ZoU`oMOVIo'dIoI`n n
M?d<o<`oM2F `IoT<ĤoQWoT0 (WoTP TIn n

182a: V"oMoEZoMkha’, Bkra; V"oMoET`o Zhal, Gser; VoMoU`o Thimphu.

その時、弓取りの自在者ラーマナは
弓の王者に弓懸を合わせた。
ヤマ（祖霊の神）の鋭い武器は
最上の首に巻き付くという神業を起こした。(182)

mtshun gyi lha「ヤマ（祖霊の神）」　サンスクリットの pitr
˚

devaに由来する表現。gshin rje「ヤマ」
（yama）を意味する詩的語彙である。

#oULo2 V`=o$coMGdoV`Zo;=`n n
GcMo<?ZoRLZo;=`ZoL%cIoJoGdLn n
LoX;̀HoU`o6 qZo<k@dVoI`n n
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LZ]oMcHoV`<oJVo=cZoJVo1>Zn n

183b: ;= `Zo Σ; ;= `o Thimphu.

183d: 1 >Zo Σ; ; ?Lo Thimphu.

チャーマラ島の王者は天界に通じる
階段に両足を乗せるに至り
ヴァシシュタ仙人の上昇宮の呪いは決して
外れないことを思い知らされる運命となった。(183)

mtho ris kyi them skas「天界に通じる階段に」　チャーマラ島の王者ラーヴァナはラーマの矢に
よって命を失い、天界に転生することとなった。ラーマナの矢は放たれれば必ず相手に命中し、
その矢が命中した者は必ず死に、その死者は必ず天界に生まれ変わると言われている（’Bab stegs
159.8f.）。

; D<o<`ZoHMVoLT`o,@oMO VoI`n n
LoW=o$cZoLR`IoT<d=Zo1>ZoFcn n
V=o<`oUbWoH=oL1FoX`ZoH=on n
M?`ZoLD=o9ZIo>`<oGdLoJVo!̂Vn n

184a: <`Zo Σ; <`o Thimphu.

184b: T<d=Zo Σ; T<dHo Thimphu.

彼は血で赤く染まった海を
牛の足跡を越えるようにして越えて行き
自身の住処と幸せな暮らしと
妻を一度に手に入れた。(184)

ba lang rjes bzhin「牛の足跡を越えるようにして」　戦いに勝利したラーマナとシーターは、まる
で牛の足跡の上を飛び越えるように楽々と海を渡り、一瞬の内に元の住居に帰って行った（’Bab
stegs 160.1ff.）。

...lhan cig thob par gyur「…を一度に手に入れた」　同時性の描写（lhan cig brjod pa, *sahokti）と
いう技法が用いられている（Dgongs rgyan 173.12f.; Track 30, 4:00）。

ZoLH<o,@oMOVoTKcWo1>cHoHcn n
W=o:T`oM<dIoJdo<^Ho<>Io!=`Zn n
L<^ H`LZoFco<Z=oLH<oI<ZoOWo!=`n n
SVdZo<VoM;IoJdT`o&do$cZoL>dMn n

185b: W=o:T`o Σ; W=o<T`o Bkra.

185d: $ cZo Σ; $co Bkra.

大地の支配者（ラーマナ）というその月（海を広げる者）は
ランカー島の守護者（ラーヴァナ）というラーフによって
遮られていたが森の踊り手（ハヌマンタ）という
グヒヤパティの金剛でそれを破壊した。(185)
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rgya mtsho ’phel byed「月（海を広げる者）」　 zla ba「月」を意味する詩的語彙である。ここで
「月」は大地の支配者ラーマナを表す隠喩である（’Bab stegs 160.11f.）。

gsang bdag nags tshal gyi zlos gar mkhan po「森の踊り手（ハヌマンタ）というグヒヤパティ」　
グヒヤパティ（Guhyapati,秘密主）は武勇の自在者（mthu stobs kyi dbang phyug）であるヴァジュ
ラパーニ（Vajrapāni,金剛手）の別名。ここで「グヒヤパティ」は森の踊り手ハヌマンタを表す隠
喩である（’Bab stegs 160.13ff.）。第一・第二詩脚では比喩対象を表す語が先に置かれ、比喩基準を
表す語が後に置かれていたが、ここでは比喩基準である gsang bdag「グヒヤパティ」という語が先
に置かれ、比喩対象である nags tshal gyi zlos gar mkhan po「森の踊り手」という語が後に置かれる
（Dgongs rgyan 174.11ff.）。混乱を避けるため和訳では順序を逆にした。

Ud=ZoT6qo!=oTGb=oTdoMT`oIo?b=oM"Ho;boLT`o<dZo!=dIoR`=on n
M;ToT2F dT`oK Dc=oLoRYo<MY<o'MoL1FoLHcoZd<ZoH<ToLT`o<8qoKMo1>cHn n

HcoH<o2]oH1>=ZoJ`oQ=o<^ Ho<FIoJHo<\@cZoM2F `Io<^HoX=oX=o<?Ho<FIoLZDcZoJo<^Hd<Zn n

LZMo<FIo<IZoTH`T`oT1̂=oLdT`o1qIo% d<o<UdoMcHoF`=oTPTIo<dMZoJVo1>cHn n

186a: T6qo Σ; T6qT`o Thimphu. TdoMT`o Σ; WdoMT`o Thimphu.

186b: 'MoL1Fo Σ; om. Thimphu.

186c: X=oX=o<?Ho<FIo Σ; om. Thimphu.

186d: TH`T`o Thimphu; TH`o Σ. F`=oTP TIo Σ; F`=o=coTP TIoMkha’, Bkra.

乳を蓄える若い女であるパーリジャータの樹々はエメラルドの液に染まった衣を身に
まとい

きれいに彩られた羽を持つ鳥達（空を行く者）の列が虹（シャチーを喜ばせる者の弓）
を打ち負かし

彼らの歌の調べや、弦楽器の美しい音色や、蜜蜂（蓮から生まれた者）が喉を鳴らす
音や、共命鳥のきれいな鳴き声が合わさって鳴り響き

この禅定行者の住処にいる人々は雑念によって乱されることなく禅定を修習している。
(186)

yongs ’du rkang ’thung ’o ma’i na chung「乳を蓄える若い女であるパーリジャータの樹々」　ラー
マナとシーターが暮らす森の中には、天上世界にあるパーリジャータ樹（pārijāta）のように見事
な樹々がある。豊富な養分（bcud）を蓄えるその樹々が「乳を蓄える若い女」という隠喩（養分＝
乳、樹々＝若い女）によって表現されている（’Bab stegs 161.14ff.）。

mkha’ ’gro「鳥達（空を行く者）」　サンスクリットの khagaに由来する表現。bya「鳥」を意味す
る詩的語彙である。

bde sogs dga’ ba’i gzhu「虹（シャチーを喜ばせる者の弓）」　 bde sogs dga’ ba「シャチーを喜ば
せる者」はおそらくサンスクリットの śacı̄nandanaに由来する表現であろう。シャチーの夫といえ
ばヴィシュヌであるが、ここではインドラを指していると思われる。「インドラの弓」とは虹のこ
とである。

de dag glu dbyangs...「彼らの歌の調べや…」　第一・第二・第四詩脚はいずれも 15音節からな
るが、第三詩脚のみ 19音節からなる。ティンプーで出版された手書き写本では shang shang skad
snyanの 4音節が欠落し、第三詩脚も 15音節となるので、これに従って読むべきかもしれない。

pad skyes「蜜蜂（蓮から生まれた者）」　おそらくサンスクリットの padmajaに由来する表現であ
ろう。bung ma「蜜蜂」を意味する詩的語彙である。

shang shang「共命鳥」　一身両頭の鳥である。『翻訳名義大集』に (Skt.) jı̄vaṁjı̄vakah. , (Tib.) shang
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shang te’u / shang shang nye’u（no. 4876）という項目がある。

W xoLoH:VoJdT`o&doWcLo<K c=on n
V`oT@dMZo1qIoH<T`oVdWoLoTP TIn n
HcoU`o'Mo<Ac<oHMIoJoRcZn n
2 )LoJT`oZoHco;d=oLRHoL!=`Hn n

187a: W xo Σ; Wo Thimphu.

真白な毛布のような石板の上で
悦楽に耽るインドラ（山の破壊者）が
手にする悦楽も大したことはないと
かの成就者の聖地は心の底から笑い飛ばす。(187)

ri ’joms「インドラ（山の破壊者）」　サンスクリットの gotrabhidもしくは adribhidに由来する表
現。インドラもしくはシャクラを意味する詩的語彙である。

rnam sgeg「悦楽」　サンスクリットの vilāsaに相当する語である。三十三天において天人・天女
達を従えるインドラが獲得する様々な欲望対象（’dod yon）によってもたらされる快楽のことを指
している（’Bab stegs 162.5ff.）。

VLoH<T`oH<To<K dIoHJWoT1>dVoTH`n n
W<o9MIo?b=oMo<UdoMcHo6 qn n
%dHoG<o<H<ZoZT`oH1̂<oJo<Kcn n
G`<oWco>Io!=`oU`HoTP TIo2F d=on n
TH`oWZo<RIoIoGVoLoU`n n
LHcoLo!=oIdMoQWIoU`IoRcZn n
?dZoH:Vo,@o?cIoM;?cIoJo'MZn n
LS VZoL$dHoK Dc=oLZoZdVoMdoLDcWn n

188c: % dHo Σ; <HdZo Thimphu. ZT`o Σ; JT`o Thimphu. <K co Σ; I`o Thimphu.

188g: ,@o Σ; ,@Wo Thimphu.

188h: KDc=o Σ; TKDc=o Thimphu.

喜びに満ちた饗宴の盛大さを具備するこの地は
象（手を持つ者）の妻達を身動きできないように
つなぎ止める縄が付けられた杖であった。
「象（斑点模様を持つ者）の心を魅了する
この里を除いてどこか他の所に解脱という
妙なる安楽があるといったら嘘である。」
こう言って広大な白法を知る賢者達は
讃辞の読誦という数珠で指先を忙しく動かした。(188)

lag ldan chung ma g-yo med du...「象（手を持つ者）の妻達を身動きできないように…」　喜び
に満ち溢れる森で暮らす雌の象達は、他の場所に全く魅力を感じなくなり、同じ森の中にとどま
り続けた。それゆえ、この森はあたかも象達をつなぎとめる縄が付いた杖のような場所であった
（’Bab stegs 163.4f.）。
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thig le can gyi yid ’dzin...「象（斑点模様を持つ者）の心を魅了する…」　誇張表現である。ガウ
ダ様式に特有の「愛らしさ」という美質（mdzes pa’i yon tan）が認められる（Track 20, 20:10）。

LN<ZoTdZoLN<ZoJVoM`o1>cHoJVn n
LH<o><o;oU`o;=oLS=oIn n
LHcoLVo<ZdZoJoHdIoMcHo>cZn n
VdoTPTIoO V<ZoTH`o>`<o?Vo<^Hd< n

189a: 1 >cHoJVo Σ; 1 >cHoIo Thimphu.

189b: Io Σ; I=o Thimphu.

189d: ?Vo Zhal, Mkha’; >Vo Gser, Thimphu, Bkra. <^ Hd<o Σ; <^ Hd<Zo Gser.

「称賛すべきものを称賛しないならば
せっかく私達を口という屋敷の中で
気持良くお世話してくれても無駄である。」
このようにこの舌達は異口同音に話すのであった。(189)

bde bar gsos pa「気持良くお世話してくれても」　美味しい食べ物を口（＝屋敷）の中に運ぶこと
を表している（’Bab stegs 163.13f.）。ここでは人々の舌が、屋敷に招かれた客人として擬人化され
ており、詩的空想の技法が用いられている（Track 30, 22:15）。

LboVMoX`=oI`o;oLoH=on n
L6qHo)ToVdoL DdoMcHoL!=`HoJn n
VLoLZ`WoMoH=oT2Fd<ZoJoU`n n
VLoH:VoTH`oU`ZoSVoLoT@dMZn n

190d: U`Zo Σ; U`o Thimphu.

砂糖黍さえも苦いものに感じさせ
甘露の味さえも不味いものに思わせるような
愉楽をもたらす女との交わりの
清らかさは月の白さを打ち負かした。(190)

’grogs pa yi rab dkar「交わりの清らかさ」　ラーマナとシーターの交わりの行為は罪悪をもたら
さない行為、すなわち白業（las rab tu dkar ba）であった。その行為の清らかさ——あるいは白さ
（rab dkar）は、月の白さをも凌駕するものであった（Dgongs rgyan 179.2ff.）。

[18]ラーマナ軍の兵士達を復活させる

HJToLdT`o,@oWZoGVoLoU`n n
V`oLd=o<RdIo7qT`o<Hd=oJoI`n n
,@Lo5[o0>d<ZoX`=o,!<o9MIoJn n

M=oJdT`oMHd<o>IoT<ToR`<oI`n n
<^Ho<^Hd<Zo$ cZo<\@cZoU`HoT@d<o<=on n
\boJo:VET`o6,=o6 qoZd=on n
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191b: Ld=o Σ; U`o Thimphu.

191e: T@d<o Σ; T@dMZo Thimphu.

勇者達の網の目から逃れた
兎の若者の面を持つ者が
後ろを向きながら疾走するようにして
羅刹（多色者）の残党が
ラーヴァナの弟である禅定行者
ウパカルナの前に辿り着いた。(191)

ri bong gzhon nu’i gdong pa ni rgyab tu phyogs shing rgyug ldan pa「兎の若者の面を持つ者が後
ろを向きながら疾走するようにして」　兎の模様を有する月が西の方角に沈む様子を表している。
月という若者が追手を気にして後ろを振り返りながら一目散に西の方角に駈けて行くように、羅
刹の残党もまたラーマナ軍の追手を気にして後ろを振り返りながら疾走する（’Bab stegs 165.7f.）。

mang po’i mdog can「羅刹（多色者）」　サンスクリットの karburaに由来する表現。srin po「羅
刹」を意味する詩的語彙である。

TdoHdHoTLdHoJoL,@o1>Zo;==on n
F`=oTPTIo<UdoLVoMo7qZoFcn n
<MY<oLNWoUbZo;=`ZoL'=ZoJoU`Zn n

FLoFLoJdVo!̂VoHcoH<o<`Zn n
; Ddo?boOoLZo'oLoU`n n
Lbo<o'MoJVoLZ Dc<ZoJVo!̂Vn n

192b: Mo Σ; M`o Gser.

192d: FLoFLo Σ; %Lo%Lo Thimphu.

192f: LZDc<Zo Σ; Z Dc<o Gser.

悲痛の叫び声で何度呼びかけても
三昧の状態から揺り動かすことはできなかったが
苦痛のあまり息を詰まらせて
慌てふためきながら彼らが
熱した溶液を注ぐと耳の
穴を焼き焦がすことができた。(192)

rna ba yi bu ga rnam par bsregs par gyur「耳の穴を焼き焦がすことができた」　羅刹の残党は熱
した溶液をウパカルナの耳の穴に注ぎ込むことによって、彼の禅定を停止させ、覚醒状態にする
ことに成功した（’Bab stegs 165.17）。

LZMo<FIo?=o<`ZoM?dZoJoWZn n
Z=ZoJoHcoWoX`oLoH=on n
$cZoMGbIoWdo,!Zo<FMo<l HZoJn n

M;?cIoJVoMP VHo>`<oWbZo;=`oM<dIn n
;=coMoH I<oJdT`oM?dHo<k@`IoL,@T`n n
A`oMoWZoI`oH:ToLSVd<oMT`n n
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HMdHoJoMco; ?cVo<KdLZo9MIoFcn n
QoU`Zo<Hd=osoKMo1>ZoLR`In n
\HcTbT`oO V<Zo;=`ZoZ D`IoJdoLZHn n
#oULo6qVo; DdHo?cIoJdVo!̂Vn n

193g: Jo Σ; JT`o Thimphu.

193j: ?cIoJdVo Σ; ?coIdVo Thimphu.

禅定という酒の酔いから
覚めた彼に向かって彼らは絶滅同然と
なってしまった事の経緯を話した。
「生類の守護者よ、どうかお聞き下さい。
ああ、ルドラのための幾百もの供犠という
太陽よりもウマーの呪いという
蛍は遥かに強力でありました。
狐が獅子（五面の者）を倒すように
猿の大群が羅刹達を殺しました。
チャーマラ島は巨大な墓場となりました。」(193)

drag po’i mchod sbyin brgya’i nyi ma「ルドラのための幾百もの供犠という太陽」　ルドラとは
大自在天シヴァのこと。物語の冒頭でラーヴァナが実行した供犠のことを指している（’Bab stegs
166.12f.）。ツァン地方に伝わる伝本にはmchod sbyin「供犠」の代わりにmchog sbyin「贈り物の
贈与」とする読みがあるという。これに従うならば、シヴァがラーヴァナに対して行なった「不
死の境地」という贈り物の贈与行為よりも、ウマーの呪いの方が強力であったと理解することが
できる（’Bab stegs 166.19ff.）。

gdong lnga「獅子（五面の者）」　サンスクリットの pañcānanaに由来する表現。seng ge「獅子」
を意味する詩的語彙である。ここで「獅子」は羅刹を表し、「狐」は猿の大群を表している（’Bab
stegs 166.16f.）。

R`oLVoTHdHoJT`o)UoMdo>In n
w]=o<`Zo<NbLZoIoTLVoT!̂VoFcn n

McoH=oT2F d<ZoIoNIoHIoU=on n
Z Dc<oJVo1>cHoJoL<\@cHoJVo=cZn n
M`<oZcVoRcZo1>T`oIHo1̂=oIn n
SVoLoV=oA`Ho<ZcVo6qo<KdIn n

194b: <NbLZo Σ; )WLo Thimphu. T! ^Vo Σ; ! ^Vo Zhal, Bkra. Fco Σ; R`=o Thimphu.

194d: Z Dc<o Σ; LZDc<o Thimphu.

消えることを望んでいた炎（尖端を有するもの）も
風に掻き乱されれば燃え上がる。
火と交われば栴檀の樹も
燃焼作用をもたらすのは当然のこと。
黄疸という病気にかかれば
月も自らを金色に見せるようになる。(194)
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me dang ’grogs na tsan dan yang「火と交われば栴檀の樹も」　栴檀の樹は清涼感（bsil ba）をもた
らすという性質を持つが、そこに火が起これば、物を燃焼する働きを持つようになる（’Bab stegs
167.19f.）。

mig ser zhes bya’i nad byung na...「黄疸という病気にかかれば…」　月は本来的には白色である
が、黄疸患者の前では金色の姿を現す（’Bab stegs 168.2ff.）。

R`oLoJoHcoT<(<ZoIZoI`n n
<NoLb<o<A`ZoWZo6qZoMGToU`n n
M!=d<ZoT2F doHMVoJdT`oLRdIoJo>In n
.WWoOV<Zo;?cVoLT`oHJb=o<`oOV<Zn n
\HdZoJZo\HcTbT`o,@WoJdoH=on n
,@WoJdoWZo<RIo:c=oVbZo1>Zn n

195a: IZo Σ; Io Thimphu.

195b: Lb<o Σ; Lbo Thimphu. WZo Σ; IZo Thimphu. MGToU`o Σ; MGT`o Thimphu.

195d: ; ?cVo Σ; T;?cVo Gser.

195e: \H cTbT`o Σ; \H cTbo Gser.

かの意識を鎮める者はかき乱され
鼻の両穴から劫末の時に現れる
疾風（赤い馬に乗って素速く進む者）という
砂塵を運び去る軍隊を
送り出すと猿の王（ハヌマンタ）と
王（ラーマナ）を除く者達を骸骨にしてしまった。(195)

zhi ba pa「意識を鎮める者」　禅定を実践する行者（bsam gtan pa）ウパカルナのことを指す（’Bab stegs
168.8f.）。ウパカルナは色界・無色界の静（zhi ba, *śānta）なる属性と欲界の麁（rags pa, *audārika）
なる属性を行相とする禅定（zhi rags rnam pa can gyi ting nge ’dzin）を実践する行者である。この
種の禅定を実践すると一時的に意識を鎮めることができるが、意識をかき乱す要因が発生すれば
直ちに精神集中は途切れてしまう（’Bab stegs 168.5ff.）。

mgyogs ’gro dmar po’i bzhon pa can「疾風（赤い馬に乗って素速く進む者）」　mgyogs ’gro「素
速く進む者」はサンスクリットの turaṁgaに由来する表現。rta「馬」を意味する詩的語彙である。
したがって、mgyogs ’gro dmar po’i bzhon pa canという表現を rta dmar can「赤い馬に乗る者」と
言い換えることができる。rta dmar canはサンスクリットの rohitāśvaに由来し、一般的には火神
（agni）を意味するが、ここでは rlung「風」を意味する詩的語彙として用いられている（第 28詩
節を参照）。要するに暴風（’thor rlung drag po）のことである（’Bab stegs 168.10f.）。

<=oU=oHLbWoLdT`o;boObVo!=`Zn n
H=bWo?bT`oG`<ZoJoL>`=ZoJoLR`In n
HMoJo'MZo;=`oU`HoWoI`n n
;DdoLoV`=o6 qoM`o<IZoZdn n

196a: LdT`o Σ; LT`o Gser.

196c: Wo Thimphu; WZo Σ.

ちょうど貧者の握りこぶしで
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水銀の雫をつかんだ時と同じように
聖者達の意識の中に
怒りが長く留まることはない。(196)

gang yang dbul bo’i khu tshur gyis...「ちょうど貧者の握りこぶしで…」　愚かな貧者が手にした
水銀を大切にしようとするあまり強く握りしめると、水銀は瞬時にしてこぼれ落ちてしまい、手
の中に長く留まることはない（’Bab stegs 169.5ff.）。

LZMo<FIoSZoWoZDcHoJoHcn n
<Uc=oLVo<IZoJT`o<IZoMcHoHcn n
MoU`oWo6 qoWoZDcHoJT`n n
1>`ZoJoXcZo9MIoHWoLVoM`In n

197d: HWoLVo Thimphu; =WoLo Σ.

禅定という食糧を欲しがっている彼には
意識が散乱したままでいる暇などない。
母の砂糖菓子を欲しがっている
利口な子は漫然と時を過ごさない。(197)

bsam gtan zas「禅定という食糧」　深い禅定の中で得られる軽安（shin sbyang, *praśrabdhi）すな
わち心身の心地良さのことである（’Bab stegs 169.9）。

la du la sred pa’i「砂糖菓子を欲しがっている」　 la du（Skt. lad. d. u）はインドの甘い砂糖菓子で
ある（第 36詩節を参照）。sred paは未だ砂糖菓子をもらっていない子がそれを欲しがっている状
態（sred pa =「欲しがっている」）を表している。以下に示すように、もし第四詩脚を ngal ba min
「疲れることがない」と読むならば、sred paは砂糖菓子をもらって食べている子がそれを貪り食う
状態（sred pa =「貪っている」）を表すと理解せねばならないであろう。

dal bar min「漫然と時を過ごさない」　四つの刊本は全て ngal ba min「疲れることがない」という
読みを与えるが、ティンプーで出版された手書き写本が与える dal bar minという読みに従い、な
おかつこれを「漫然と時を過ごさない」（rang dgar mi sdod）という意味で理解する。シェルシュ
ルワは ngal ba minという読みに基づき、rtag tu de za ba la ngal ba min「常にそれを食べ続けるこ
とにおいて疲れることがない」と註釈する（’Bab stegs 169.12）。ただし、その場合、詩節の後半部
は、砂糖菓子をもらって食べている子が飽きることなく食べ続ける様子を描写していることにな
るので、禅定を中断させられたウパカルナが急いで再び禅定に戻ろうとする様子を描いた前半部
との整合性が成立しないことになる。また、ジャバが提示する別の解釈によれば、ngal ba minは
ngal ba bsten pa min「努力を講じることがない」を意味する。確かに ngal baはサンスクリットの
śramaに相当し、「努力」を意味することもある。ジャバによれば、母からもらった砂糖菓子を貪
る子は他の食べ物を享受する（zas gzhan longs su spyod pa）ために努力することはない（Mun sel
313.9f., 313.21f.）。

IoVT`oLboH=oM`oTHIT`oHJb=oO V<ZoVbZoJT`oWbZo>Io<=ZoV`oKMo1>cHoV=oV=oWbZn n
MGToH<oZdoU`oKDc=oLoA`HoL!=`Zo<UbWo=dT`o[Ho1̂=oV=o0>d<ZoH<coWoH<dHoJoLR`In n

198b: K Dc=o Σ; TKDc=o Thimphu.

人の子とは異なる兵士達は骨だけの身体になり、白雪に覆われた山を圧倒してめいめ
いの身体は
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いずれも歯の並びばかりをあらわにし、戦場の驚くべき様子や自分達の陣営の勝利を
目にしてまるで笑っているかのようであった。(198)

na ra’i bu dang mi ’dra’i dpung tshogs「人の子とは異なる兵士達」　サンスクリットの nara「人」
という単語が用いられている。ここに描写されるのは猿の兵士達であるので、「人の子とは異なる」
と表現される（Mun sel 314.15）。

gangs ri pham byed「白雪に覆われた山を圧倒して」　兵士達の骨の白さは雪山の白い輝きをも圧
倒するほどであった（’Bab stegs 170.2f.）。

so yi phreng ba nyid bgyis「歯の並びばかりをあらわにし」　直訳は「歯の並びのみにした」。シェ
ルシュルワの註釈に従い、bgyis「～にした」を gsal zhing mngon par bgyis「明らかにし、あらわ
にした」と理解する。また、シェルシュルワは so yi phreng ba nyid kyis「歯の並びによって（笑っ
ているかのようであった）」という読みが正しいのではないかという推測を述べている（’Bab stegs
170.5ff.）。

HJTo?cIo[o7qoMIoGT`oULo;=`Zo6 qVo;DdHo:c=oVbZoTdHoV`Zo<?WoLS=o1>cHoJT`o<RIn n
Po:[T`oLboMdT`oTdoMT`oL>bHoTPTIo9ZoU`oV`oLdoPMoLboLDa1XT`oTL DWoMcHo2Fd<Zn n
1>oLo1>Zo<=oZD`HoJT`o<k@dVoL DWoUIoW<oT1̂=oRcZo=bVo<R `<oOVIo!=`Zo0>d<ZoH<oWn n
TdHoHMVoT2F cMZoMPHoZcMZo;=`oHL=o1 qIoKoVdWoZdIo!̂VoT;dVoO V<ZoHHo\HdoW<oZdVoSbMoJZo
<F`=o;oMPUZn n

HcoH<oIMoU=oH<coWZoM`o<Udo<\ @`Wo1 )=oTPTIo1>cHoO=ZoJT`oL<K `o<IZo2 )LoJT`o2F d=on n

199a: HJTo Σ; HJWo Thimphu. MIoGT`o Σ; MoHT`o Thimphu.

199b: PMo Σ; TPMo Thimphu. JDa1 XT`o Σ; JD`1 XT`o Zhal; 5L` oXT`o Thimphu; read LDa1 XT`o. TL DWo Σ; TL DZo
Thimphu.

199c: O VIo! =`Zo0 >d<ZoH<oWo Σ; om. Thimphu.

199d: TdHoHMVoT2F cMZoMPHo Σ; TdHoHMVoT2FcMZoMPHoJn n Thimphu. HHo\H do Σ; \H doLT`o Thimphu. SbMo
JZo Σ; S ]MoJdZo Thimphu. ;o Σ; <o Thimphu.

偉大な勇者ハヌマンタの父（シヴァ）が語った。「墓場で光の模様を織りなす骸骨達に
再び幸運をもたらす薬が

ガンジス河（ジャフヌの娘）の乳の滋養を含んだヒマーラヤ（神の山）にある。その
山は閻浮樹といつも一緒にいる友人である。

その人が行なった行為は何であれ輪廻への結びつきを結果しないアンガジャという名
の者がそこにいてサフラン色を用いて諸方に

赤い光を撒き散らしている。心を自在に統御する一切の力を極めた彼の眷属の者達は、
信心の喜びから指を閉ざして胸の前に美しさを添える。

彼らは決して善行を怠ることなく結跏趺坐を組んでいる。そこはブラフマン神の住居
であり成就者達の都である。」(199)

skal bzang byed pa’i sman「再び幸運をもたらす薬」　骸骨と化した兵士達を生き返らせる薬で
ある。シェルシュルワは「人間の若さという幸運を有するものにする薬」（mi’i lang tsho’i skal ba
bzang bo dang ldan par byed pa’i sman）と註釈するが、正確には「人間」ではなく「猿」と言うべ
きであろう（’Bab stegs 171.3f.）。

yan lag ’byung「アンガジャ」　アンガジャ（Aṅgaja,因掲陀）は十六羅漢の一人である。戒定慧
を完成することによって、輪廻へと結びつけるもの（[kun tu] sbyor ba, saṁyojana,結）である九種
の煩悩（九結）を断じ、解脱を獲得した者である（’Bab stegs 171.10ff.）。
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ngur smig tshon gyis「サフラン色を用いて」　千三百人のアンガジャの眷属が身に付けているサ
フラン色の袈裟のことである（’Bab stegs 171.15f.）。

lag sor zum pas snying kha mdzes「指を閉ざして胸の前に美しさを添える」　阿羅漢アンガジャ
の周囲には彼と同じく阿羅漢の境地に達した千三百人の眷属がいる。彼らは各自の胸の前で両手
を合わせ、アンガジャに向かって合掌している（’Bab stegs 171.20ff.）。

A`oMZoL$cHo1>ZoS VoLT`oKdIoJdo)ToGd<oO V<ZoI`oI<oJdoL)U<ZoT@dMZo,@oMOVT`oL>bHn n
1>coLT`o<F`=oLdoL6 qHo)TT`oLbMoJo2̂o2 qoVcoVcT`o;boLZo;c=Zo1 >cHoT?`oMcHoSZn n
\coMoTH`oU`ZoM2F `IoNdIoM2F`IoJo6q=o6qo<^ !Vo1>cHoHcoH<o#oULo)UoMdZoM?dHn n

200a: A`oMZo Σ; A`oMT`o Bkra. S Vo Σ; LSVo Thimphu.

200b: SZo Σ; 1 >Zo Thimphu.

200c: <^ !Vo Σ; L<^ !Vo Thimphu. #o Σ; No Thimphu.

（シヴァ：）

「太陽によって崇拝され、月光の束に似ている薬草の集まりは毒素を撃退する。それ
は大海に含まれる夥しい滋養の

精髄を吸い取った甘露水の壺のようであり、その一つ一つの芽から採れる液だけでも
満足感を与えてくれるような神々（不死の者）の食物である。

ああ、これがニーラカンタ（シヴァ）の喉を法螺貝の色に戻すのだ。それを扇の尖端
で供養したまえ。」(200)

nyi mas brjed byas「太陽によって崇拝され」　ヒマーラヤにある薬草は太陽の光を良く浴びて成
長している（’Bab stegs 172.14f.）。

nag po brtsegs「毒素」　サンスクリットの kālakūt.aに相当する語。「毒素」を意味する。

rgya mtsho’i bcud bye ba’i snying bo bdud rtsi’i「大海に含まれる夥しい滋養の精髄を吸い取った
甘露水の」　乳水攪拌の神話を念頭に置いた表現である。神々が海を攪拌することによって生じ
た甘露水（アムリタ）のことを指している（’Bab stegs 172.17ff.）。

mgrin sngon「ニーラカンタ（シヴァ）」　乳水攪拌の神話の中で、毒を飲み込んだシヴァの喉は
焼け、青黒く変色したことから、シヴァを別名ニーラカンタ（Nı̄lakan. t.ha）すなわち「青黒い喉を
持つ者」という（’Bab stegs 173.1ff.）。

rnga yab rtse mos mchod「扇の尖端で供養したまえ」　扇の尖端で受け取ってから、骸骨と化し
た兵士達の身体にかけなさい、という意味である（’Bab stegs 173.5f.）。

I<ZoOWoLH<oJdT`oM?d=Zo<Vo!=`Zn n
HJWo9MIo<=ZoV`oF`oZcoL<F cIn n
<RIo!=`oV`<o1>cHoMo<dMZoJn n
HcoU`ZoTHdHoJT`oTL DZoMo8FcHn n

201b: F`oZco Σ; LF`oZo Thimphu.

201c: Jo Σ; JZo Thimphu.

201d: 8F cHo Σ; 8F `Ho Gser.

森の主（ハヌマンタ）の跳躍の舞は
栄光の雪山カイラーサに親近したが
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薬草の学問に習熟していなかったので
彼は所期の結果を得ることができなかった。(201)

’dod pa’i ’bras ma rnyed「所期の結果を得ることができなかった」　ハヌマンタは薬学の知識を
持たないため、ヒマーラヤの山中で薬草でないものばかりを取って来てしまった。’brasは re ’bras
「所期の結果」を意味する（’Bab stegs 173.19f.）。

Z DcHoMcHoLboU`o<KdLZoT?=oLZn n
<=ZoV`T`oM<dIoJdoUb=ZoT1(oLR`In n
W<oJT`oMG`Wo6 qoL:dHoIZoI`n n
XoLDWoIHoJT`oO V<ZoHLbZo0>`In n

202a: U`o Σ; U`Zo Bkra. LZo Σ; Lo Thimphu.

202b: Ub=Zo Gser, Mkha’; Ub=o Zhal, Bkra; 3[=o Thimphu.

ナーラーヤナの力を具える者（ハヌマンタ）は
雪山の守護者（カイラーサ）をまるで芥子粒のように
手のひらの上に置いてから
肉を奪われた負傷者達の只中へと赴いた。(202)

sred med bu yi stobs ’chang bas...「ナーラーヤナの力を具える者（ハヌマンタ）は…」　直前の詩
節では、ハヌマンタが薬草とは関係のないものばかりをヒマーラヤ山中で取って戻った様子が描
写されていた。この詩節ではハヌマンタが再び薬草を求めて一飛びでヒマーラヤに行った後の様
子が語られている（’Bab stegs 174.1ff.）。

WdoL,@VoL<?MZoJT`oT; D`oX`=oI`n n
<?Wo9MIoX`=o%T`o,!IoTLLoJZn n

<?Ho>`<oA`HoWoW=oOVoU`n n
McoFd<oKdIoJdZo'MoJVoMP UZn n

203a: L<?MZo Σ; <?MZo Zhal, Thimphu.

203b: TLLo Σ; TLLZo Thimphu.

百年間干からびていた葛の樹は
バギーラタの水流を浴びると
瞬時にして若さという
花束によって美しさを取り戻した。(203)

lo brgyar bskams pa’i ’khri shing ni...「百年間干からびていた葛の樹は…」　この詩節では骸骨と
化した兵士達の復活する様子が縮約表現（bsdus brjod, *samāsokti）によって語られている（Track
33, 2:55）。

skal ldan shing rta’i rgyun「バギーラタの水流」　ガンジス河のことである（’Bab stegs 174.19）。
神話によれば、バギーラタ王（Bhagı̄ratha）はガンジス河を天界から人間界へと将来し、その聖水
によって、地底世界に落ちたサガラ王の六万の息子達の罪障を清めた。ハヌマンタがもたらした
薬の液は、ガンジス河の聖水と同じように、骸骨と化した兵士達を復活させる効能を持っている。
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H<ToMT`o;oU`oLbVo?=o<`Zn n
M ?dZoJZoNdoLZ=ZoLo1 qoWn n
ZdoKDc=o<coZVo<ZWoLoU`n n
<HoMdZoTPTIoMT`o;dVoUb<oT<c=Zn n

204b: LZ=Zo Σ; LZ=o Zhal, Z=Zo Thimphu.

美女の口移しのシードゥ酒に
酔うと青黒いバクラ樹は
歯並びという雄しべをむき出しにした
笑いで大地の一面を一杯に満たした。(204)

dga’ ma’i kha yi bur chang gis...「美女の口移しのシードゥ酒に…」　バクラ樹は艶かしい女性の
口から吹き付けられたシードゥ酒を浴びると花を咲かせると言われている（Track 33, 0:00）。第 16
詩節を参照。

sngo bsangs ba ku la「青黒いバクラ樹」　トンドゥプギャは sngo bsangsを「空」（nam mkha’）とい
う意味の名詞とみなし、「バクラ樹」が「空」を表す隠喩になっていると解釈する（Track 33, 0:43）。
カンブムはこの解釈に疑問を呈している（Dgongs rgyan 191.2ff.）。

<=o<`ZoVc<oIoAcZoL,@oU`n n
,WHoJo6,=ZoIZoT1>`IoJT`o<RIn n
HMo?dZoV`Io?cIoH=oMOb=ZoJVn n
1 qIoH<T`o<FcVoHcZoMGToH<oOTMn n

205b: 6 ,=Zo Σ; 6 ,=o Thimphu, Bkra.

205c: JVo Σ; JT`o Thimphu.

それに触れれば数多の障害をもたらす
不調が根こそぎ取り除かれるという薬は
宝のような正法と同じように
喜びの蔵となって皆を満足させた。(205)

gang gis reg na「それに触れれば」　カイラーサ山から取ってきた薬草は身体に触れるだけで効力
を発揮し、病や死といった障害をもたらす不調を根絶やしにする（’Bab stegs 175.16f.）。

<=o<`oVbZoJT`o6qMoLboU=on n
MHTosT`oLboMdo<\ @c=ZoJT`oWbZn n
1>cHoJoTH`oU`Zo%d<oTHdHoWn n
=doOo<KcVoLZo<=ZoV`o;c=Zn n

206b: WbZo Σ; WZo Zhal; UbWo Bkra.

206c: % d<o Σ; <Fd<Zo Thimphu.

その薬は彼らの骨のかけらさえも
カーマ（五本の弓を持つ者）の娘に恥をかかせる身体に
作り変えた。このことが学問を探究する者に
恥をかかせるので雪山は誇らしげであった。(206)
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mda’ lnga’i bu mo skyengs pa’i lus「カーマ（五本の弓を持つ者）の娘に恥をかかせる身体」　骸
骨と化した兵士達の骨のかけらさえも、カイラーサの薬草に触れると復活して美しい身体を取り
戻し、カーマ神の美しい娘達を圧倒した。ましてや、全体を完備する骨が薬草に触れれば、より
一層美しい身体として復活するのは言うまでもない。カーマ神の娘達は兵士達の身体の美しさに
圧倒され、自らの容姿を恥とさえ思うようになった（’Bab stegs 176.1ff.）。

rtog ’dod「学問を探究する者」　病と薬の研究を完全に極めようとしている医学者達（nad dang
sman gyi rtog dpyod la shin tu mkhas par ’dod pa’i ’tsho byed kyi tshogs）のことである（’Bab stegs
176.3f.）。彼らは自分達が習得した学問の知識では解明できない不可思議な現象を目の当たりにす
ると自らの無知を悟り、羞恥心を覚えたのである。gtogs ’dodという異読に従うならば、死者をさ
らって行く悪霊達も、兵士達が復活したことによって面目を潰されてしまったという意味で理解
できる（’Bab stegs 176.5ff.）。カンブムの註釈によると、gtogs ’dodには大自在天（lha dbang phyug
chen po）すなわちシヴァ神の意味もある（Dgongs rgyan 192.5f.）。

Gd=oGdZoVc<oJZoT?`oLoZcWoLT`oMGbo9MIoM`=o<`o<^Ho?cIoV`=oLdVo2F<Zo9MIo,@WoLT`o2 ^o2 qT`o?bo<FcVo
M?dHoUdIoSc<ZoMo>In n

<=o<`o9KdoLVo!=oJoVLoL<NdWoM`oHcoH<o;==oR`oLT`oVdZoO TMoZo<(=oLboU`oTH IcIo1 >cHo?boXcWoW`o; D`T`o
.WWn n

'MoL1FT`oTdHoScVoTdHo9MIo6qoT<(WoN dIo!=`o9ZoU`o2V=o?cIoHIc<ZoJo?boH=o<>`oLo<=oH<VoS<o9MIo
ZD`HoJoU`n n

GdVo>d<oM?d<oTH`ZoL6qHoH=oMbo<K c<Zo:oWIoFo:T`o<Xd<oJo=Wo1 >cHoPMoLbo7#oHT`o!=oTGb=o
<`ZoL% cIoMoKMoMOVT`n n

VoLVo<IZoL>ZoHJWoMdo; ?LoT@b<o?<ZoJT`oW<oZdVoWZo<RIo)VHoJVo7qZoM`IoT;dVo
L<^!Vo,@WoJdT`oRLZoMG`WoZoWoM`In n

NoFo:oU`o<6q=oLoZcWo1>cHoLZ`WoLT`o?boI`oM;ToA`HoWZoRcZoZo\@dHo;=`Zo<lHZo<KdLZo9MIoHMVo
ZcVo$coWTdn n

207a: V`=oLdVo Σ; V`oLdVo Gser; om. Thimphu.

207b: < (=o Σ; < (=Zo Thimphu.

207c: <>`o Σ; 9C `o Thimphu.

207d: TH`Zo Σ; TH`T`o Thimphu. Mbo Σ; Mb<o Thimphu. :oWIoFo:T`o Σ; :oWIo&o:T`o Thimphu. 7 #oHT`o Σ;

7 #o6#`T`o Thimphu.

207e: HJWoMdo Σ; HJWoMdT`o7 qoMo Thimphu. )VHo Σ; )UHo Thimphu. T;dVoL<^ !Vo,@WoJdT`o Σ; T;dVoL<^ !Vo
Thimphu.

（ラーマナ：）

「マナサロワール湖はそれを見聞した者やそこに触れた者に死を払拭させる力を持っ
ている。その名が持つ強い音の響きは遥か遠くまで知れ渡る。それは菩薩（勝者の
芽）という海（水の蔵）に捧げるための閼伽水の雫を湛えている。

そのおなかの上で足を交差させる人達も、寂静の味によって満ち足りた思いにさせる。
それはアイラーヴァナ象の両目の間に、水晶と朱の顔料をまぶしたような

色鮮やかな光を放つ太陽（光を有する者）があるのかという錯覚を起こさせる。だが、
そこでは、阿修羅（かつての神）という威張り散らした象が水であれ尿であれ何で
も好き放題に垂れ流しにしている。そこは輪廻世界の

最高峰の髷のような所である。この湖は魔物や外道というカランダカ鳥の翼をくたび
れさせる。閻浮樹が生育する場所であるそのマナサロワール湖の
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柵として〔カイラーサ山は〕居場所を定めるべきである。女神ラクシュミーに対して
は、欲情するヴィシュヌの手の指を除いて他の何かが傷跡を付けることはできず、
転輪聖王の足の裏面が地面に触れることはなく、

チャータカ鳥の渇きを癒すひんやりとした水は上空にしかないのだから。」このように
王（ラーマナ）は語った。力強い猿（橙色をした者）の支配者（ハヌマンタ）に。
(207)

mthong thos reg pas ’chi ba sel ba’i mthu ldan「それを見聞した者やそこに触れた者に死を払拭させ
る力を持っている」　マナサロワール湖の水は不適切な時に起こる死（dus min ’chi ba, *akālamaran. a）
を防ぐ力を持っている（’Bab stegs 178.9）。

rgyal ba’i myu gu’i chu gter「菩薩（勝者の芽）という海（水の蔵）」　 rgyal ba’i myu gu「勝者の
芽」はサンスクリットの jināṅkuraに由来する表現。byang chub sems dpa’「菩薩」を意味する詩的
語彙である。ここでは菩薩が「海」という隠喩で表現されている。

gang gi lto bar rkang pa rab bsnol mi de dag「そのおなかの上で足を交差させる人達」　マナサロ
ワール湖の水上に浮かび、結跏趺坐を組んで瞑想に耽る行者のことである（’Bab stegs 178.13f.）。

sa srung bu「アイラーヴァナ象」　アイラーヴァナ（Airāvan. a）とはインドラ神が乗る象の名前で
ある。蓮華の根を食べるために、あるいは水浴をするために湖の中に入ったアイラーヴァナの両
眼の間には、きらきらと光る水滴が付着している（’Bab stegs 178.10）。

’od ldan「太陽（光を有する者）」　サンスクリットの bhāsvatに由来する表現。nyi ma「太陽」を
意味する詩的語彙である。

sngon gyi lha「阿修羅（かつての神）」　サンスクリットの pūrvadevaに由来する表現。lha ma yin
「阿修羅」を意味する詩的語彙である。

bdud dang mu stegs ka lan ta ka’i gshog pa ngal byed「魔物や外道というカランダカ鳥の翼をくた
びれさせる」　マナサロワール湖は非常に広大なので、たとえ神通力を有する魔物や外道の行者
がその大きさを測ろうとしても測りきれない（’Bab stegs 178.5ff.）。

dpal mo khyab ’jug chags pa’i lag sor las gzhan rtsod par nus min「女神ラクシュミーに対しては、
欲情するヴィシュヌの手の指を除いて他の何かが傷跡を付けることはできず」　ヴィシュヌはラ
クシュミーと戯れ、その胸部に手の指で傷跡を付ける。しかし、そのような行為はヴィシュヌの
みに許されるのであって、他の者には決して許されない（’Bab stegs 177.17ff.）。

tsa ta ka yi gdung ba sel byed bsil ba’i chu ni mkha’ nyid las「チャータカ鳥の渇きを癒すひんやり
とした水は上空にしかない」　チャータカ鳥（cātaka）は空中で雨水を飲み、地面に落ちた水は決
して飲まないと言われている（’Bab stegs 178.1ff.）。

<RIoHdIo<kH=o)To;doIT`oZ VHn n
T@b<o9Md<oTKbVo9M `=o<`Zo=WoFcn n
W<oJoW<o9MIo; DdZoJoU`n n
<NoR<Zo9KoLbZo<=ZoV`oTK=Zn n

208a: Z VHo Σ; 2VHo Thimphu.

彼はただひたすら他者の利益という蜜のために
往来という飛行によって疲弊したので
まるで怒り狂った象（手を持つ者）の
鼻のような手で雪山を放り投げた。(208)
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gzhan don sbrang rtsi kho na’i slad...「ただひたすら他者の利益という蜜のために…」　隠れた主
語はハヌマンタである。ここではハヌマンタが蜜蜂に喩えられ、他者（骸骨になった兵士達）の
利益が「蜜」という隠喩で、ハヌマンタの往来が蜜蜂の「飛行」という隠喩でそれぞれ表現され
ている（’Bab stegs 179.12ff.）。

MdIoZDIo& cTboTKVoTHIoLn n
WbZo=Io0 >d<Zo;=`o.WWoL)U<ZoHL=on n
M<doLdoUdIoJdo6qHoIZoI`n n
Z VdLoMoM;IoJdT`oM6qIoZVoLR`In n

209a: & cTbo Σ; N cTboMkha’; H IcTbo Thimphu.

209c: Jdo Σ; JdVoMkha’; Jo Bkra. IZo Σ; Jo Thimphu.

まるで飛び跳ねたマーシャ豆の粒のように
クベーラの方角に戻された山（砂塵の堆積）の王は
頭を斜めに傾けて
ちょうど弟子が師匠の前にいる時のようになった。(209)

mon sran rde’u「マーシャ豆」　マーシャ（mās.a）豆を地面に投げつける（sa la brdab）と上方向
に飛び跳ねる（gyen du ’phar）。それと同じように、ハヌマンタによって放り投げられたカイラー
サ山も地面に落下するや否や、その反動で上方向に飛び跳ね（隆起して）高く聳える山となった
（’Bab stegs 179.17ff.）。

lus ngan phyogs「クベーラの方角」　北の方角のことである。クベーラ（Lus ngan; *Kubera）は
毘沙門天（Rnam thos sras, *Vaiśravan. a）の別名。北の方角はクベーラ神によって守護されるので
「クベーラの方角」（lus ngan phyogs, *kauberı̄）と呼ばれる。

rdul brtsegs dbang「山（砂塵の堆積）の王」　 rdul brtsegs「砂塵の堆積」は ri「山」を意味する
詩的語彙である。「山の王」とはカイラーサ山のことである。

[19]終結部

'MoH/ >dHo'MoJVoU=ZoJT`o; ?dIo!=`ZoIMoM;T`oOHoT@Wo,@o?cIo1 qIoM; ?cIoM; ?cIoJT`oHJcoU`Zo
$ cZoZboHJ<o1>oXcZo1>T`oH;=`WoT;dVoW<oJT`oMG`Wo<=oM=dIoZbMoA`Ho6qo<ZWo1>cHoJn n

SVoMcHoTH`oA`HoL VoMoU=oI`oL VoMoM`Io1>cHo; ?LoT@b<oH==ZoJZoZdVoMdT`oO V<Zo;= `ZoT;dVoWdo<KdVo
R`=o1qIoWZo,@WoLT`oLco>dIo>IoI`oH1̂<o2qoL DWoLT`oWd=oLoA`Hn n

0>d<Zo1 qIoLZ VHoJT`oM2FdIoJdT`o<doZVoM;ZoJT`oO V<ZoT<dHo2]oH1>=ZoT!̂Vo;b<Zo1>c oLoWo

8q<ZoFMoLboVoU`o?b=oMT`oM2F`IoJo; xoFT`o=oVdT`o==oObWoWoT@b<oU`o<co<ZWoLT`o<do<?LZo
KDd<Zn n

=<oV`<oO V<ZoTH`oGWoMdo<k @VoLT`oU`Ho;=`oWMo6 qoH IIoHL=oTH`oU`o<FIo=<oX`=o%o%<o5[oTH IcIo1>cHo
ObWoWb<ZoTH`oMGd=oWb<Zo<RIoH<oI`o?boTdHo;=`ZoL:<o?boX`=oA`Hn n

210a: IMoM;T`o Σ; M;ToU`o Thimphu. 1qIoM; ?cIoM; ?cIoJT`o Σ; 1qIoM; ?cIoJT`o Thimphu. ZbMo Σ; <ZbMo
Thimphu.

210b: LVoMoM`Io Σ; LVoMoU`Io Thimphu. H==ZoJZo Σ; H=ZoJT`o Thimphu. H1 ^<o2qo Σ; H1 ^o2qo Mkha’,

Thimphu, Bkra.
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210c: M;ZoJT`o Σ; M;ZoJZo Zhal. M2F dIo Σ; T2F dIo Thimphu. 2]oH1 >=ZoT! ^Vo;b<Zo1 >coLoWo Σ; 2]oH1 >=Zo

Wo Thimphu. ==oObWoWoT@b<o Σ; ==oObWoWo Thimphu. KDd<Zo Σ; TKDd<o Thimphu.

210d: V`<o Thimphu, Bkra; V`<Zo Zhal, Gser, Mkha’. H IIoHL=oTH`oU`o Σ; H IIoHL=oTH`oU`ZoMkha’.

私の知性というものは、巨大な物差しで天空の大きさを測るような仕方で一切の広大
な事物を知る智慧を例にして推し量るべきものである。所知全体をまるで手のひら
の上にあるものを明らかにするように眼前のものとして明らかにする

まさにこの無類の智慧は、師と言われる人達の師としての立場も失墜させ、ヴィシュ
ヌを恐怖に陥れることによってその指先から円盤（チャクラ）を落下させ、一切に
勝利する死神ヤマ（棍棒を持つ者）を杖を失った盲人も同然にしてしまう。

それは方角を全て見失って迷子になった客人の地位に学者達を置き、数多の歌の旋律
を奏でるサラスヴァティー（タンブーラの妻）の喉も烏の怒鳴り声を鳴らすに等し
いものにし、きれいな言葉を発する機会を奪い取る。

ここに両手を合わせている詩論家達の心という道に、この私という賢者（記憶の王者）
の美文詩という馬車が絶えず引かれて来るさまを目にすれば、他の諸々の伝統は洪
水によって遮られた芭蕉も同然となる。(210)

rnam dpyod「私の知性」　シェルシュルワによれば、二諦（勝義諦と世俗諦）に包摂される一切
の認識対象のあり方を分析する私の智慧（bden pa gnyis kyis bsdus pa’i shes bya’i gnas la rnam par
dpyod pa’i kho bo’i mkhyen rab）である。この詩節では作者が自身の知性の高さを自慢（zhal pho）
し、それは仏陀の一切智に比せられるべきものであると述べている（’Bab stegs 182.2ff.）。作者が
このような自慢の言葉を語っている理由は、シェルシュルワによれば、「ゲルク派にすぐれた詩人
はいない」という当時の悪評を払拭するためか、もしくは同時代の作家達の慢心を打ち砕くため
である（’Bab stegs 183.7ff.）。

be con can「死神ヤマ（棍棒を持つ者）」　サンスクリットの gadādharaに由来する表現。死者の国
を支配するヤマ（Yama,閻魔）を指す（’Bab stegs 182.14）。ジャバの解釈によれば、「棍棒を持つ
者」は「杖を持つ者」すなわちダンディン（Dan. d. in）を暗示する。すなわち、作者チューワンタ
クパの詩の才能はインドの偉大な詩人ダンディンのそれをも凌駕するということがここで意図さ
れている（Mun sel 335.22f.）。

tam bu ra yi chung ma「サラスヴァティー（タンブーラの妻）」　タンブーラはガンダルヴァ
（Gandharva, 乾闥婆）の別名である。サラスヴァティーはタンブーラの妻であるとされる（’Bab
stegs 182.19）。

dran dbang「賢者（記憶の王者）」　mkhas pa「賢者」を意味する詩的語彙である。

chu ’od kyis bkag chu shing「洪水によって遮られた芭蕉」　シェルシュルワは chu ’od kyis bkog
「洪水によって抜き取られた」という読みが正しいのではないかという推測を述べている（’Bab
stegs 183.6f.）。

M`<oU=Zo;doLdT`oM`<o<`ZoI`n n
HI`oMcHoMcoWd=oH=dZo1 qIo!=`n n
<Hd=oLo>`<o>Vo<N=oLo>In n
T2F doTH`T`oHJWo6qoL<KcIo!̂Vo>`< n

211d: L<K cIo Σ; L%Io Thimphu.

広い視野を持つ私の眼によって
けがれのない鏡は一切の事物という



100 『比較論理学研究』（比較論理学プロジェクト研究センター報告）第 19号

顔を一斉に映し出すものとなった。その鏡が
ここなる人々の光として用いられることを願う。(211)

mig yangs kho bo’i mig gis ni「広い視野を持つ私の眼によって」　migという語が繰り返し使用さ
れる。シェルシュルワは前者のmigを blo gros kyi mig「知恵という眼」、後者のmigを rnam dpyod
kyi mig「考察という眼」として理解する（’Bab stegs 183.16f.）。しかし、「知恵という広い眼を持つ
私の考察という眼によって」という解釈が意味をなすかは疑問である。mig yangsは文字通りには
「広い眼」もしくは「切れ長の眼」を意味するが、おそらくカンブムの註釈が示すように、mthong
rgya yangs pa「広い視野」を意味するのであろう（Dgongs rgyan 200.3）。

dri med me long「けがれのない鏡」　過失というけがれのない善説（legs bshad）すなわち本書
『ラーマナ王物語』のことを指す。この鏡は本来的に事物を映し出す性質を持つが、作者チューワ
ンタクパの眼で観察されることによって、知られるべき一切の事物を映し出す鏡となった（’Bab
stegs 183.16ff.）。

dngos kun gyi gdong ba cig car snang ba can「一切の事物という顔を一斉に映し出すものとなった」
　シェルシュルワとカンブムは動詞 bskrun「生み出された」を補って理解する（’Bab stegs 183.18;
Dgongs rgyan 200.6）。これを参考にして「…を映し出すもの（…の顕れを有するもの）となった」
と解釈した。

2F d<ZoH<oKb<Zo;=`oVoLVoI`n n
<ZcVo!=`oT; D`oX`=oTH`o<\@cZoFcn n
M`<oH<oHdIoUdHo1>cHoJoH< n
HWoLVoT6q<oJoM`oV`<ZoZdn n

212a: H<oKb<Zo Σ; HL=o0 ^<o Thimphu.

212b: <\ @cZo Σ; <\ @cHo Thimphu.

212d: Jo Σ; JVo Thimphu.

おお友よ、内奥の柵の中に
この黄金の葛の樹が生じた。
両目を有意義なものにしようとする者達は
のんびりと過ごしている場合ではない。(212)

phugs kyi ra bar...「内奥の柵の中に…」　作者の智慧（mkhyen dpyod）の中心部（mthil = phugs）
から詩想が生まれ、『ラーマナ王物語』が著作された様子を描写している（’Bab stegs 184.5ff.）。

gser gyi ’khri shing「黄金の葛の樹」　本書『ラーマナ王物語』を暗示している。ただし、「黄金
の葛の樹」という比喩基準のみが示され、それによって暗示される比喩対象は明示されない。非
明示的隠喩（sbas pa’i gzugs can）の技法が用いられている（Track 35, 3:25）。

[Ho1̂=oX`=o%T`oZ DdWoLF=oIZn n
<I<o<`oWMo6qoT@b<o1>cHoJn n
HcoH<oLH<o<`ZoIMo6qoU=on n
;=oLS=oLHcoLVo@`o9KVoL1F `n n

213c: <`Zo Σ; <`o Thimphu.

213d: ;=o Σ; W=o Thimphu.
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稀有なる馬車の轍を捨てて
家畜の道へと進んで行く者達がいる。
そんな彼らを私は一体どうして
宮殿の悦楽へと導くことができようか。(213)

shing rta’i srol「馬車の轍」　チベット仏教文献においてこの用語はアサンガによって創始された
唯識説と、ナーガールジュナによって創始された中観説という大乗仏教の二つの説を指すが、こ
こではインド・チベットの詩人達が継承してきたインド南部ヴィダルバ地方の流儀とインド東部
ガウダ地方の流儀という二つの詩の流儀を指している（’Bab stegs 184.18f.）。この詩節では縮約表
現の技法が用いられている（Track 35, 7:00）。

gnag gi lam「家畜の道」　愚者（blun rmongs）を「家畜」と表現している。「家畜の道」とは知性
に欠ける劣った詩人達が語る野鄙な言葉（grong tshig）のことである（’Bab stegs 184.20）。

&doU`o<No>Io?boXcWo!=`n n
HI`oMcHoGcMo<?ZoWo;D`HoIZn n
'MoJVo,@WoLT`o;=o?cIo6qn n
L,@o1>`Io!=`Zo;==o<8q<o7qZoM`In n

214d: ! =`Zo Σ; ! =`o Thimphu.

豚（石のような固い鼻を持つ者）を
純粋無垢の水晶の階段の所まで導いて
ヴァイジャヤンタ大宮殿に
入れることはシャクラでも不可能である。(214)

rdo yi sna can「石のような固い鼻を持つ者」　野生の豚のことである。豚は不浄（mi gtsang ba）
を好むとされる。シェルシュルワによれば rna can「耳を持つ者」という異読もあり、それに従え
ばロバ（bong bu）の意味で解釈することができる（’Bab stegs 185.7f.）。

rnam par rgyal ba’i khang chen「ヴァイジャヤンタ大宮殿」　シャクラ（インドラ）が住む宮殿。
三十三天の世界にある（’Bab stegs 185.6）。

Hco9KVoV=Zo1>cHoL2F dHoH=oI<Zo<IZo$cT`n n
\@dHoObWoR`oH=oLHco9MIo<\@d=oLo>In n
AMo=oLoH=oHJToH=oX`ZoJoU`n n
=doMOVo<Kd=o<`oV`oMdoL1FoLoU`n n
<FIoH=<Zo2]oH1>=ZoZ DHoLbZoAcoLVoLDcZn n

215b: <\ @d=o Σ; <\ @do Thimphu.

215c: X`ZoJoU`o Σ; VLoX`ZoJT`o Thimphu.

215d: H=<Zo Σ; =<o Thimphu.

かくして歓喜と旅と森に住む主の
隠遁生活と幸せな生活と王族の振る舞いと
受難と武勇と吉祥からなる
驚嘆すべき千の色鮮やかな絵という
美しい詩の調べを織り糸で作り上げた。(215)
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nags gnas rje’i「森に住む主の」　ラーマナの弟ラグマナのことを指している（’Bab stegs 185.17）。

bde ldan「幸せな生活」　ラーマナがシーターと森で過ごした時の幸せな生活のことである（’Bab
stegs 185.18）。

srad bu「織り糸」　詩を構成する言葉（tshig）を「織り糸」という隠喩で表現している。「織り糸」
という比喩基準のみが示され、それによって暗示される比喩対象は明示されない。非明示的隠喩
（sbas pa’i gzugs can）の技法が用いられている（Track 35, 12:40）。

M=oGdZoH I`oMcHo<M cLo<k@dVoWb<ZoL,@o>In n
RdLZoJT`oHIc<ZoJo;doIZoTH`o1>ZoZdn n
ZoLH<oZ DZoJdoVdWo)UHoWo?<ZoJn n
!=oTGb=o)oIZoT1>`Io>`=oKoLd=oTHc<Zn n
!=HoH=oAcoLVoL<\+Io1>cHo<>dHoTLDc<oZd<Zn n

)Wo!=`ZoKoVdWo<IdIoJoMoMGd=o=Mn n

216d: )o Σ; )Ho Thimphu. >`=o Σ; R`=o Thimphu.

216e: ! =Ho Σ; ! =o Thimphu. L<\ +Io Σ; <^ H`IoMkha’, Thimphu, Bkra. TLDc<o Σ; THIc<o Thimphu.

過誤に染まらずに多くを学び幾百もの作詩法を習得したので
私は過剰な自信に基づく慢心だけで本書を著作した。
遊びに夢中になった王子が
樹を根から抜き取ったり岩を持ち上げたり
力比べの相手と対戦して切り刻む行為などの
技で相手を負かすのを見たことないだろうか。(216)

rkang ’thung rtsa nas ’byin cing...「樹を根から抜き取ったり…」　六十四芸（sgyu rtsal drug cu rtsa
bzhi）に含まれる様々な技芸が挙げられている（’Bab stegs 186.16ff.）。

gcod ’breg sogs「切り刻む行為など」　ジャバの註釈によれば、力比べの相手の手足を切り刻む行
為（pha rol ba’i yan lag gcod pa dang ’breg par byed pa）のことである（Mun sel 348.12ff.）。詳細は
不明である。

=<o<`oSVoLoTH`oU`ZoMoL<MMZoJT`n n
>o>dT`oHI`oMT`oVoV`oTP TIoIoU=on n
9ZZIo2 )LoR dLZoJT`oTdHoV`<ZoTLVoLoU`Zn n

AcZoJT`oMbIoJZoIMoU=oL*ToM`oT!̂Vn n

217b: H I`oMT`oVoV`o Σ; HI`oMVoV=o<`Zo Thimphu.

217c: V`<Zo Σ; V`Zo Thimphu.

この言葉という月が制圧できない
騒音のけがれという黒斑を持つとしても
生まれながらの弁才という光の網が輝きを放つならば
過失という暗闇に侵食されることは決してない。(217)

ca co’i dri ma’i ra ri「騒音のけがれという黒斑」　本作品は世俗的な内容に関するものであるた
め「騒音」（ca co, *kolāhala）と表現されている。ここでは「騒音」が「けがれ」（dri ma）に喩え
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られ、さらに「けがれ」が「黒斑」（ra ri）に喩えられている。二重隠喩（gzugs can gyi gzugs can /
gzugs can ’phar ma）の構造になっている（Track 35, 22:00）。

nyes pa’i mun pas nam yang brdzi mi ’gyur「過失という暗闇に侵食されることは決してない」　
仏教的な観点から言えば、王族、戦争、強奪、女性、恋愛といった世俗的な内容を扱う物語に没
頭するのはあまり推奨されることではないが、高度な技法を用いて綴られた美文詩には、そうし
た非難をも超越する力がある、という意味である（’Bab stegs 187.8ff.）。

,@WoLdo[1] V"oMoET`o<FMo!=`o,!HoWZoL)MZoJT`o<FIo=<o[2] <`oL<KIoL>dZoH I`oST`oLboMdT`o,!HoM=Zo;=`o[3]

<^HoH1>=ZoRcZo1>oLoTH`oI`n XcZo1>T`oH;=`WoT;dVoMoWbZoJoH I`oMoMcHoJT`oV`<Zo[4] JT`oM`<o<`Zo9KoLoWo
[5] M;ZoJT`oM6qIoZVo0>d<ZoWZo'MoJVo,@WoLT`oHJWoGdLo>`=oGo<FHo;=`o<Nb<oW<oMoWbZoJT`oKoVdWo
5[oZdIoJT`o[6] M;ZoJT`o<\@coLdoMGToH<o<`Zo[7] RLZo;=`oJHoMdoWo0><o1>ZoJn UbWo1 >=o0>d<Zo[8] ;=`o,!Ho

6qo1̂=oLT`o<FIo=<o[9] M;IoR=o8q=o[10] ?dZoHL=o2F<ZoJT`oHJWo!=`ZoZ=Zo,@ZoL>dMo9MIoTHZoM=dIo
JVo*V<ZoJVoZ=Zo,@ZoIZoWdoA`Zo<Kd=oZbMo[11] L,@oL>bo6,<o5[oZdIoJoZoKdo%T`oWdoTL Dd<oV`oLdo?coH<To
9MIo'Mo[12] JVo,@WoLT`o2 V`=o6qo'MoJVoL<McLZoJTdn n

[1]: ,@WoLdo Σ; RcZo,@WoJdo?cIoJdo Thimphu.

[2]: =<o Zhal, Thimphu; H=<Zo Gser, Mkha’, Bkra.

[3]: M=Zo;= `o Σ; M=o<`o Zhal.

[4]: V`<Zo Σ; V`<o Thimphu.

[5]: 9KoLoWo Σ; L9KoLo Thimphu.

[6]: ZdIoJT`o Σ; ZdIoJZo Thimphu.

[7]: <`Zo Zhal, Thimphu; <`o Gser, Mkha’, Bkra.

[8]: UbWo1 >=o0 >d<Zo Σ; 1 >=o0 >d<Zo Thimphu.

[9]: =<o Σ; H=<Zo Gser, Mkha’, Bkra.

[10]: 8 q=o Zhal; 8 q=oJo Gser, Mkha’, Bkra; 8q<ZoJo Thimphu.

[11]: ZbMo Σ; <ZbMo Thimphu.

[12]: 'Mo Σ; 'MZo Thimphu.

『ラーマナ王伝説に基づく詩書・ガンダルヴァの天女が奏でるヴィーナーの音色』と題する本
書は、所知の全体を余す所なくけがれのない論理という眼で見ることに通暁する賢者の集会
の中、諸方に打ち勝つ栄光を手にし言葉の学に関する理論書を残さず極めた学者達の皆から
足下の蓮華に向かって頂礼を受ける者、北方の地の家系に生まれた詩人シャンシュン・チュー
ワン・タクペー・ペルにより、仏世尊が正等覚に達してから 2316年後、戊午年（sa pho rta’i
lo,西暦 1438年）に寂静処なる大本山ガンデン・ナムパル・ギェルウェー・リンにて著作され
たものである。

略号と文献

前稿（根本・扎布 2021）で既に示した文献を省略し、新出文献のみを挙げる。

(1)一次資料

(1-1)インド撰述文献

MA Madhyamakāvatāra (Candrakı̄rti): see Yonezawa 2020.



104 『比較論理学研究』（比較論理学プロジェクト研究センター報告）第 19号

MAP Madhyamakāvatārakārikā (Candrakı̄rti): Tibetan Peking ed. mdo ’grel. ’A. Otani No. 5261.

R Ratnaśrı̄t. ı̄kā (Ratnaśrı̄jñāna): Anantalal Thakur and Upendra Jha eds. Kavayalaks. an. a of Dan. d. in (Also Known
as Lāvyādarśa) with Commentary Called Ratnaśrı̄ of Ratnaśrı̄jñāna. Darbhanga: Mithila Institute of Post-
Graduate Studies and Research in Sanskrit Learning. 1957.

(1-2)チベット撰述文献

Dper brjod Snyan ngag me long gzhung gis bstan pa’i dper brjod legs par bshad pa’i sgra dbyangs rgya mtsho’i
’jug ngogs (Bod mkhas pa mi pham dge legs rnam rgyal). In Snyan ngag gi bstan bcos chen po me long la
’jug pa’i bshad sbyar dan. d. i’i dgongs rgyan (pp. 422–493). Xining: Mtsho sngon mi rigs dpe skrun khang.
2004.

(2)二次資料

(2-1)欧文資料

Gerow, Edwin
1971 A Glossary of Indian Figures of Speech. Paris: Mouton.

Yonezawa, Yoshiyasu
2020 “A Textual Study of the *Laks. an. at. ı̄kā.” PhD diss., Leiden University.

(2-2)和文資料

根本裕史・扎布
2021 「『ラーマナ王物語』研究：解題および前半部の訳註」『比較論理学研究』18: 7–68.

（ねもと　ひろし、広島大学［インド哲学］・ジャブ、青海師範大学）
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A Study of the Rā ma n. a’i gtam rgyud: An Analysis of Rhetoric
and an Annotated Translation of the Second Part

NEMOTO Hiroshi, RGYA YE BKRA BHO

This article contains an annotated Japanese translation of the Rā ma n. a’i gtam rgyud of Zhang zhung
chos dbang grags pa, together with an introductory analysis of its rhetoric. The first half of the Rā ma
n. a’i gtam rgyud is translated in our previous paper. Therefore the remaining portion appears here.

Like many other Tibetan texts written in poetic verse, the Rā ma n. a’i gtam rgyud is composed in
accordance with the theory of Dan. d. in’s Kāvyādarśa. Poetic ornaments (rgyan, alaṁkāra) such as simile
(dpe, upamā), metaphors (gzugs can, rūpaka), poetic fancy (rab rtog, utpreks. ā), concise speech (bsdus
brjod, samāsokti), repetition of syllables (zung ldan, yamaka) and so forth, all of which are prescribed in
the Kāvyādarśa, appear throughout the work. But what attracts our attention is that Chos dbang grags pa
frequently uses a rhetorical device that is not prescribed by Dan. d. in. Don grub rgyal, a twentieth century
scholar and writer, calls it “an implicit metaphor” (sbas pa’i gzugs can). This is a metaphor where what
compares (dpe) is explicitly stated but the subject of comparison (dpe can) is not, as in lag sor nyi ’od
tshogs kyis ni pad ma’i tshal ’di mngon par phye (“The fingers of their hands, bundles of sunlight, made
this lotus garden [= the box Sı̄tā was trapped in] bloom.”).

This technique, which gives the readers a sense of intermingling reality and illusion, has the effect of
intensely expressing the emotions of each character. The fact that implicit metaphors are used so often
indicates that the Rā ma n. a’i gtam rgyud is written for the readers who already know the plot of the story.

The reason that the Rā ma n. a’i gtam rgyud is written by the Dge lugs Buddhist monk scholar Chos
dbang grags pa is not clear. It is unlikely that the author composed this work for enlightening or edu-
cational purposes. Rather he must have created this work for the purpose of self-discipline or for the
completion of his ideal world of art. At the root of the Rā ma n. a’i gtam rgyud must have been the spirit
of l’art pour l’art.
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